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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　開始。炸さく裂れつする銃じゆう弾だん、斬ざん鋼こうの音、回転する体、狙ねらいを定める、撃うつ、撃つ、撃つ、連射、弾はじかれる、弾かれる、砕くだかれる、一気に迫せまる、輝かがやく刃やいば、躱かわす、煌きらめく刃、長ちよう銃じゆうで迎げい撃げき、剣けんの軌き道どうが目まぐるしく変わる、三度目は躱せず、鋭するどい痛み、溢あふれる血、短銃を構える、短銃で捌さばかれる、銃を捌く、手で、剣で、長銃で、射出、躱す、回かい避ひ、避よける、捌く、銃弾の結界、破は壊かいされる『夢の揺籃クレイドル』、跳ちよう弾だんで落下するゴンドラ、拮きつ抗こう、首筋に、頰ほおに、こめかみに、急所を外れた銃弾が掠かすめる、撃って撃たれて、その繰くり返し、互たがいの血、歪ゆがむ笑えみ、一二から選せん択たく、斬きられ、回避、死線を見つめ、自身に【一アのレ弾フ】、加速、離はなれる、距離を取る、長銃で狙う、撃つ、再装そう塡てん、撃つ、笑う、両者共に、【水瓶の弾ドウリ】、大地に銃弾を撃つ、佇たたずむ女王、傷口が修復、黙もく殺さつ、敵能力の看破／治ち癒ゆの場所を造成した、もう一度狙いを定める、【巨サ蟹ルのタ剣ン】、刃が空間を切断した、一歩踏ふみ出す、切断された空間を無視、離れていたはずの相手、眼前に迫る、殺意、危機感、跳ちよう躍やく、離れる、食いつかれる、速度で劣おとる、同時に剣が刺ささる、悲鳴、背後から絶ぜつ叫きよう、溢れる苦痛、睨にらみ付ける、回答は嘲ちよう弄ろうの笑み、【四の弾ダレツト】、防がれる、食い込み続ける刃、苦痛、喉のど元もとからこみあげる血、白と赤の霊装ドレス、敗北を認めない、意識が寸断する、振ふり返る、涙なみだ目めで見守る少女緋衣響、逃にげろ、叫さけぶ、意識、途と絶だえ、それでも、最後まで、抵てい抗こうを、続けて、撃つ、撃った、肩かた口ぐちを抉えぐる、ほんの少し気分良く、笑え、嘲あざ笑わらえ、にんまりと、笑み、意識、完全、断、線。終しゆう了りよう。











○プロローグ






　目が覚めると、そこにいたのは自分わたくしだった。

　美しい夜よ闇やみのような髪かみ、真しん珠じゆのように輝く肌はだ、あちこちが引き千切られたような赤と黒の霊装ドレスは、紛まぎれもなく〈神威霊装・三番エロヒム〉。

　琥こ珀はく色いろをした時計盤ばんの瞳ひとみ。

「──どうか『わたくし』、何としてでもお逃げくださいませ。この城の主あるじである白クのイ女ー王ンが気付かぬ内に。そして、何としてでもこの隣りん界かいとあの人を救うのです」

「何が……一体、何が……ありましたの……」

　狂くる三みは反射的に銃を手にしようとして、取り出せないことに気付く。目の前の少女は、哀かなしげに首を横に振る。

「わたくしたちの〈刻々帝ザフキエル〉は使えませんわ。奪うばわれましたの」

「……奪われた……そうか……わたくしは……」

　敗北した。完全に、完かん璧ぺきに、どうしようもなく、敗北した。最後の最後で一矢報むくいたが、恐おそらく既すでに治ち療りよう済みだろう。翻ひるがえって自分の方は、まだ全身に鈍どん痛つうがある。腹部の痛みが特に強いのは、剣で刺されたからか。

　疑問が山のように存在する。何から問うべきかすらもわからない。理わ解かっているのは、自分が敗北したという厳然たる事実。

「疑問にはお答えしますわ。ですが、『わたくし』。逃げる準備を整えてくださいまし。さもないと、トランプ兵のように首を刎はねられてしまいますわよ？」

　少女の眼まな差ざしは、決して噓うそや冗じよう談だんを告げているようには見えなかった。狂三はまず、何より重要なことを尋たずねることにした。

「一体ここは、どこですの？」

「ここは、第三領域ビナー。そう、第コ二ク領マ域ーと共に第一領域ケテルにもっとも近い領域。そして影かげと時間が狂くるいに狂った恐怖童話メルヘンホラーの領域ですわ」




















○第三領域ビナーの狂王






　──隣りん界かいにおける、最高権力者は支配者ドミニオンである。

　だが、その選出方法は領域によって様々だ。第コ二ク領マ域ーのように伝統を遵じゆん守しゆし、条件に当てはまる者のみを支配者ドミニオンとして上げる領域もある。

　第一〇領域マルクトのように、ただ力を以もつて勝ち残りを決める領域もある。先代が後こう継けい者しやを選定する領域もある。第イ九エ領ソ域ドのように、人気投票というあまりにも異例な決め方もあるだろう。ともあれ支配者ドミニオン同士は、基本的に互いの領域を不ふ可か侵しんとしている。

　領土の拡張は誰だれも望まない。各おの々おのの領域を統治するので精せい一いつ杯ぱいだし、統一したからといって何が変わる訳でもないのだ。唯ゆい一いつ、第一〇領域マルクトは戦いたいというだけで積極的拡張を行っていた時期もあったが、支配者ドミニオンが〝人形遣いドールマスター〟になって以降、さっぱりと領域の拡張は停止した。

　一番の厄やつ介かいな支配者ドミニオンが大人しくなった、ということで安心したのも束つかの間、今の今まで歯し牙がにも掛かけられなかった第三領域ビナーの支配者ドミニオンが交代し──動き出した。

　それは第一〇領域マルクトのように、単純な暴力を投じるものではない。陰いん謀ぼうであり、策を張り巡めぐらせる類たぐいのもの。それは今まで、支配者ドミニオンが考えもしなかった、あるいは考えても「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」と問題を廃はい棄きするに足るものだった。

　しかし、白クのイ女ー王ンはやってのけた。

　空っぽ娘エンプテイたちを操あやつり、駒こまとして扱あつかい──領域への侵しん入にゆうと拡張を行った。

　それは最も早はや、隣界におけるテロリズムも同然である。

　かくして支配者ドミニオンたちは、渋しぶ々しぶと、あるいは嬉き々きとして隣界の中央領域ハブである第六領域テイフアレトへと向かった。第一〇領域マルクトを除いて、各領域がワンステップで辿たどり着ける第六領域テイフアレトは纏まとめ役を自じ認にんしていた。

　第コ二ク領マ域ー、第四領域ケセド、第ゲ五ブ領ラ域ー、第六領域テイフアレト、第ネ七ツ領ア域ク、第八領域ホド、第イ九エ領ソ域ド。

　七つの領域から八人の支配者ドミニオンが今、一つの場所に集まっていた。




「雪ゆき城しろさん、悪いのだけど出席を取ってくださる？」

　第六領域テイフアレトの支配者ドミニオン、宮みや藤ふじ央おう珂かの言葉に、第コ二ク領マ域ーの支配者ドミニオンである雪城真ま夜やが頷うなずいた。革かわ製の表紙をした分厚い本を重たげに片手で抱かかえた彼女は、トレードマークの眼鏡を輝かせながら立ち上がる。

「では、支配者ドミニオンの出席を取ることにする。第一領域ケテルは当然のように不参加。連れん絡らくもなし、存在も確認が取れず。第コ二ク領マ域ー……雪城真夜、私は出席。第三領域ビナー……こちらも不参加。第四領域ケセド……アリアドネ・フォックスロット、出席」

「出席なのねぇ」

　机に突っ伏ぷしながら、呼びかけられた彼女は螺ド旋リ状ルの髪の毛だけを手足のように動かした。瞼まぶたは閉じられ、「ぐうぐう」と口で擬ぎ音おんを立てている。呆あきれたように央珂はため息をついた。

「第ゲ五ブ領ラ域ー……篝かがり卦けハラカ」

「あいよ」

　凶きよう暴ぼうな、虎とらのような目付きをした少女が応じた。目付きが虎なら、醸かもし出す雰ふん囲い気きは爆ばく薬やくのよう。胸むな元もとの大きく開いた巫み女こ服を着ているが、彼女の凶暴性をまったく隠かくしきれていない。

　剣けん吞のんな雰囲気に、雪城真夜が怯おびえたように息を吞のみ込む。アリアドネ、という少女はぐぅぐぅと寝ねっぱなしであるが。

「あら、いつもくっついていたお弟で子しさんは？」

　央珂の疑問に、ハラカは苦い表情を浮うかべた。

「ああ、蒼ツアンならボッコボコにのされたらしいよ。なあ、第イ九エ領ソ域ドの？」

「そうよー、助けるの本当大変だったんだから！」

　第イ九エ領ソ域ドの支配者ドミニオン……輝俐キラリリネムが胸を張った。隣には絆ばん王おう院いん瑞みず葉はが椅い子すをくっつけて座っている。

「や、助けたのアンタじゃなくて絆王院の妹だろ。……というか、なんでそっちは二人で出席なんだ？」

「あ、私がお願いしました。こういう領域間の話にはあまり関かかわってこなかったので、勝手が分からないですし……」

「ふぅん」

　ハラカは面おも白しろそうに、二人を見やる。より正確に言うと、瑞葉が頰を染めつつリネムの服の端はしを、しっかりと摘つまんでいるのを、まじまじと見ていた。

「いいねえ、うん。可愛かわいい女の子がてんやわんやしているのは、実にいい！」

　ハラカの満足げな叫びに、リネムが首を傾かしげた。

「ん？　何が？」

「おっと分かってなかったぞコイツ！」

「え？　何がー？　ねー、何がよー？」

　真夜がコホンと咳せき払ばらいする。

「えー、続けていいだろうか。第六領域テイフアレト、宮藤央珂。当然、出席」

　宮藤央珂は全身これ優ゆう雅が、と呼ぶべき美しい少女だった。美しい藤ふじ色いろの髪、プリーツスカートに白いブラウスという服装は彼女の清せい楚そさを強調している。優雅に紅茶のカップを持ち、優雅に座り、優雅に味わう様は良家の令れい嬢じようそのものだ。目を（恐らくは意図的に）閉じているが、まったく支障なく支配者ドミニオンたちに顔を向けていた。

「よろしくお願いしますね、皆みな様さま」

「第ネ七ツ領ア域ク、佐さ賀が繰くれ由ゆう梨り」

　向日葵ひまわりのように鮮あざやかな笑みを浮かべる白いワンピースの少女が、ひらひらと手を振った。透すき通るような瞳は、真珠のように美しい……が、美しすぎて何も見えていないような印象も受ける。

「はーい、ふふふふふ、ふふふふふ。華羽かれはさん、わたしの唯ゆいちゃんはお元気？　ちゃんとやっているかしら？」

「ええ、元気ですよ。とっても」

「そうなの、良かったわー。つい最近死んじゃったから、新しく作ったの。ええ、もちろん今回の唯ちゃんも例年にない最高の出来だったけど。でも、やっぱり顧こ客きやくの方に感想を伺うかがうまでは不安よねえ」

「あはははは、もう素す晴ばらしい出来ですよ。唯さんは。頼たよりにしてますわぁ」

　上品な着物を見事に着こなす絆王院華羽は扇せん子すで口元を隠し、誤ご魔ま化かすように笑った。くいくいと瑞葉がリネムの服を引っ張りつつ、そっと耳打ちする。

「あの……今の台詞せりふはどういうことですか？」

「あれ？　アンタ、知らなかったっけ？」

「佐賀繰唯さんは、佐賀繰由梨さんの妹であるとしか……」

　瑞葉の言葉に、リネムが首を横に振った。

「違ちがうわよ。佐賀繰由梨は妹を作ってるの。んー、お人形というかもう一人の自分みたいな？　まあ、基本的には三体くらいが限界みたいだけど。で、三体の唯ちゃんたちってネットワークになって、どんどん成長していくのよね。人工知能ってやつ？　よく分かんないけど。まあともかく、一言で簡単に言うと由梨はブッチギリで危ない女だから近付いちゃダメってことよ！」

　一同、啞あ然ぜんという感じでリネムを見る。由梨の、リネムを見る目は相変わらず透とう明めいだが、口元に歪ゆがんだ笑えみが浮かんでいる。

「あの……由梨さん、怒おこってらっしゃいませんか？　謝った方がいいのでは？」

　おずおずと、瑞葉が尋ねる。

「怒ってないですよ？」「怒ってないって！」

　由梨とリネムが同時に答えた。確かに怒ってはいなさそうだ。最早、怒ど気きを通り越こして殺気に変わりかけている。だがリネムは平気な顔で、「あははー」と笑っていた。

「……というかあなた、歌が歌えなくなって支配者ドミニオンから退いたのではなくて？　その代わりに、ウチの妹が支配者ドミニオンになったはずだけど」

　華羽が訝いぶかしげな視線で、瑞葉に問い掛ける。

「あ、それはね──」

「復活したのさ！　ふはははは！　驚おどろいたでしょうアタシも驚いた！　何だったら歌ってみせようか、一曲？　よし、歌おう！」

　立ち上がったリネムがそう声高らかに宣言する──支配者ドミニオンたちが瞠どう目もくする。

　歌が歌えなくなった、と全員が知っていた。しかも、その理由は隣界編成コンパイルの際に湧わき出た〝アレ〟に触ふれたせいだと。

「……立ち直ったのですかしら？」

　央珂の問い掛けに、リネムが頷く。

「その通り！　このアタシは、過去現在未来全すべてのリネムを超ちよう越えつした、いわばスーパーリネムってとこね」

　フフン、と大おお威い張ばりでリネムが宣言する。

「良かったぜ、バカは治っていなかった……」

　ハラカが胸を撫なで下ろして呟つぶやく。全員が納なつ得とくしたように頷き、瑞葉は今にも誰だれ彼かれ構わず嚙かみつきそうなリネムの服の袖そでを、更さらに強く摘まんだ。

「えー、第八領域ホドと第イ九エ領ソ域ドも出席……と。出席を確認した、宮藤央珂。領域会議の準備は整った」

　唯一、マイペースな真夜が出しゆつ席せき簿ぼに○をつけていた。

「そうね、では──話し合いを始めましょう。語り合いを始めましょう。隣界のより良き未来、より良き明日のために。わたしたちは無む銘めい天使ではなく、舌に乗せた言葉で戦うのです」

　央珂の宣言と共に最高権力者八人による隣界の未来を左右する語り合い──即すなわち、領域会議が開は始じまった。




　　　　◇




「知っての通り四十八時間前、第イ九エ領ソ域ドに白クのイ女ー王ンが出現しました。直後、自じ称しよう精せい霊れい──時とき崎さき狂くる三みと交戦。時崎狂三が敗北、白クのイ女ー王ンは転移門と思おぼしきもので、部下と共に消失しました」

「ウチの部下、そして由梨さんの妹さんである唯さんが動画を撮さつ影えいしていました。ご覧になります？」

「見る見る見る！」

　リネムがいち早く反応した。ハラカも身を乗り出して頷いている。

「精霊と支配者ドミニオンの戦いね。当然見せてくれないと」

「わたしも大いに興味あります。我々支配者ドミニオンとどう違うのか。本当に強いのか。あるいは──精霊なんて、真っ赤な噓うそなのか」

「もしそうだったとしたらガッカリだね～」

「いいえ、本物よ本物」

　リネムの言葉に、全員が顔を向ける。

「リネムさん、あなたの強さでは精霊の力を推おし量ることなどできないのでは？」

「そりゃアタシは弱いけど、強いかどうかくらい分かるってえの。アタシはアンタたちに何度も会ってるし、力を見たこともある。そこの怪かい奇き妖よう怪かい怪力巫女が、建物を素手でブッ壊こわしたりしたとこもね。でも、クルミの力はね。見ても分からなかった。なんかもう、訳が分からない内に相手が死んでたしブッ飛ばされてたわ！」

「瑞葉。どうなの？　ウチにも教えて」

　華羽が妹に向けるには相応ふさわしくない凍こごえた目で、瑞葉を見やる。

「……その……私は……私も……そう思います。時崎狂三さんの……あの力は……異常の一言でした」

　リネムはともかくとして、瑞葉の言葉はそれなりに信しん頼らい性せいを以もつて受け入れられた。

「──さて、本当にそうなのかどうか。動画をスタートしますか。まず前ぜん哨しよう戦せんからです」

　佐賀繰唯の視点から捉とらえた時崎狂三と白クのイ女ー王ンの幹部、無銘天使〈紅戮将バーミリオン〉を持つルークの戦いが映し出された。

「あ、アタシちょっと映った！　うん、脇わき役やくでもアタシ輝かがやいてるわ！　素敵！」

「そ、そうですね。リネムさん、とても輝いてます……」

「五う月る蠅さいですわ、輝俐リネム。あと瑞葉さん、彼女を図に乗せる発言は止やめなさい」

「すいません……」

　ルークが脱だつ出しゆつした瞬しゆん間かん、映像は一いつ旦たんカット。続いて表示された際は第イ九エ領ソ域ドの端である『夢の揺籃クレイドル』に移動していた。

「……ここでの戦いは？　映せなかったのかしら？」

「追いかけられなかったそうです。蒼たちの後方から追つい跡せきしていたらしく」

「あら残念」

「ですが、本命はちゃんと映しましたとも。そら──」

　そして遂ついに映像には彼女──白クのイ女ー王ンが出現した。

「これが……白クのイ女ー王ン……」

　支配者ドミニオンであっても、未まだ彼女を目視したことのない何人かが呻うめくように、その名を口にした。

「──凄すさまじいね。この二人」

　真夜の呟きに、全員が同意する。決して戦せん闘とう的ではない支配者ドミニオンも、戦闘を己おのれの生の主しゆ軸じくに置いている支配者ドミニオンも、時崎狂三と白クのイ女ー王ンが凄まじいことだけは理解できた。

　弾だん丸がんを撃うつ度たび、因果を覆くつがえす古式銃じゆう。

　刃やいばを振ふるう度、不条理を巻き付かせる軍刀サーベル。

　速度も、破は壊かい力も、判断力も、何もかもが支配者ドミニオンに匹ひつ敵てき──あるいは、それ以上のスペックであることは容易に想像がつく。だが、彼女たちの本領がそこにないところをハラカは見み抜ぬいた。

「……厄やつ介かいだな……」

「篝卦ハラカ、貴女あなたはこの二人に勝てるかしら？」

　央珂の問いに、ハラカは肩かたを竦すくめた。

「やってみなきゃ分からない──と言いたいところ」

「あら、それは負けると言っているも同然では？」

　央珂の鋭するどい問い掛かけに、ハラカは苦く笑しようする。

「蒼はね、強いよ。ウチの弟で子しん中じゃあ、間ま違ちがいなくナンバー１さね。そのアイツが必死になって戦って、それでも時崎狂三に勝てなかった」

　チンケな策を引っ繰くり返すほどの強きよう靭じんさが、蒼にはある。真っ当な策であったら、叩たたき壊すだけの破壊力が蒼にはある。だが──因果を逆転する弾丸を複数使いつつ、無限の搦からめ手と策で攻せめられては屈くつするより他ほかなかっただろう。

　ただ単純に強いだけではない。ただ単純に能力が高いだけではない。

　何というか、この世界の法則ごと支配しているような理り不ふ尽じんさ。それが、あの二人には存在し、それは支配者ドミニオンでもできないことだった。

「私じゃあ……負けるかもしれないねェ」

　央珂がため息をついて、指先一つで紅茶を淹いれ直した。

「……ただ、それを認められると困るのですよね。お互たがい、切り札を二枚か三枚は隠かくしている身ですが──それを計算に入れてですか？」

「入れなくて、だ。真っ向勝負でフツーに勝てる気はしないってこと。あと、私の切り札はそんなに無いから。一枚だけだから」

「ですわよねえ？」

　殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きを切り開くのは、当然のことながら輝俐リネムである。

「大だい丈じよう夫ぶ、瑞葉？　まだ耐たえられる？　でも安心して。あの二人ってどっちも腹黒いってだけよ！　この期ごに及およんで切り札をまだ提示してないの！　隣界の危機なのにね！　というか、クルミを救出して味方にするという選せん択たく肢しがあると思うんだけど！」

　瑞葉の胃は痙けい攣れんするほどのストレスに襲おそわれた。同時にやはり自分には支配者ドミニオンとか絶対に無理だと改めて思った。とにかく、このストレスは致ち死しレベルである。

「時崎狂三を救出？　反対ですわ。有り得ません」

　央珂が断言する。

「えー、でもクルミってば精霊なんだよ精霊！　アタシたちみたいな〝準〟がつかない凄すごい女の子なのに！」

「……だからこそ、なのだけど」

　真夜の言葉にリネムが「どういうこと？」というように首を傾かしげる。

「我々がこの隣界に落ちて、あるいは訪おとずれて世代交代するほど長い月日が流れた。精霊がいた時期は最も早はや伝説にしか残されていないけれど……凄まじいものであった、という話だけは残されている」

　精霊とは災害であり、神である。

　今を生きる準精霊たちには、そんな言い伝えだけが残された。そんな折り、降って湧いたような精霊の登場と──合わせ鏡のような顔をした支配者ドミニオン。

「神や災害を味方にはできない、したくない。するべきではない。それが我々の総意だと思う」

「そうかなぁ？　アタシ以外にも、味方にして欲しいって人はいると思うけど！」

　リネムの言葉は、時折鋭く真実を抉えぐり出す。ポーカーフェイスだった何人かが、微かすかに身じろぎした。

「……第六領域テイフアレトを預かるこの宮藤央珂は反対致いたします」

「我々第コ二ク領マ域ーも反対する」

「んー、まあ……一応第ゲ五ブ領ラ域ーも反対ってことで」

　リネムが不服そうな顔で、他の支配者ドミニオンを見るが誰だれもが口を噤つぐんでいた。三人に逆らうほどの明確な意見はない、または対立したくない、腹の底を見せたくない、というものらしい。

　央珂が決まった、というように手を振り上げながら宣言する。

「では、時崎狂三に関しては依い然ぜん、敵対勢力の一つと見なします。続いて、その彼女に勝利したという白クのイ女ー王ンですが──」




「やあ、私について何を語りたいのかな？」

　宮藤央珂の振り上げかけた手が停止する。篝卦ハラカと佐賀繰由梨は呼吸を聞いた瞬間に立ち上がって臨戦態勢を整えていた。雪城真夜は口を半開きにしたまま凍こおり付いており、アリアドネ・フォックスロットは眠ねむりかけていた目をこじ開けた。絆王院華羽は反射的に後あと退ずさった。そして絆王院瑞葉と輝俐リネムは雪城真夜と同じように、愕がく然ぜんとした表情で、天井を突き抜けてやってきた〝彼女〟を見つめていた。

「そんな動画より、実例を目まの当たりにした方がいいだろう？　隣界を占せん領りようしてままごとみたいな生活で時間を浪ろう費ひしている準精霊の諸君？」

　白い、少女だった。

　上着も、髪かみの毛も、帽ぼう子しも、スカートも、全すべてが白く美しかった。

　片方の眼球は天文時計。両手には軍刀サーベルと精密機械のような短たん銃じゆう。さして凶きよう悪あくな外見ではないのに、寒々しさを抱いだかせるような笑えみ。

　円えん卓たくの上に堂々と立って、白クのイ女ー王ンと呼ばれる少女が顕けん現げんしていた。

「ほとんどは初めまして、か。強しいて言うなら、篝卦ハラカとは久しぶりと言えるかな？」

「……遭そう遇ぐうしたこと、あったっけなあ？」

「あったとも、一度ね。君の戦友たちを皆みな殺ごろしにしたときさ」

「……！」

　ハラカの殺気が溢あふれかけ──押し留とどまった。

「おや」

「大おお噓うそつきめ。あれは単なる自じ滅めつだ。第一〇領域マルクトを巡めぐる殺し合いで同士討うちしただけだ」

「はは、確かにその通り。大噓だ。君の過去を知って、少しからかってしまった」

　少しからかった、にしてはあまりに悪意が強い──とリネムは思う。

　ハラカの過去を知る者なら、ハラカの友人だった準精せい霊れいたちが第一〇領域マルクトの支配権を巡って殺し合ったことなど、よく知っているはずだ。

「……白クのイ女ー王ンってのは、人の過去まで覗のぞき見するのかい？　悪あく趣しゆ味みだねえ」

　顔をしかめるハラカは、既すでに平静だ。ほんの一いつ瞬しゆん溢れかけた殺気は、鎮しずまっている。

「準、あるいは亜あ種しゆと呼ぶべきか。君たちはまったく、大いに煩わずらわしい。君たち程度が自意識を持って社会を構築するなど、呆あきれ返るしかない」

　白クのイ女ー王ンの挑ちよう発はつに、支配者ドミニオンたちは睨にらみ返すだけだ。既に全員が立ち直り、自身の無む銘めい天使を喚よび出す準備を整えている。リネムや瑞葉ですら、驚きよう愕がくはとうに過ぎ、対たい抗こうするために他の支配者ドミニオンと目線を交かわしている。

「これはこれは、第三領域ビナーの支配者ドミニオンになった時崎狂三さんでいらっしゃいますね」

　白クのイ女ー王ンが振り向き、央珂に銃を突きつける。

「不敬者、私を彼女の名で呼ぶな」

「では女王クイーンと。あるいは女王気取りクイーンモンキーとでも？」

「愉ゆ快かいだね、君の口はよく回る」

「ええ、いつもよく褒ほめられますの。で、女王様。一体、こんな場所にノコノコと何をしにやってきたのですか？」

「知れたこと。もう裏でこそこそ隠れて陰いん謀ぼうを紡つむぐ必要がなくなってね。堂々と、宣戦布告をしにきたのさ」

「まあ、それはそれはご丁てい寧ねいに。そして宣戦布告して早々に殺されたい、と」

「殺せると思っているのかい？　それは滑こつ稽けいだ」

「殺せないと思っているのかしら？　それは滑稽ですこと」

　互いに不敵な笑み。

　部屋中に広がる殺意。火薬庫で火の点ついた松たい明まつを振り回すような危あやうさ。そこへ──。

「えーと、ちょっといいかな？　女王さーん！」

「……ああ、何だったかしら。君は？」

　呼びかけられた白クのイ女ー王ンは、声を掛けたのが輝俐リネムと理解して、急にやる気を失ったようだった。

「輝俐リネム！　覚えておいてくれないかな!?」

　くつくつと白クのイ女ー王ンが嗤わらう。

「第イ九エ領ソ域ドの支配者ドミニオンなんて、覚える必要あるのかい？」

「……それはともかく！　クルミはどうしたの、クルミは」

「ああ、私が負かした彼女か。彼女にはやるべきことがある。果たさねばならない義務がある。だから心配しなくていい、まだ生きているよ」

「そっかー、良かったー！」

　リネムはあっさりその言葉を信じたらしく、大きく胸を撫なで下ろした。それで用事は済んだとばかりに、すとんと椅い子すに座る。さすがに、その大物態度っぷりには白クのイ女ー王ンを除いた全員が啞あ然ぜんとした。

「あの……信じるの？」

　おずおずと真夜が尋たずねる。

「？　そりゃ信じるよ。殺したって言った方が、いっそ恐おそろしかったじゃん。でも殺してないって言っちゃうってことは、真実をうっかり喋しやべったってこと。あー、違ちがうか。噓うそを見抜かれたらみっともないからかなー？」

「……噓を見抜けるのかい？」

　白クのイ女ー王ンの興味が、初めてリネムに向いた。

「それなりにー」

「え、桃もも園ぞのさんに騙だまされたはずでは？」

　瑞葉が尋ねるとリネムは胸を張った。

「騙そうとしているのは見え見えだったけど、本当のことを喋ってたのも確かだもの。だから一か八かで飛び込んだの！」

「ふうん、そうか。なら、今から告げる私の言葉の真しん贋がんを判断してくれるかな？」

　ぞわり、と全員の背筋に悪お寒かんが湧わき上がる。

　そうして静かに、厳おごそかに、白クのイ女ー王ンは宣言した。リネムではなくとも、よく理解できた。……これは間違いのない真実だ、と。




「私は諸君らを皆殺しにしようと思う。私の安あん寧ねいのため、諸君らを一人一人しっかりと殺そうと思う。逃のがしはしない、降こう伏ふくも許さない。徹てつ頭とう徹てつ尾び、私のために死んでください」




　──亀き裂れつが走った。

　ハラカが瞬しゆん間かん的に刀を抜いて迫せまる。央珂が躊躇ためらいなく紅茶の入ったカップを投げ棄すてる。アリアドネは何かをそっと呟つぶやいて部屋に干かん渉しようし、由梨はパチンと指を鳴らした。真夜はそっと本を開き、絆王院華羽は無言で一歩退がる。輝俐リネムと瑞葉は戦せん闘とうの邪じや魔まをするのは良くないと揃そろってしゃがみ込んだ。

　攻こう撃げきするにせよ、しないにせよ、支配者ドミニオンたちは各おの々おのが最速で反応した。

　しかし、いずれも名高き準精霊たちによる初動を上回る速度で白クのイ女ー王ンは能力を発動させた。

「〈狂々帝ルキフグス〉────────【乙女の剣ベトウラー】」

　攻撃の一いつ切さいは無効化された。彼女の体が幻げん影えいのように朧おぼろになり、やがてくすくすと笑いながら塵ちりに変わっていく。

「幻影……なのですか……!?」

「いや、違う。幻影なら察知できる！　私はそのくらい、見分けがつく！」

　ハラカの言葉に、真夜も頷うなずいた。

「……彼女が現れた瞬間、確かにこの部屋の全体重量は彼女の体重分増していた。でも、今はそれが消えている」

「どういうことなのかしらぁ？　さっきまでこの部屋にいたのよね。それで、消えちゃったの？　まだこの部屋にいるのかしら？」

　由梨の言葉に全員が顔を見合わせる。

「いいえ、それはない。既に全体重量が元に戻もどっている。……一いつ瞬しゆんで姿を現し、一瞬で幻まぼろしに変わった。幻に変わった理由は不明だけど、姿を現すことができたのは……」

　真夜がひょいとテーブルに乗ると、天てん井じようのシャンデリアを見ながら本を開いた。

「『開放open sesame』」

　途と端たん、それが出現した。シャンデリアを透とう過かして鎮ちん座ざする奇き妙みような半はん透とう明めいの扉とびら。デジタルホログラフィックのように、実在があやふやだった。全員が即そく座ざに理解する。

　彼女はこの扉を通って、ここへやってきて──そして帰き還かんしたのだ、と。

「これ、なあに？　央珂さーん？」

「ぞ、存じませんわこんなもの……真夜、これは？」

「分からない。でも……ハラカ」

「あいよ」

　抜ばつ刀とう、即そく、切断。シャンデリアが斬きられると同時に扉も歪ゆがんで消えていく。

「ひとまず、これでよし」

「……一体いつのまに、こんな扉を……」

　央珂の呟きに、真夜が鋭するどい目線を送る。

「ここはエンプティたちが手作業で掃そう除じしている？」

「ええ。掃除如ごときで霊れい力りよくを使うよりは、と──」

　さっ、と央珂の顔が青ざめる。まさか、という感じに口が開く。

「エンプティたちが、この扉を設置した……？」

「可能性は高い。我々はエンプティたちを準精霊のなり損そこないと認にん識しきし、雑用なり何なりいいように扱あつかってきた……が、どうやら考え直さねばいけなくなる。私たちの日常に食い込んでいる彼女たちは、白クのイ女ー王ンにとっての兵隊だ」

　そしてもしかすると、と真夜は誰だれにも聞こえない声で呟く。

　それ以外にも彼女の味方がいるのかもしれない。




　　　　◇




「白の、女王……」

　狂三はその名を驚愕と共に呟く。

「ええ。わたくしたちの名を名乗り、わたくしたちと逆位相の霊装ドレスを纏まとった怪かい物ぶつ。それがこの第三領域ビナーの支配者ドミニオンなのです」

「名を名乗り、というよりはわたくしたちそのものではありませんの？　……いえ、その前に一つ、より重要なことが」

　狂三は、もう一人の狂三を見み据すえて告げる。

「あなたは、一体何者ですの？　どうして、わたくしと同じ声、同じ顔で、ボロを纏ってここにいますの!?」

　その言葉に、もう一人の狂三は凝ぎよう固こした表情で狂三を見つめる。あまりに意外な質問を投げかけられたせいで、硬直フリーズしていた。

　狂三からすれば、白クのイ女ー王ンよりも自分と完全に同一の、彼女の方が余よ程ほど恐ろしい存在なのだ。白クのイ女ー王ンは、偽にせ物ものだと思えば納なつ得とくできる。だが、眼前の少女の姿は納得ができない。

　しばしもう一人の狂三は狂三を見据え、やがて気まずそうに小さなため息をついた。

「わたくしは……時崎狂三の分身体ですわ」

「分身体……」

「刻々帝ザフキエルの能力、【八ヘのツ弾ト】。『わたくし』の過去を抽ちゆう出しゆつし、取り出して分身体を作り上げる力。……彼方かなたの世界で、わたくしたちは『わたくし』と共に、この能力で戦い抜ぬいたのを覚えていないのですか？」

　──その言葉に、狂三の脳が軋きしむ。

　分身体、時崎狂三の影かげに集つどう自分自身という最強の兵士たち。彼女の過ごした時間から一瞬を取り出すため、蓄たくわえた時間さえあれば事実上無限に手て駒ごまを増やせるという〈ナイトメア〉の呼び名に相応ふさわしい、言語道断最悪最狂の能力。

　──どうして、こんな大事な力を忘れていたのでしょう？

　強きよう烈れつに脳が軋む。覚えていてはいけない、大切だからこそ忘れ続けなければならないものがある。

「……わたくし、記き憶おくが欠けておりますの。恐らくは、この隣界に落ちた際に何か事故があったものと……」

「何も覚えておりませんの？」

「──いいえ、一つだけ大切なことを覚えていますわ」

　言おうか、言うまいか。逡しゆん巡じゆんする狂三を少女は訝いぶかしげに見つめている。

「わたくしは……あの方を、求めているのですわ。あの方に、惹ひかれているのですわ……」

　頰ほおがさっと薄うす紅べにでも引かれたように赤くなる。こんな状じよう況きようだというのに、全すべてを忘れてしまうほどに。もう一人の狂三は、うっすらと笑えみを浮うかべた。

「ならば、ますます脱だつ出しゆつせねばいけませんわね」

「もちろんですわ。……でも、とにかくまずは事情を……いえ、知っていること全てを教えてくださいまし。わたくしたちには、それが必要だと思いますわ」

　もう一人の狂三が頷く。

「いいですの、『わたくし』。あの白クのイ女ー王ンは、怪物ですわ。何の冗じよう談だんでもなく、この隣界を滅ほろぼそうとしていますの。そして……これは、あくまで推測ですけれど」

　少女が深呼吸して、その絶望的な真実を告げる。




「彼女は、時崎狂三の反転体。わたくしたちとは絶対に相あい容いれない存在ですわ」




　反転体。朧おぼろ気げにそのような現象を記憶しているが、曖あい昧まい模も糊ことして形にならない。

「わたくしもよく理解している訳ではありませんわ。ただ、文字通りの反転──属性、性格、精神、性質、能力を含ふくめた全てをひっくり返ターンオーバーした生命体。窮きゆう極きよく的てきな破は壊かいをもたらす、破は綻たんした存在なのですわ」

「破綻した……確かに、あれは壊こわれていましたわね。何だか、会話をしているというよりは、一方的に喋られていた気分になりましたもの」

「白クのイ女ー王ンは、まだ大人しい方ですわ。反転体は自動的に破壊を振ふりまく概がい念ねんと聞き及およんでいましてよ。むしろ、何かを画策している方がおかしいくらいだと」

「画策……そう、隣界を滅ぼすとはどういうことですの？」

「それは……わたくしも詳くわしくは存じ上げませんわ。ただ、わたくしから力を奪うばった際に彼女はこう呟いておりました。『隣界を滅ぼすには、まだ足りない』と」

「力を……奪った……？」

「ええ。今のわたくし、正直に申し上げて戦闘能力は皆かい無むに等しいのですわ。武器は奪われ、拷ごう問もんによって時間と霊力を奪われ、霊装ドレスも見ての通りです」

　確かに、もう一人の狂三の姿は酷ひどいものだった。見た目こそどうにか取り繕つくろっているが、その中身が傷だらけなことくらい、狂三にも分かる。

　人間に喩たとえるなら、心臓以外の内臓を全て引き摺ずり出されたような状態だ。

「……わたくしも〈刻々帝ザフキエル〉を奪われましたわ」

「〈刻々帝ザフキエル〉を……」

　本来なら、天使と精せい霊れいは強く結びついている。緋ひ衣ごろも響ひびきの〈王位簒奪キングキリング〉のように「時崎狂三という存在全て」を奪い取るならともかくとして、〈刻々帝ザフキエル〉だけを奪い取ることは不可能だ。

　だが、反転体である白クのイ女ー王ンだけは例外らしい。

「わたくしが生きているのは、これ以上は意味がないからです。力を奪われれば死に、かと言って殺せば勿もつ体たいない。脂あぶら身みみたいなものですわね」

「……早晩、わたくしもそうなると？」

「まだ足りない、と白クのイ女ー王ンが言っている以上は……確実に、あなたもわたくしのお仲間になるでしょう。少なくとも今日中には」

　ため息。

　事態は想像を上回る深刻さで、おまけに持ち時間も少ない。

「脱出は当然として、そこから先が問題ですわね。どうにか、第一領域ケテルに向かいたいのですけれど──」

「不可能ですわ」

　即座に、少女は狂三の言葉を切り落とした。

「ふ、不可能とはどういうことですの!?」

「……先ほど、白クのイ女ー王ンが隣界を滅ぼすと言いましたわね？　彼女は今、霊力や時間をフル活用して第一領域ケテルへと繫つながる門ゲートを作ろうとしているようですの。あの白クのイ女ー王ンですら、そもそも到とう達たつできていないのですわ」

「……門ゲート……を……作る……？」

　あの門を作る、という言葉に狂三は首をひねる。

「第一〇領域マルクトから第イ九エ領ソ域ドは、単純に門が閉じているだけですけれど、第一領域ケテルにはそもそも【天へ至る路シヤマイム・クヴイシユ】と呼ばれる通路すらありませんの。世界が完全に断絶していて、誰も至ったことがないのですわ」

「誰、も……？　第一領域ケテルは、現実……彼方の世界へと通じているのでは……!?」

　上うわ擦ずる狂三の声。それでは旅の目的が破綻する。

「ええ。確かに噂うわさでは第一領域ケテルは彼方の世界へと通じていると伝えられていますわ。でも、そもそもあの領域には、誰も到達したことがありませんの。だからこそ、通じているかもしれないと噂されているのですわ。そもそも第二以降の領域で、彼方の世界へ帰還した準精霊は存在しないのですから」

「……わたくしが第一領域ケテルに向かうのは……向こう側に戻るのは、不可能ですの……？」

　少女は首を傾かしげた。

「そこまでは……。ねえ『わたくし』。そんなに戻もどりたいんですの？　──彼方の世界に」

「ええ。あの方に会うためなら、わたくしは如い何かなる犠ぎ牲せいも払はらいますわ」

　──遠い、遠い記憶。

　いつかまた出会えることを信じるしかないと、震ふるえるように祈いのり続ける日々。

　たとえ噂だったとしても、それを確認したい。違ちがうならば、また別の手段を探し尽つくす。

「第一領域ケテルに渡わたるため、隣界を滅ぼすことになっても？」

「それは──」

　だが、もう一人の狂三の問い掛かけにさすがの狂三も目を逸そらす。その様子を、どこか微笑ほほえましいものでも見るかのように、少女はくすりと笑う。

「ごめんなさい、少し意地の悪い質問でしたわ。……そう、そうなのですわね。『わたくし』……いえ、あなたは……あの方に会うために……」

「ご存知ですの？」

「ええ、もちろん。わたくしは『わたくし』なのですから」

「では、あの方について──」

　何か知っていることは、と尋たずねようとする狂三をもう一人の狂三は手で制した。

「それは、後にいたしましょう。それより、現状をどうやって打破するかに集中を」

「う。それはそうなのですけれど」

「ここから脱出したら、わたくしが知っていることをお教えいたしますわよ」

「本当ですわね!?」

　意気込んで前に乗り出した狂三は、当然のように繫がれた鎖くさりに引っ張られた。

「ええ。ですからまず、脱出ですわ。……白クのイ女ー王ンに対たい抗こうできるのは『わたくしあなた』だけなのですから」

「支配者ドミニオン級の準精霊でも勝てませんの？」

「……複数人なら、あるいは抗こうし得ることも可能でしょうが……ご存知でしょう？　白クのイ女ー王ンの傍かたわらには、常に三人の幹部が寄り添そっていますわ」

　その言葉に、彼女を思い出す。

　第イ九エ領ソ域ドで殺し合った、最悪の手て練だれ。大おお鎌がまを持った空っぽの少女。

「一人はルーク……ですわね」

「ええ。他ほかにビショップ、そしてナイト。どうやら、ご自分も含めてチェスの見立てを行っているようですわ」

　ああなるほど、と狂三は頷うなずいた。ルーク、というのはチェスにおける戦車を表す駒こま。そしてビショップは僧そう侶りよ、ナイトは騎き士し。

「するとポーンは──」

「ポーンはエンプティからつぽたちでしてよ。白クのイ女ー王ンは、彼女たちを支配する力を持っているようですわ」

「その力は、元エンプティにも効果がありますの？」

「さあ、それは分かりませんわ」

「……そうですの」

　狂三はしくじった、と歯は嚙がみする。あの『夢の揺籃クレイドル』に一人残してしまったエンプティ──緋衣響がいる。白クのイ女ー王ンに取り込まれたのではないか？

　いや、あの状況で響に構っている余よ裕ゆうはなかったはずだ。ルークは蒼に抑おさえ込まれていて、他の幹部も不在。

　敗北した狂三を捕ほ縛ばくしたとはいえ、油断ならぬ状況下だったはずだ。

　響に構う余裕はなかったはず──。

「失礼します」

　聞き慣れた声に、背筋がぞわりと戦せん慄りつした。重い鉄てつ扉ぴが開き、少女が進み出る。簡素な紺こん色いろのワンピースと真っ白なエプロン。メイド役、ということだろう。

　問題は、それが極きわめて聞き慣れた声に見慣れた顔だったということ。

「お食事です」

「あらあら、食事が出るなど珍めずらしいですわね。二人目のわたくしは、それほど重要な存在ですの？」

　少女の言葉を狂三は聞いていない。食事のワゴンを運んできた少女に、完全に目を奪われてしまっている。

　柔やわらかな笑みを浮うかべていた顔は、鉄のように変わらない。ぴんと伸のびた背筋、そして何より、虚きよ無むを湛たたえた目付き──まるで生まれたての人形だ。

「響さん……」

「……お食事です」

　狂三は緋衣響だった少女の、虚うつろな顔に目を奪われていた。

「響さん！」

　呼びかけに応じない。小首を傾げて、空っぽエンプテイの目付きで狂三を見る。

　それは、彼女ではない彼女。

　魂たましいの抜ぬけ殻がら、虚無の人格──そんなものを想像し、吐はき気と悪お寒かんがこみ上げる。

「そんな……」

　絶句する狂三、重く厚い音と共に鉄扉が閉じた──。

「……ぶはー！　緊きん張ちようしたー！　狂三さん、大だい丈じよう夫ぶでしたかー？」

　──途と端たん、瞳ひとみに光が宿った。

「え？」

　そして人形のようだった少女が、あっというまに小動物のようにくりくりと愛らしいものに変わる。

「響……さん？」

　茫ぼう然ぜんとした狂三の声。極めて稀き少しようだが、それにも気付かず響は捲まくし立てる。

「はい、緋衣響です。いや大変でしたよもうマジでマジで！　ほら、狂三さんが襤ぼ褸ろ切きれのようにのされましたよね？　襤褸切れのように（二回言う）！　あと蒼さんも。で、蒼さんは何とか逃にげ延びたんですが、狂三さんは捕つかまったままほーいって持って行かれちゃいまして。それでまあ、二人ともわたしを無視して立ち去ったんですけど、彼女たちがくぐったワープゾーン？　みたいなのが開きっぱなしのままでして！　で、『よーしいっちょ死んでみるか！』って思い切って飛び込んだら、このお城でした！　やっべーどこに行けばいいんだろーって思ってたら、どうもわたしみたいなエンプティが集まってメイドさんみたいなことやってるらしくて、一人張り倒たおしてこの霊装ドレスをつけて探しに探して、よーやく狂三さん発見ですよ！　お互たがい生きてて良かったですねー！　って、狂三さん？」

　狂三は無言で、響を抱だき締しめた。抱き締めたというよりは抱き潰つぶしにかかったと言うべきか。
















「あいだだだ！　狂三さん、ちょ、ちょっとキツいですすいませんゴメンなさい！」

　ジタバタする響を無視して、狂三は安あん堵どの息を零こぼしながら囁ささやいた。

「──あまり、人に心配をかけないでくださいまし」

　その声は、抱き潰される苦痛も忘れるほどに密ひそやかで。そして、情に満ちていた。

「……ごめんなさい、狂三さん。でも、助けに来たことは謝りません」

　響はそう言って、柔らかに抱き締め返す。傷だらけだ、と響は思う。戦って傷ついたのではなく、敗北して、追い込まれて、傷ついている。

「逃げましょう、狂三さん。大丈夫です、アイドルのときと同じです。わたしたちで力を合わせましょう」

　こくん、と響の胸の中で狂三は小さく首を振ふった。

「あら、あら、あら。美しい友情ですわね。わたくし」

　ちょっとからかうような声に、狂三は慌あわてて響から離はなれた。振り返れば、もう一人の狂三がにんまりとした笑みと何かに期待するように輝かがやく瞳で、二人を見つめていた。

「あ。もしかして、こちらが前に捕まったという狂三さんですか？」

　響の言葉に、狂三は目を丸くする。

「ご存知ですの？」

「ええ。エンプティは基本ぼんやりしてますけど、思考はちゃんとしてますし噂うわさ話ばなしくらいはしますから。二人目の狂三さんが捕まった、ということでかなり大おお騒さわぎでしたからね。いやしかし本当にそっくり、というか狂三さんそのものだ。びっくりです」

「それで、『わたくし』。こちらは、どなたですの？」

　少女の言葉に、狂三はくすくすと笑って告げる。

「彼女は緋衣響。わたくしたちを脱だつ出しゆつに導いてくれる蜘く蛛もの糸ですわ」

「ふふふ、お任せください狂三さん！　……あの、どちらも狂三さんですけど。これから先、呼び方はどうしましょう？」

「わたくしが狂三、彼女は狂三Ⅱ号とお呼びくださいまし」

「──ちょっとお待ちを。順番としてはどう考えても、わたくしが先ですわ。『わたくし』の方をこそ、狂三Ⅱ号と呼ぶべきではありませんの？」

　狂三Ⅱ号と呼ばれた狂三は憤ふん慨がいした表情で胸を張る。

「わたくしの世界に割り込んできたのは、間ま違ちがいなくわたくしあなたです。つまり、わたくしの認にん識しきとしてはあなたこそが狂三Ⅱ号で間違いございませんわ」

「それを言うなら、わたくしの世界に割り込んできたのは──」

「やーやーこーしーいーでーすー！」

　響が慌てて二人を遮さえぎる。

「ともかく、お二人とも逃げましょう。今はこの場を離れることが先決です」

　狂三と狂三Ⅱ号は顔を見合わせ、ため息をついた。

「『わたくし』。今は仕方ありません、とりあえずどちらも〝時崎狂三〟でよろしいのではなくて？」

「了りよう解かいしましたわ、『わたくし』。とりあえず、心の中で狂三Ⅱ号と呼こ称しようすることに致いたしますわね」

「……そちらの『わたくし』、性格悪くありません？」

　目を細めてそう問われた狂三は、響を見ながらニヤリと笑った。

「どうやら、悪いモノが感う染つってしまったようですわ」

「悪いモノってわたしのことですか狂三さーーん！」

　響がぱたぱたと両りよう腕うでを動かし、狂三は安堵する。すっかりと馴な染じんでしまったいつもの風景、いつものやりとり。それが、何だか眩まぶしいものに感じられた。




　　　　◇




「……まず、何はなくとも鎖くさりを解ほどかねばなりませんわね。響さん、この鎖をどうにかする方法はありまして？」

　ガチャガチャと狂三が鎖を鳴らす。太く、分厚く、硬かたい。手首を切り落とすくらいしないと、抜け出せないだろう。

「一応、わたしも無む銘めい天使は持っていますけど……この鎖を砕くだくほどの頑がん丈じようさはないんですよ、使い道が違ちがいますし」

　緋衣響の無銘天使〈王位簒奪キングキリング〉は、対象の顔や能力、性格といったものを強ごう奪だつする、掟おきて破りの武器である。しかし、逆に言うと奪うばうことしかできない。見た目だけなら巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめのフォルムで白兵戦にも使えそうに見えるが、実のところコンクリートの壁かべ一つとて壊こわすことはできなかった。

「響さん、ちょっとひとっ走り〈刻々帝ザフキエル〉を手に入れてくださいませんこと？」

「さらっと無茶言いますね。どうやって手に入れろと!?　場所も分からないし、そんなものをここまで持ってこられる自信がないですよう！」

　響の訴うつたえももっともである。だが、〈刻々帝ザフキエル〉の破は壊かい力がなければ、この鎖は外れない。

「この姿なら牢ろう獄ごくの外も回れますけど、〈刻々帝ザフキエル〉なんて重要なもの、絶対に厳重に見張られていると思いますし……」

「そうですわねえ……」

　響の戦せん闘とう能力は平へい凡ぼんより少し下、程度だ。白クのイ女ー王ンはもちろんのこと、幹部である三人には絶対に勝てない。エンプティであれば、恐おそらく戦える。……だが、それも一対一での話だ。恐らく一対二ではかろうじて引き分け。一対三であれば敗北確定であろう、と響は自分自身の戦力を分ぶん析せきしていた。

「……白クのイ女ー王ンが、どこにいるのかわかりますの？」

　狂三Ⅱ号の問い掛かけに、響はニヤリと笑った。

「大丈夫です、女王は別の領域に行ったみたいです。エンプティたちがそう言ってましたし、何というか……彼女たちが弛し緩かんした雰ふん囲い気きなので、間違いないかと」

　こっそりと侵しん入にゆうしてきた直後は、肌はだがピリピリした状態でエンプティたちの言葉もひそひそと囁くようだった。しかしある時間を境にそれが消え失うせて、エンプティたちの声が少しだけ大きくなった。

　そして尋たずねてみたら、案の定白クのイ女ー王ンは帰き還かんしてから早々に出立したとのこと。無論、彼女たちは女王を恐れてはいない。だが、憧あこがれすぎていて自分が粗そ相そうをしないかが不安で仕方ないらしい。

　……結局のところ、アイドルに恋こい焦こがれる少女のようなものだ。だが、そんな微笑ほほえましさと同時に、女王のためなら命も惜おしくはないという狂きよう信しん的な部分もある。

「なんかもう、わたしとは違う生き物って感じです」

「緋衣響さん。もう一つ質問がございますわ。先ほど伺ったあなたの無銘天使〈王位簒奪キングキリング〉についてですが……」

「はい？」

　小首を傾かしげる響に、狂三Ⅱ号は一つの質問をした。響の顔が強こわ張ばる。

「……やれる……と……おもい……ます……」

「……そうですの。なら、一つとっても良いアイデアがありますわ」

「まあ、わたくしったら鬼き畜ちくですわね」

　楽しそうに狂三が言う。

「本当ですよ！　何食って生きてたらそんな鬼畜万ばん歳ざいなアイデア思いつくんですか!?」

「でも、これしかありませんわよね？」

「ないですけどね！」

　はぁ、とため息をつく。狂三が笑うのを止やめて、少しだけ不安げな表情を浮うかべる。

「……正直、あまり響さんに深い部分まで踏ふみ込んで欲しくはないのですけれど」

　響が危険なのは確かだ。

　可能であれば、自分が戦って響が後からついてくる方が良いのだ。だが、そもそも今の狂三は戦えない、鎖のせいで動けもしない。〈刻々帝ザフキエル〉を奪われた状態である以上、彼女は自身の身体能力以外に武器はない。

「何を今いま更さらですよ、狂三さん！」

　響が拳こぶしを突つき出すと、狂三は少々戸と惑まどいながらおずおずと拳を当てた。

「それでは、わたくしの記き憶おくから引っ張り出してくださいまし。親の顔より見知った女ですから、多分緋衣さんでしたら大丈夫ですわ」

「狂三さんの顔で緋衣さんと呼ばれると、ちょっとくすぐったいですね。あ、でも呼称はそのままでお願いします！」

「はいはい。準備はよろしいですの？」

　狂三Ⅱ号と、響が向かい合う。額と額を当てて、呼吸を整える。

「記憶を引き摺ずり出します。些いささか辛つらいのですけれどね、拷ごう問もんばかりでしたから」

「記憶を模も倣ほうします。……辛いでしょうけど、すいませんがとことんまで思い出してください。何しろ、この第三領域ビナーにいるのは全員、彼女の〝大〟ファンみたいなので」

　深呼吸。

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる白クのイ女ー王ンの姿を、響の目は真正面から捉とらえた。

　性格、口調、仕草、あらゆるものを模倣し、簒奪キリングする。

「いかが？」

「……完かん璧ぺきです」

　狂三Ⅱ号は、感かん嘆たんのため息をついた。




　　　　◇




　そして、響は牢獄の外へ出た。喉のど元もとからせり上げるような緊きん張ちようを吞のみ込みつつ、ゆっくりと歩く。すれ違うエンプティが驚きよう愕がくと畏い敬けいの表情で、自分を見つめていた。何しろ先ほど出掛けていったかと思えば突然戻ってきたのだから仕方もない。ぎくしゃくと、足取りがぎこちない。しかし流れる冷ひや汗あせすらも許されない状じよう況きようなので、彼女は可能な限り、颯さつ爽そうと歩き続ける。

　エンプティたちは白クのイ女ー王ンを見つめてはいるが、話しかけたりなどしない。あまりにも恐れ多い、ということらしい。

　そのお陰かげで、ボロが出ないのは幸いだ。

　狂三Ⅱ号は拷問され、能力を引き剝はがされる際に幾いく度どとなく牢獄から引き摺り出された。

「わたくし、その時にある程度ですがこの領域の構造を把は握あくしましたわ。この領域の何ど処こかに無銘天使を集めた『武器庫』とでも呼ぶべき場所があるみたいですの。場所は不明ですが……何とかそこを探してくださいまし」

　深呼吸しながら、狂三Ⅱ号の言葉を思い出す。

（地下一階の牢獄からスタート。道みち形なりに進みそこから右側の扉とびらを開いて五〇七歩、そこから左に曲がって直進、三五一歩。階段を上って左に約一〇〇〇歩でわたしが入ってきた入口の巨大扉。まずはそこまで辿たどり着かないと）

　広大な居城をひたすら歩き続ける。ふと横を見ると廊ろう下かに設置されていた窓が、響の顔を映し出していた。黒と赤を主体とする狂三ではない、白クのイ女ー王ンの顔を。

（……反転体、かぁ。そんな現象、わたしも知らなかったな……）

　響もそれなりに修しゆ羅ら場ばを潜くぐっているが、反転体となった準精せい霊れいにはまだ出会ったことがなかった。反転体となるのは精霊だけなのか、あるいは反転するほどの絶望を抱いだく前に、空っぽになってしまうのか。

（まあ、考えても仕方ない）

　どうあれ、白クのイ女ー王ンは敵だ。どんな理由があろうとも──彼女は狂三を、傷つける存在なのだから。

「……」

　視線に気付いて、慌あわてて険しくなりかけていた表情を作り直す。

　エンプティたちが三人揃そろってこちらを眺ながめていた。期待の表情、眩しいくらいに希望に輝かがやいている。……本来、有り得ない。エンプティは死に焦こがれ、諦あきらめを得た準精霊。故ゆえにその色は無む垢くな白。色素はその多くが失われ、過去の記憶も消えて失せる。

　そんな彼女たちが、希望に輝いていること自体がおかしい。

　だが──とにかく、怪あやしまれる訳にはいかない。幸いなことに、彼女が発した言葉は全部頭に叩たたき込んであるし、狂三Ⅱ号も拷問の際に彼女が発した言葉を記憶していた。

「おはよう、諸君」

　それによると、白クのイ女ー王ンの口調は変則的だそうだ。丁てい寧ねいな口調のときもあれば、不意に女王めいた口調に変化するときもあるし、一いち人にん称しようですら一定ではないらしい。

　だから、このアプローチは間ま違ちがいではないはずだが──。

「はい、おはようございます。女王様」

　……間違いではなかったらしい。三人が深々と頭を下げたのを見つつ、心の中で響は胸を撫なで下ろした。

「あの。新しいルーク様がお探しでしたが……」

　その言葉に響の背筋が凍こおる。ルーク……三幹部、戦車を指す準精霊。彼女はエンプティとは異なり、白クのイ女ー王ンと直接会話のやりとりを行ったことが何度もあるはずだ。現状、可能な限り出会いたくない相手である。

「ルークが？」

「はい、良ければお呼びしますが」

　白クのイ女ー王ンの役に立てる喜びで、エンプティの瞳ひとみが更さらに輝きを増した。申し訳ないと思いつつも、響はその提案を拒きよ絶ぜつした。

「いいや、今は会いたくない」

「そうですか……」

　大人しくエンプティたちは引き下がる。今の会話のやりとりに、不ふ審しんを抱いた者もいないらしい。これなら何とか──。

「あら、女王クイーン。どうなされたのですか？」

「──ッ！」

　振ふり返る。

　顔が驚愕に歪ゆがまなかったのは、奇き跡せきに近かったろう。時崎狂三と蒼を相手に激戦を繰くり広げ、あと一歩まで追い込み、そして響が囮おとりになるという捨て身の攻こう撃げきでようやく打ち倒たおした長い髪かみの少女。そして、白クのイ女ー王ンの手によってあっさりと上書きされ生み出された第二のルーク。

　無む銘めい天使〈紅戮将バーミリオン〉──紅くれないの大おお鎌がまを肩かたに載のせて、彼女はじっと白クのイ女ー王ンを見み据すえていた。

「外に出る、と仰おつしやっていた気がしましたけど」

　あどけない表情で首を傾げる。気を抜ぬいた瞬しゆん間かん、殺されるだろうなと響は頭の片かた隅すみで考えつつ、不敵な笑みを浮かべた。

「君は気にしなくていい。それより、彼女の〈刻々帝ザフキエル〉を持ってきてくれ」

「〈刻々帝ザフキエル〉を？　あれはご命令通り、宝ほう物もつ庫こに封ふう印いんしたはずですが」

「……少し、気になるところがあってね。君、持ってきてくれない？」

　ルークに命ずると、彼女は少し困った表情を浮かべた。

「申し訳ありません。私、組み替かえられたばかりのこの領し域ろには慣れていなくて。宝物庫の場所は、女王クイーンしかご存知ないのでは？」

「……そうだったね」

　ぎゃあ、と内心で悲鳴を上げながら響は頷うなずいた。怪しまれているのか、それとももう敵と見なして殺しに掛かかっているのか、いっそ逃にげ出すのは……いや、無む駄だだ。必ず追いつかれるだろう。後、もう一つ気になる単語があった。『組み替えられたばかり』とは一体何のことだろう──。

「あの！」

　先ほどから話題に加わろうとしていた三人組エンプテイの一人が、前に出た。

「私、あの時立ち会ったので場所を覚えています！　よろ、よろしければ！　女王クイーンは私が……！」

「そう。だったら、一いつ緒しよについてきなさい（こうなったら道案内してもらうしかねー！）」

　背中に汗を流しながら、響は頷く。

　その少女は白クのイ女ー王ンに声を掛けられたことが、余よ程ほど嬉うれしいのだろう。廊下を息せき切って走り出していた。

「……妬ねたましい……」

　残った二人は背を向けた少女を睨にらんでいた。その目は、可愛かわいらしい嫉しつ妬とというよりは最も早はや殺意に近いものがある。下手をすると、今すぐ殺されそうだ。

「では女王。私は任務があるので」

「ええ、お願いするよ。君に、全すべてを任せます」

　ルークが静々と頭を下げる。これで乗り切ったはず、と願いながら響は道案内の少女の背中を追っていった。
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「……待つだけ、というのは苛いら々いらしますわね……」

　カツカツ、と狂三の靴くつが壁かべを叩き続けている。その様を、呆あきれたようにもう一人の狂三が眺めていた。

「そんなに心配ですの？」

　数瞬の沈ちん黙もくがあった。

「……ええ、とても心配ですわ。狂三Ⅱ号さん」

「ですから、その名前はやめてくださいまし」

　顔をしかめる彼女に、狂三は拗すねたようにそっぽを向く。

「わたくしあなたとわわたたくくしし、どちらも時崎狂三では不便でしょう」

「……まあ、普ふ通つうは不便ですわね」

　狂三Ⅱ号は肩を竦すくめた。

　そう、確かに彼女の言う通り。同じ者が二人存在して、同じ名前で呼び合うというのは不便極きわまりないのだ。一千人を超えればどうということもないのだけど。

「何か仰いまして？」

「いいえ、いいえ。まったく何でもありませんわ。……そうですわね。ここを出られたら、名前をつけることにいたしましょう。わたくしの、わたくしだけの名前を」
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　……どうやら、乗り切れたと思っていいらしい。ルークに背中を見せても、突とつ然ぜん斬きられたりはしなかったし、包ほう囲い網もうを敷しかれた様子もない。

「少し、いいかな？」

　慎しん重ちように言葉を選びつつ、響は前を行くエンプティに問い掛ける。

「はい、何でしょうか！」

　振り向いた彼女は、無む邪じや気きそのものだ。

「……君は、今が楽しいかい？」

「ええ、女王のお役に立てているのです。これほどの喜びがありましょうか！」

「なら、いいのだけど……」

　正体が露ろ呈ていしても懐かい柔じゆう策さくは通じそうにないな、と響は思った。

「女王は仰いました。私たちに生きる目的を与あたえると。あの時、あの瞬間から、私という存在は全て女王の所有物です」

「ならもし、私が死んで欲しいと言えば死んでくれるのかい？」

「もちろんです！」

　──その屈くつ託たくのない言葉に、響は自分自身の決意を思い出す。

　正直な話、時崎狂三の役に立てるなら緋衣響は死んでもいい、と思っている。だって、あの人はこれ以上ないくらい自分に恩を返してくれた。愛した友の仇かたきを討うたせてくれた、殺されても仕方のないことをしたのに許してくれた、それなのに彼女と居ると楽しくて楽しくて仕方がない。こんな命いのち懸がけの状じよう況きようですら、愛いとしいほどに。

　自分の想おもいと、眼前の少女の狂きよう信しんは同じなのだろうか？

「……女王クイーン？」

「何でもないよ。さあ、行こうか」

　想いは千々に咲さき乱れ、しかして一つに纏まとまることはない。せめて、命が散る前には結論を出したい、と響は願う。
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「──それで、わたくし。あの緋衣さんは、一体どういう方ですの？」

　狂三Ⅱ号が狂三に問い掛ける。

「どういう方、と言われても……勝手についてきた、としか言いようがありませんわ」

「そんな程度で、この第三領域ビナーまでやってきますの？　彼女、わたくしと女王の戦いを見ていたのでしょう？　で、あれば……どうしようもない実力の格差くらいは理解できるでしょうに。こんな場所に潜もぐり込むなど、死も同然だと」

　狂三Ⅱ号の言葉は正しい。

「……そうですわね、色々ありましたから」

「余計な重荷にならなければいいのですけれど」

　狂三Ⅱ号の言葉に、狂三は自分でもわからないほどの反感を抱いた。

「重荷なんてことはありません。響さんがいたから、わたくしはこの隣界を生き延びることができたのですわ。それだけは、確かでしてよ」

　最初の出会いは最悪であったが、それを差し引いても緋衣響は時崎狂三じぶんにとって大切な存在になった。

「そう。わたくしと、わたくしあなたはやはりもう異なりますのね」

「そうですの？」

「ええ。分身体は生まれた瞬間に自我を確立します。過去の決まった時期から時崎狂三の過去を全て体感した状態なので、確かに時崎狂三と呼べる存在です。けれど、人の気持ちは移ろいやすいもの。どの瞬間で分身したかによって少し性格は異なりますし、生きていけばいくほど、時崎狂三としての自我が微び妙みように枝分かれしていきます」

「……それが、経験ですの？」

「わたくしの人生は、ほとんどを白クのイ女ー王ンからの拷ごう問もんで占しめられていますわ。ですから、緋衣さんが、どうしてわたくしあなたにあそこまで心を砕くだくのか、そして同時にあなたわたくしが、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているのか、仮に記き憶おくを共有しても理解はできないでしょう」

「そういうもの……ですの？」

「でも、わたくしたちの目的だけは失われない。それを忘れてしまえば、時崎狂三はもはや時崎狂三ではないのですから」

　窶やつれた顔で、狂三Ⅱ号はため息をつく。

「目的……」

　確かに。それはもちろん、今の狂三じぶんにも明確なものとして存在する。それは復ふく讐しゆうであり、応報であり、因果だ。どれほど記憶が欠落していても、彼女を打倒するという決意だけは変わらない。恐おそらく、これが全ての時崎狂三ぶんしんたいの統一された概がい念ねんだ。

　でも、もう一つの夢がある。あの人に逢あいたいという気持ち。狂くるおしいほどの恋こい心ごころ。これは、全ての時崎狂三が持つ夢なのだろうか。それとも、これは自分だけの気持ちなのだろうか。

　……目の前の彼女じぶんには、恐ろしくて聞けなかった。

「白クのイ女ー王ンは第一領域ケテルで何をするつもりなのでしょう？」

「隣界を滅ほろぼすために必要な、何かがあそこにあるのではありませんの？」

　狂三たちは揃そろって考え込む。あの絶大な力を以もつてすれば、隣界の統一支配も可能だろう。

　だが、それでも白クのイ女ー王ンは『滅ぼす』と言っている。何の理由があって、何のために？

「……遅おそいですわね」

　彼女の言葉に、狂三が身を強こわ張ばらせる。確かに、響はまだ帰き還かんしていない。白クのイ女ー王ンに化けていたことが露呈してしまったのだろうか？

「大だい丈じよう夫ぶですわ。問答無用で殺されることはないでしょう」

　そう。響の正体が発覚したとしても、まず捕ほ縛ばくになるはずだ。次に尋じん問もん、そこまで追い込まれたときは、さっさと狂三たちのことを自白するよう伝えている。

　その後はどうなるか分からないが、少なくとも響が殺されることは回かい避ひできるだろう。

「……先ほどは不安がらせることもあるまい、と伝えませんでしたが……エンプティたちの女王クイーンへの態度は、崇すう拝はいを通り越こして狂信の域に達していますわ」

「狂信……？」

「死ねと言われれば笑え顔がおで死ぬ。人格を組み替えろと言われたら躊ちゆう躇ちよなく組み替えられる。彼女たちはそういう存在ですの。白クのイ女ー王ンにとって、彼女たちは道具でしかありませんが、エンプティたちにとっては、女め神がみも同然。……正体が露呈すれば、間ま違ちがいなく殺されるでしょう」

　がちゃん、と狂三の鎖くさりが鳴った。嚙かみ殺さんばかりの勢いで、狂三が叫さけぶ。

「そういうことは、出る前に仰おつしやってくださいまし！」

　冷れい徹てつに、薄うすい笑みすら浮うかべて狂三Ⅱ号が応じた。

「……言ったところで、何か解決に繫つながりますの？　緋衣さんが〈刻々帝ザフキエル〉を手に入れなければならないことに、変わりはありませんのに。というか、恐らく緋衣さんも知っておいででしたわ。エンプティたちが、そういう存在であるということを」

「……響さんに何かあったら、覚えてなさいませ。『わたくし』」

「ご随ずい意いに。どうせ響さんに何かあった時点で復讐も罰ばつも夢物語ですわ」




　　　　◇




　宝物庫、と称しようしているが実質的には狂三Ⅱ号の言う通り、武器庫に等しい場所だった。誰だれかから強ごう奪だつしたであろう霊装ドレスと無む銘めい天使がずらりと壁に並べられていた。剣けん、槍やり、銃じゆう、斧おの、楽器、その他様々な、一見は雑多な道具。だが、どれもこれも凶きよう悪あくな兵器だ。

　……問題は、本来は無銘天使と準精せい霊れいは二つで一つ。準精霊の精神的な側面を象しよう徴ちようする無銘天使は、他人のモノを使うことはできない。

「でも、それももう間もなく」

　宝ほう物もつ庫こに案内したエンプティは浮き浮きと告げる。

「もう少しで、私たちもこの無銘天使の真の力を行使することができるんですよね？」

　その言葉に、響は戦せん慄りつする。基本的に、響の〈王位簒奪キングキリング〉のような特異能力がない限り、準精霊は他者の無銘天使を使うことはできない。武器として振ふり回すことくらいは可能だが、真の力を発揮するには至らない。

　……だが、白クのイ女ー王ンはそれを覆くつがえそうとしているらしい。

「ええ、その時は私のために死んでもらいます」

　口調が少し違ちがったかな、と思いつつもそう告げると、案の定名無しの少女はぱっと表情を輝かがやかせた。

「はい、もちろんです！　私たちエンプティからつぽは女王クイーンの役に立つことで、生まれたことを許される存在です。ああ……今から待ち遠しいです！」

　響はギリギリで歯を食い縛しばる。

　何かを伝えそうになった。命はそんな風に投げ棄すてるものじゃないとか、それは自分を軽かろんじすぎているとか、そんな当たり前で……だからこそ大切な何かを。

　けれど、それを伝えても絶対に理解されないということも分かっていた。彼女に怪あやしまれるだけ、胸を打つような展開が起きるはずもない。

「ああ、役に立って欲しい」

　だから、響は白クのイ女ー王ンが言いそうな言葉で適当に誤ご魔ま化かした。

　今、自分は時崎狂三の側に立っている。目の前の少女の敵であり、味方ではないのだ。深呼吸──かつて時崎狂三の顔を借りて、殺し合いゲームに参加したことを思い出す。

　冷えた心で銃を握にぎり、熱い手で引き金トリガーを引く。

「えーと、古式銃の……これですよね？　白クのイ女ー王ンとそっくりな準精霊が使用していた無銘天使……。何だか、白クのイ女ー王ンのと違ってみすぼらしい見た目ですね！」

「何言ってんですかこのスカタン。超ちようクラシックで超カッコ良くて超クールじゃないですかこの銃。非の打ち所がない美しさですよこのニカワ。プラスチックの拳けん銃じゆうとかフザけんなって話ですよ。銃は木と鉄に限ります」

「はい？」

　エンプティが目を丸くした。しまった、〈刻々帝ザフキエル〉の悪口を言われて反射的にやり返してしまった。しかも、素ひびきの口調で。

　しばしの沈ちん黙もくの後、響は何となく訳知り顔で〈刻々帝ザフキエル〉をゆっくりと優ゆう雅がに触ふれつつ呟つぶやいた。

「……と、彼女なら言うだろうね……」

　頼たのむから、これで誤魔化されて欲しいと祈いのる。さもないと、壁かべに立てかけてある一番重たそうなハンマーで、彼女の後頭部を思い切り殴なぐるくらいしか解決策が見当たらない。

「白クのイ女ー王ンは、ユーモアもお有りなんですね……！」

　よし誤魔化せたラッキー！

　心の中でガッツポーズを取りつつ、響は言った。

「それでは、この〈刻々帝ザフキエル〉は持っていくとしよう。いずれ来る日に向けての、大事な欠片パーツとなりそうだからね……」

　欠片パーツとか、いずれ来る日とか、ともかく曖あい昧まいな文言で煙けむに巻きつつ、響はようやく〈刻々帝ザフキエル〉を手にした。

「はい、白クのイ女ー王ンの仰おおせのままに」

「ありがとう、君」

〈刻々帝ザフキエル〉を抱かかえ込んだ響を、そのエンプティは茫ぼう然ぜんと見つめていた。

　瞳ひとみに、虚きよ無むが満ちる。

「──何な故ぜ、礼を？」

「……え？」

「私たちを使い潰つぶすのは、白クのイ女ー王ンにとって責務。そして私たちにとっては喜び。だから女王は、何があろうと感謝しない。戦って生きていることを評価しても、何があろうと感謝の礼など言わない。何にもならず消えるはずだった命を、使い潰してくれるのに、感謝するべきは私たちなのに。なのに……あなたが礼？」

　虚うつろな目でそう呟いた少女の反応は素す早ばやかった。壁に掛かけられていた短たん槍そうの無銘天使を摑つかんで響に向けた。

「偽にせ物もの！」

　だが響の反応はそれを上回る機き敏びんさだった。もとより上っ面つらだけの誤魔化し、いつ発覚してもおかしくない。そういう状じよう況きようで気を張っていた響の方が、圧あつ倒とう的に覚かく悟ごの面で勝っていた。

　突つき出された短槍をあっさり跳ちよう躍やくして回避すると、響は狂三からお守り代わりに持たされていた弾か丸げを〈刻々帝ザフキエル〉に籠こめて、引き金トリガーを引いた。

　そこに躊躇はない。殺さなければ殺されるし、狂三を死なせることになる。響にとって、それは絶対の禁きん忌きだった。

「……女、王……」

　空っぽの少女エンプテイは、誰にも名を知られぬままに散る。されど、彼女の献けん身しんは見事に報むくわれた。轟とどろいた銃声は第三領域ビナーを駆かけ抜ぬけ、異常事態を知らしめたのだ。

　つまり、バレた。

「……あーもーっ！」

　搔かき消えていく名も知らぬエンプティを尻しり目めに、響は全力で走り出した。




　　　　◇




　銃声は遠く遠く、牢ろう獄ごくにいる二人にも届いた。

「撃うちましたわね」

　何千何万と聞き慣れた銃声は、間違いなく〈刻々帝ザフキエル〉のもの。どれほど微かすかであったとしても、

「どちらが撃ったのでしょう。響さん？　それとも──」

　後者の場合、最悪の展開だ。前者だったとしても、ここは敵地。銃声を響ひびかせたのは失策である。……つまり、それほどの覚悟を持って彼女は引き金トリガーを引いたのだ。

　それだけ追い詰つめられた、ということだろう。不安を握り締しめるように、胸に手を当てる。心音が、やけに五う月る蠅さかった。

　足音。

　全力で走る音が、狂三の耳に届く。

「良かった。撃ったのは響さんのようですわ」

「あら、『わたくし』にはお分かりになりますの？」

「ええ、音が──」

　たん、たんたん。小走りで、どこか必死に自分に追い縋すがるような、切なく駆ける足音。

　不思議なくらい、耳に心ここ地ちよいリズム。

「お待たせしました、〈刻々帝ザフキエル〉一人前でございまーーーーーーーーす！」

　なので。重い扉とびらを蹴け破やぶるように開いてやってきた少女が、緋衣響だったことにも狂三は驚おどろきはしなかった。

「大丈夫ですの？」

「いや全然大丈夫じゃないですっていうか、もうここまで走りに走り通しで死ぬかと思いました！　後はお任せします！」

〈刻々帝ザフキエル〉を渡わたされた狂三は不敵に笑う。手に吸い付くような感かん触しよく、銃と腕うでが一体化するような心地よさ。影かげは弾だん丸がんへと変へん貌ぼうし、音速スピードを伴ともなって鎖を砕くだいた。

「……お見事ですわね」

　狂三Ⅱ号が感かん嘆たんのため息をついた。確かに、拷ごう問もんを受け続けてきた自分と違って、彼女はまだ白クのイ女ー王ンに一敗を喫きつしただけ。〈刻々帝ザフキエル〉があれば、力を取り戻もどすのは必然ともいえるが、それでも。

「これでもわたくし。それなりに修しゆ羅ら場ばは潜くぐり抜けておりまして」

　上品に、優雅に、不敵に狂三は笑う。

「死にかけのわたくしは置いていってくださいませ。どうやらもう、箸はしより重たいものは持てないようですの……」

「そうですの……それでは仕方ありませんわね。お元気で。名残なごり惜おしいですが、参りましょう響さん」

「えっ、本当に置いていくつもりですの？」

「冗じよう談だんですわ、冗談」

「割と本気で立ち去ろうとしていたような気がしますわね。……奪うばわれたわたくしの『時間』がこの領域のどこかに存在するはずです。それを取り戻せば、ええ、お役に立てますわよ、『わたくし』。それに、この領域のことを僅わずかなりとも知っているのは、わたくしだけでしょう？」

「冗談ですわ、冗談。お願いしますわ～」

　狂三が笑うと、狂三Ⅱ号も笑い返す。

「……あらまあ、『わたくし』ってば本当わたくしですわね～」

「まったくですわねー」

「はーい不毛な会話はその辺でストップストップ！」

　響が強引に割り込んだ。何しろこうでもしないと、永遠に胃の痛くなりそうな和なごやか殺さつ伐ばつ会話を続けそうだったのだ。

「ですわね。さあ、この城から必ず脱だつ出しゆつしますわよ。狂三Ⅱ号さん？」

「ええ、もちろんですとも。……後、その狂三Ⅱ号はやめてくださいまし」

　狂三が不敵に笑い、〈刻々帝ザフキエル〉の引き金を引く。

　鎖くさりは砕かれた。

　ゆっくりと立ち上がった狂三Ⅱ号に、響が手を貸そうとしたが彼女はそれをやんわりと拒きよ絶ぜつした。

「久しぶりに、歩いてみたいのです。自らの足で」

　そう言われてしまえば、響も引き下がるしかない。狂三Ⅱ号はゆっくりと、しかし確実にその一歩を踏ふみ出した。

　……二歩、三歩。

「むり」

　あっさり限界が訪おとずれたらしい。狂三はため息をついて、彼女に〈刻々帝ザフキエル〉を突きつける。

「仕方ありませんわ。手っ取り早く【四の弾ダレツト】で復元しますわ」

　引き金を引く。

【四の弾ダレツト】……能力は時間の巻き戻し、復元、回帰。負傷は治ち療りようされ、壊こわれたものは元に戻る。だが──。

「あら？　……何故、ですの？」

　狂三Ⅱ号の傷は、癒いえることがなかった。彼女は力無く微笑ほほえみ言った。

「残念ですが、この傷は癒えることがありません。傷を負った状態があまりに長く続いたせいなのか、それとも時間を奪われたせいなのか。わたくしは『時間』を取り戻さない限り、戦えそうにありませんわ。鎖から抜ければもしかして、と思ったのですけど……やっぱり、ダメみたいですわねえ」

　わずかに沈黙。うっすらと、寂さびしそうに笑う少女の顔は、それが真実であることを指し示していた。

「……そう、ですの」

　同情はしない、しても意味がない。

　必要なものは前向きの思考。喋しやべって力ちから尽つき、崩くずれ落ちた狂三Ⅱ号にしょうがないですわねえ、と狂三はため息をついて響に目配せした。

「響さん、こちらの『わたくし』は歩くのも難しいようですわ。しばらく、背負っていただけまして？」

「はいはい、了りよう解かいでーす！」

「ああ、ああ。屈くつ辱じよくですわ……」

　響は軽々と狂三Ⅱ号を背負い、狂三の背後に立つ。短たん銃じゆう、長銃、二挺ちようを構えた狂三は深呼吸を一つ。

「それでは、いざ。──突とつ貫かんですわ！」

　分厚い鉄てつ扉ぴを蹴けり破り、時崎狂三は牢獄から抜け出した。狂三が目にしたのは、自身の無む銘めい天使を手に待ち構える、無む垢くなる兵士ポーン。

「エンプティ……」

　沈ちん黙もく。能面のように無表情。恐きよう怖ふも歓かん喜きもなく、使い潰されるためにやってきたらしい。よくよく見れば、明らかに戦せん闘とう用ではないタイプの無銘天使を手にしているものもいる。恐おそらく、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで叩たたき潰せるだろう。

「皆みな様さまがたに一応、警告しておきます。……邪じや魔まをするなら、容よう赦しやはいたしませんわ。よろしいですか、絶対に容赦しませんわよ」

　その言葉に反応したように、エンプティたちが一いつ斉せいに襲おそい掛かり──。

　そして、まったく何もできずに崩れ落ちた。

「弾たまの無む駄だですわ。雑ぞう兵ひようらしく、そのまま消え失うせてくださいまし」

〈時とき喰はみの城しろ〉が、彼女たちの時間を吸い上げた。抗こうすることもできずに、彼女たちは雲うん散さん霧む消しようした。

「……エンプティには……保有する時間そのものが、あまりありませんものね……」

　狂三Ⅱ号が呟つぶやく。

　何しろ空っぽの準精せい霊れい。穴の空いたタンクのようなもので、放置しているだけで死んでしまうような、弱々しい生命体なのだ。

　狂三もそれは承知の上で、彼女たちから時間を吸い上げた。

「白クのイ女ー王ンに従った以上、それはエンプティたちの選せん択たくでしてよ。……敵に回ったことを哀かなしく思っても、手加減などいたしませんわ」

　だって、同じく空っぽだったのに生き延びた少女を狂三は知っている。であれば、洗脳に近しいものであろうが何だろうが、それはエンプティたちの選択だ。

　彼女たちは白クのイ女ー王ンについた。

　彼女の思想を知りながらなお、狂三の敵に回って武器を手にすることを選んだのだ。

　で、あれば。狂三は容赦はしない。わずかばかり心がささくれ立つだけだが、それは我が慢まんすればいい。そちらが狂きよう信しんなら、こちらは乙おと女めだ。

「……まずは脱出ですわ。ルークやビショップ、ナイトと遭そう遇ぐうするより先に仕切り直しをしませんと。この城を逃にげ回っていても、らちが明きませんわ。倒たおせるだけの霊れい力りよくと、武装と、作戦を準備してからでないと」

「賛成でーす！　とにかくここ、緋わ衣た響しの危機感知センサーにビンビン来てるので、一刻も早く離はなれることをお勧すすめします！」

　もちろん、狂三もそのつもりである。現実的に考えて、ここで自分が拷問され能力を奪われ死ぬことが、この隣界への歪ゆがみと成り得る可能性があるのだ。

「ともかく、響さんがこの領域に降り立ったスタート地点に戻ってみましょう。何か、手て掛がかりがあるかも──」

　瞬しゆん間かん、城が揺ゆれた。隣界編成コンパイルが起きたのかと、狂三たちは身を強こわ張ばらせたが、廊ろう下かが撓たわむように動いたことで、違ちがうと分かった。

「これは……!?」

「しまった、組み替かえ……！　『わたくし』、離れないでくださいまし！」

　狂三Ⅱ号の絶ぜつ叫きように、狂三はすかさず響の手を摑つかんだ。揺れる、揺れる、荒あら海うみに放ほうり出された小こ舟ぶねのような気分を味わう。

「何ですの、これ！」

「組み替え！　今、この城は内部が全すべて切り替わっているのですわ！　分断されたら会えるかどうか分かりません。絶対に離れないでくださいまし！」

「りょ、了解ですわ！」

　揺れる、揺れるどころかつい先ほど目の前にあった廊下がエレベーターのように勢いよく上じよう昇しようし、代わりに壁かべが前を塞ふさいだ。もう少しタイミングがズレていれば、狂三と響たちは見事に分断されていただろう。

「それから緋衣さん！」

「は、はい！　何でしょうかもう一人の狂三さん！」

「わたくし……弱っているので……吐はきそう……ですわ……！」

　力無く狂三Ⅱ号がそう言うと、響の顔が引き攣つった。

「それだけはマジで勘かん弁べんしてくーだーさーいー!!」











○メイズ・プリズン






　一〇分ほど経過した。

　……とりあえず狂くる三みⅡ号の尊厳は守られ、響ひびきの霊装ドレスも汚よごれることはなかった。

　既すでに震しん動どうは収まり、静せい寂じやくを取り戻している。先ほどまで真っ直すぐ進めばいいはずだったのに、今は壁が立ちはだかっている。代わりに右側には今まで見たこともなかった通路が作られていた。啞あ然ぜんとしている二人に、狂三Ⅱ号はやれやれ落ち着いた、とばかりに安あん堵どの息を吐いていた。

「今の……一体なんだったんですかー……？」

「この城は四人の権能により、領域の組み替えが許されておりますの」

「なるほどなるほど、隣界編成コンパイルとは違う……のですわよね？」

「アレは精霊がいぶからの干かん渉しようですが、こちらは内側で自在に組み替えたものです。第三領域ビナーはほぼ全て、白クのイ女ー王ンの支配下ですから」

「ああ、ほら狂三さん。第一〇領域マルクトで〝人形遣いドールマスター〟が学校に住んでいましたよね？　あれの強化版と考えてください。支配者ドミニオンの特典的なものです」

　あの〝人形遣いドールマスター〟が学校一つを作り出したのに対し、白クのイ女ー王ンや三幹部は第三領域ビナー全域を組み替えることができる、ということだ。

「大まかには理解しましたわ。しかし、その組み替えが行われたということは──」

　狂三Ⅱ号が頷うなずく。

「ルークか、あるいは他ほかの二人か。いずれにせよ、絶対に逃がさないということらしいですわね」

「でも、お陰かげで一つだけ良いことが判明しましたよ！　わたしたちは、脱出できます！　たぶん！　きっと！」

　響が明るく弾はずむ声で告げた。

「……確かに、最初から逃げられない環かん境きようであればそもそも組み替えする必要性がありませんものね。居場所が分かっているのだから、じっくり追い詰つめれば良かったのに」

「わたくし、ここで拷ごう問もんを受け始めてから定期の組み替えが起きたのは五度、緊きん急きゆう時の組み替えは今回を除いて二度ですわ。状じよう況きようはこの第三領域ビナーの元支配者ドミニオンが戦いを挑いどんだときですわね。恐らく、宝ほう物もつ庫こや『時間』保管庫を荒あらされるのを防ぐためでしょう」

　定期の組み替えの場合、白クのイ女ー王ンと三幹部は領域の構造を把は握あくしているらしいが、緊急時の組み替えは絶対に秘ひ匿とくしなければならない一部の箇か所しよを除いて把握できていない──監かん禁きんされていた時崎狂三はエンプティたちや三幹部の雑談からそう推察していた。

「それだけではありませんわ。恐らく今、この領域には……あら、チャイム？」

　ぴんぽんぱんぽーん、と現状からズレまくったような気の抜ぬけたチャイム音が廊下に響ひびき渡わたる。

《こちら放送部でーす♪　時とき崎さき狂三二体が脱だつ走そう、その為ためルーク様の手により第三領域ビナーの緊急組み替えを行いました♪　エンプティたちは直ちに無銘天使ぶきを持って集結♪　必ず二人を捕ほ縛ばくするように♪　あ、協力者の某だれかは殺していいですよ♪　──白クのイ女ー王ンが第六領域テイフアレトから帰き還かんなさるまで二時間♪　さあどうか皆さん♪　がんばって戦って、がんばって死にましょう♪》

　三人はしばし沈黙し、能天気なアナウンスの意味を咀そ嚼しやくする。

「……時間稼かせぎですね、これ」

　響の言葉に狂三Ⅱ号が頷く。

「わたくしあなたの話によれば、ルークには一度勝利したのですわよね？　でも、当然ながらそれなりに苦戦なさったとか」

「ええ、ええ。蒼ツアンさんと響さんがいなければ、圧おし負けていたかもしれませんわ」

「ですが、勝利は勝利。それにわたくしもいる。ルークからすれば、勝率は五分五分程度に考えているのかもしれません。加えて勝利条件が異なりますわ。ルークはわたくしたちと戦って勝利し、更さらに捕縛しなければいけませんが、わたくしたちはどこかの領域に繫つながる門ゲートを見つけて、飛び込めばそれで勝ちなのですもの」

　言われてみれば、確かにそうだと狂三も頷いた。ルークはつまり、自分たち三人を恐れている──戦っても返り討うちにされ、逃げられるのではないか、と。

「だからこその時間稼ぎ、ですわね。……業ごう腹はらですが、今のわたくしたちではルークに勝利できても、白クのイ女ー王ンには勝てませんもの」

　そう。これは不在の女王クイーンが、帰還するまでのゲーム。こちらが逃げ切るか、あちらが追いつくか、勝敗はどちらかだ。

「……ええと、確かこうするのでしたっけ」

　狂三が目を閉じてしばらく念ずると、懐かい中ちゆう時計が召しよう喚かんされた。

　隣りん界かいにおいて、無機物の創しよう造かんは条件を満たしさえすれば容易だ。準精霊を殺傷するに足る武器や、この領域の破は壊かいを可能にするものは難しいが、時計のような小物であれば問題ない。

　蓋ふたを開いた懐中時計が時を刻み始めるのを確かく認にんし、狂三は二人に告げた。

「先ほどのアナウンスが正しければ、わたくしたちに残された時間は二時間。二時間以内に、この第三領域ビナーから脱だつ出しゆつします。何が何でもです。よろしくて？」

「もちろんです、ついていきますよー！」

「……『時間』も探してくださいまし。そうすればきっと、力になれます」

　三人は頷き合い、どこへ辿たどり着くともしれない廊下を歩き出した。白い床ゆか、白い壁、窓はなく、無機質な道が続いている。

「あー、目がチカチカするぅ」

　響が目を擦こする。狂三も同意する。とにかく、白が眩まばゆかった。どこもかしこも煌きらめいていた。それは白クのイ女ー王ンの絶対王政を象しよう徴ちようするような輝かがやきだ。

　いっそ一つ残らず破壊したい。だが弾丸じかんは有限であり、何より破壊力という点で一歩退かざるを得ないのが時崎狂三の〈刻々帝ザフキエル〉である。

「響さん、あの何でしたかしら。ボン！　ってなるやつ。あれ、使ってくださいませ」

「ボン？　……ああ、もしや霊晶爆薬ニトロドレスのことですか？」

「ええ。あなたが第一〇領域マルクトで街の半分くらいを吹ふき飛ばしたアレです」

「や、持ってないです。そんな便利なものがあれば、ルーク戦で使ってますって」

「あらあら。緋ひ衣ごろもさん、見た目によらず過激なんですわね……」

「がんばりましたからね！　めっちゃがんばりましたからね！　第六領域テイフアレトで無む銘めい天使売り払はらって買い漁あさりました！　それでも足りなくてギャンブルにも手を出しました！　あんなひりついた麻マー雀ジヤンは初めてです！　白はく牌パイがぬるっと来て役満ツモったときは失神するかと！」

「何やってますの。というか、何でもできますのね……」

　呆あきれたように狂三が笑い、狂三Ⅱ号は目を丸くする。閉へい鎖さ環かん境きようで生きていた狂三にとって、もう一方の狂三の笑えみは信じられないほどに自然だった。

　自分の不ふ遇ぐうを嘆なげくのはいい加減飽あいていたが、それでもこの理り不ふ尽じんさには──。

「あなたたち、一体どうやって出会いましたの？」

「えー、それはですね」

「わたくし、この響さんに顔と体と記き憶おくと能力を全部奪うばわれましたの」

「……は？」

　自分の方が不遇だ、と思っていたのだが。

　凍こおり付く狂三Ⅱ号をよそに、狂三と響は屈くつ託たくなく語り合う。

「いや、あれは悪かったなーって思いますよ今でも！」

「思うだけですの？　わたくし、あなたに──いえ、正確にはあなたになった『わたくし』に散々罵ば倒とうされるわバトルマニアたちの殺し合いに巻き込まれるわ囮おとりにされるわで、今でもかなりの悪夢なのですけれど」
















「いやそれは、わたしはほら、狂三さんの思考をトレースしていただけなので。その、狂三さんの言動に責任は持てないと言いますか」

「むーかーつーいーてーきーまーしーたーわー」

「ぎゃー、頰ほおを引っ張らないでくださいなー！」

「……仲が御お宜よろしいことで」

「仲良くなどありませんわ」「ありませんわ～♪」

　響が声を上う手まく揃そろえる。狂三がもう一度頰を引っ張り始める。狂三Ⅱ号は一いつ瞬しゆん抱いだいた妬ねたみの感情も忘れて、くつくつと笑った。

　一通り笑ってから、狂三Ⅱ号が告げる。

「よろしいですか、わたくし。この第三領域ビナーは童話メルヘンと恐怖ホラーが入り混じった、悪あく趣しゆ味みで悪あく辣らつな場所。あの女王はエンプティを使い潰つぶすだけでは飽き足らず、様々な実験体モルモツトにも利用しています」

　準精せい霊れいにとって、エンプティは個体であって個体ではない。感情も薄うすく、消え入ることへの恐きよう怖ふさえもない。街ですれ違ちがっても黙もく殺さつするか、あるいはひどく手て荒あらに扱あつかうかのどちらかだ。第イ九エ領ソ域ドの桃もも園ぞのまゆかのように。

　だが白クのイ女ー王ンはそこから更に踏ふみ込んだ、という。

　繰くり返される実験で昇しよう華かされるエンプティ、異形化するエンプティ、眉まゆ一つ動かさず、女王はそれを眺ながめていた。

　……いや、実験が成功する度たびに『一歩近付いた』とばかりに薄く笑う彼女は、ぞっとするほど恐おそろしい、と狂三Ⅱ号は思い出す。

　アレは少しずつ躙にじり寄る邪じや悪あくであり、心底から自分とは異なる生き物なのだ、と確信できるほどの笑みだった──。

「さすが反転体。わたくしと趣味が真逆ですこと」

　狂三がうんうん、と頷くのを響はぽかんとした表情で聞いていた。

「え、何言ってんですかこの精ひ霊と」

　響が漏もらした呟つぶやきを耳みみ聡ざとく聞きつけた狂三は、満面の笑みでヘッドロックに移行した。

「すいませんすいません、あまりに面おも白しろ発言すぎてつい！　ぎゃあああ！」

「……ともかく、まずはさっさと進みませんこと？」

　背負われたままの狂三Ⅱ号が、呆れて呟いた。




　　　　◇




　エンプティたちはまだ姿を見せなかった。三人は警けい戒かいするよりは軽快に、とばかりに音を立てることも厭いとわず、ひたすら走り続けている。煌びやかな調度品──壺つぼだの花か瓶びんだの──がところどころに置いてあるが、壺の中には何もないし、花瓶に花はなかった。飾かざってすらいない、ただ置いてあるだけ……そんなイメージ。

　三人は真っ白で真っ直すぐな廊ろう下かをひたすら進み、ようやく角に辿り着いた。

「この角から先は、恐らく組み替かえられた場所ですわ」

　組み替えとは領域を一〇〇余りのパーツに分解し、移動させる権能だ。しかし、今回の組み替えはあまりに緊急だ。恐らく、重要な場所を除いたほとんどのパーツは出で鱈たら目めに設置しているだろう、というのが狂三Ⅱ号の分ぶん析せきだった。

　しかしそれを考こう慮りよしても──目を奪われるような光景が、廊下の角を曲がっただけで広がっていた。

「花畑……でしょうか」

　花、花、花。一面の花が、大地を覆おおっていた。赤と黄色と白の洪こう水ずいのようだった。

「ここから外に脱出できませんかねー？」

　響の言葉に狂三が地を蹴けって飛ひ翔しようした。が、すぐに無理だと悟さとった。ある程度飛ぶと、空は唐とう突とつに硬かたいゴムのような感かん触しよくになって、それ以上は進めそうにない。

　諦あきらめて着地、ため息。

「無理ですわね。偽にせ物ものの空、偽物の大地ですわ」

「まあ、そう上手くいかないですよね」

　響は苦く笑しようする。この場所は何なのだろう、と二人して頭を捻ひねっていると響の背中から降りた狂三Ⅱ号が、花を一輪摘つまみ上げた。

「白クのイ女ー王ンにも、花を愛めでる余よ裕ゆうがありますの？」

　狂三の問い掛かけに、ゆるゆると狂三Ⅱ号は首を横に振ふった。

「いいえ、彼女はあの建物のように人工物を好んで自然を忌いみ嫌きらっています。こんな花を愛でるなど、有り得ませんわ。恐らくは……恐らくは、この第三領域ビナーに城が建てられる前からあったものでしょう」

　指で花弁に触ふれる……微笑ほほえむ。狂三はそれを、不思議そうに眺めていた。自分には、花を愛でるような余裕も、そして趣味もない。しかしこちらの狂三（狂三Ⅱ号）は、花を慈いつくしむように撫なでていた。

　その動作はあまりに可か憐れんで、優ゆう雅がで、刹せつ那なではあるが追われている、という状じよう況きようすら忘ぼう却きやくしかけるほどだった。

「……早く参りましょう」

　コホン、と咳せき払ばらいして狂三が言う。だが、少女は首をゆるゆると振った。

「いえ、その前に一つ決めなければいけないことがありました」

　立ち上がった少女が、涼すずやかに微笑んだ。

「わたくしの名前を、今、ここで決めます」

「……『わたくし』？」

「──シスタスCistus、と。綺き麗れいな発音でしょう？」

　狂三だった少女は、新たな名前を告げた。シスタス、午ご時じ葵あおいとも呼ばれる花は飾り気のない、真っ白な花びらを美しく咲さかせていた。

　美しい花で、美しい名前だった。

「よろしいのですの？」

「ええ、ええ。たまには名前を捨ててしまう……そういう個体がいてもいいでしょう？」

　咲き乱れる花を摘み、シスタスはぱっと宙に向けて放った。緩ゆるやかな風がふわりと花びらを舞まい散らせた。そしていかなる奇跡か、時崎狂三が己の名をシスタスと変えると同時に、霊装ドレスが爽やかな黄色に変化した。

　響も、そして狂三も……その儚はかなさすら垣間見える彼女に、目を奪われた。

「……まあ、別に構いませんわ」

「シスタス……つまり……姉妹シスター……狂三お姉ちゃんですか、いいですねえ。もしくは狂三さんに『お姉ちゃん』と呼ばれる……いいですねえ、実にいい……」

　そして禍まが々まがしいことを考えている響は、とりあえず締しめることにした（首を）。





──残り　一時間四〇分






　　　　◇




　走るとざくざくと音が鳴り、花が茎くきもろともぐしゃりと折れていった。

「少し気が引けますね、これは……！」

「かまいはしませんわ。今は自分の身が最優先でしてよ」

　無限に続くかと思えた花畑だが、丘おかを一つ二つ越こえたあたりでようやく変化があった。

「見て下さい、あんなところにドアが！」

「メルヘンの世界ですわね……」

　三つ目の丘の上に、ドアがあった。もちろん、ドアに繫つながっている空間はない。向こう側には果てしない花畑が続いているだけだ。

　このドアが、恐らくは白クのイ女ー王ンの城へと繫がっている。再び戦場へ戻もどるための扉とびらだ。

「では、わたくしが──」

　ノブに手を掛けると、ひやりとした感覚があった。それは手だけではなく、全身、特に首筋を冷たく撫で上げたような気がした。

「……」

　狂三は改めて扉を見る。光こう沢たくのある木製の扉。特とく徴ちよう的なのは、扉が大きな時計盤ばんになっていることだ。

「狂三さーん？」

「んっんっ」

　咳払い。

「……失礼」

　もう一度、丘の上の何の変哲もないドアをよく観察する。あの白クのイ女ー王ンの瞳ひとみにある、忌いま々いましい天文時計。それがドア上部に埋うめ込まれていた。時計は動いていないようだ。

　ドアに慎しん重ちように手を触れる……念のため、裏側も確かく認にんする。秒針、分針、そして星座を指し示す針にも触れる──何もなし。

　死に触れているような感覚はしない。ただ、何だろう。この、おおよそ名状しがたい冒ぼう瀆とく的な予感は。ここに踏み込んだら、もう先ほどまでの真剣シリアスな話が何もかも台無しになるような、ならないような、そんな確信。

「行きませんの？」

　シスタスの言葉を背に受けて、狂三は大きく深呼吸した。

「……参りますわ」

　大だい丈じよう夫ぶだ、と狂三は自分に言い聞かせる。

　罠わなだったら【四の弾ダレツト】で時間を戻すか、【七ザのイ弾ン】で強制停止させて処理すれば良い。落とし穴のようなタイプであれば、【一アのレ弾フ】で対応できるはず──。

「せいっ！」

　丸形のドアノブを摑つかみ、回転させる。すると、不思議なことが起きた。時計盤の針が、ドアノブに連動するかのように動いたのである。

「あら」

「あれ？」

「あら、あら、あら？」

　三者三様の声。

　扉を越えた先にあったものは、巨きよ人じんの部屋だった。部屋の真ん中に狂三が見上げるほどに大きなテーブルと椅い子すが置いてある。

　ひょいと跳ちよう躍やくして机の上に乗って見てみると、そこには白色のティーカップと銀色のティーポットが鎮ちん座ざしていた。お茶会でもしろ、というのだろうか。

　ため息をついて机から降りる。

「ばかばかしいですわねぇ」

　そう言いつつ、狂三は振り返って笑ったが、シスタスと響のあまりに奇き妙みような表情と、奇妙な状態に凍こおり付いた。

「な、な……」

「ど、ど……」

　深呼吸。互たがいに思いの丈たけを口から吐はき出す。




「なんで、おふたりともなんでそんなに〝きょだいか〟してますの!?」

「ど、どうして狂三さん、そんなにちっちゃくなったんですか!?」




　見つめ合う。

　狂三は響が発した言葉の意味を咀そ嚼しやくし、理解し、慌あわてて自分の手を見た。

　小さかった。たいへん、まったく、すごく、ちっちゃかった。

　ぷにぷにしていた。どこもかしこも。

　狂三はわたわたとテーブルに駆かけ寄り、ジャンプ。銀製のティーポットを鏡代わりにして、自分を映した。

「な、な、なぁ……」

　絶ぜつ叫きようすることもできず、狂三ことくるみちゃん（七歳）はへなへなと膝ひざから崩くずれ落ちた。

　それからわたわたと自身の服を確認する。霊装ドレス、霊装ドレスは……無事だ！　ぶかぶかになっていたりはしない。ちゃんと今の自分に合がつ致ちしたサイズだ。問答無用で素すっ裸ぱだか、という訳ではないらしい。

　ちなみに部屋が巨大に見えるのは、自分が縮んだせいなのかと疑ったがどうもそうではなく、部屋全体が巨大であることには変わりないらしい。作り出した巻き尺で測定したところ、椅子は高さ一〇メートル、銀のティーポットは高さ二メートル半、白磁のティーカップは一メートルというところだった。

　この部屋そのものの巨大さも気になるが、今は三人の中で一番戦せん闘とう能力に秀ひいでていた時崎狂三が弱体化してしまっている現状が目下の危機である。

　目下の危機、なのだが。

　それより更さらなる危険が狂三に襲おそい掛かろうとしていた。




　　　　◇




「ヤバい……ヤバい……ヤバい……」

　ぶつぶつと薄うす気き味み悪わるく呟つぶやきながら、くるみちゃん七歳に頰ほおをすり寄せるのは緋衣響である。普ふ段だんであれば、〈刻々帝ザフキエル〉を撃うつなり顎あごにアッパーカットを放つなり関節を極きめるなりして抵てい抗こうする狂三であるが、くるみちゃん七歳になって死んだ魚のような瞳になっている彼女は、最も早はやされるがままだった。

「ちびっこですわー……わたくし、ちびっこですわー……」

「……困りましたわねー……」

　唯ゆい一いつ、シスタスだけが呆あきれ返りながらその凄せい絶ぜつにして陰いん惨さんな光景を眺ながめていた。

　いやぶっちゃけ、少女が幼女を愛で続ける地じ獄ごく絵え図ずであった。

「ど、どうしますのー……どうしますのー」

「狂三さん、思考能力はどうです？」

「あー、うー……だいじょうぶですわ。なんとかかんがえられます。ええ」

　声も相応に幼くなっているが、ともかく思考能力だけは元のままだった。

「ああ、でも可愛かわいい……可愛いよう……閉じ込めて永遠に愛でたいよう……」

「あの、『わたくし』。ひびきさんが、だいぶてんぱってるので、わたくしのかわりに、なぐっていただけませんこと」

「承りましたわ～」

　シスタスは手て渡わたされた短たん銃じゆうを受け取ると、響をガチで殴なぐり倒たおした。

「正気に戻りました。ありがとうございます」

「いえいえ、どういたしまして」

　響は両目がハートになっていた状態から、片目がハートくらいに収まっただけであるが（ついでに言うと、頭から血がたらたらと流れ続けていた）、とりあえず会話が通じるようにはなっていた。

「……にしても、ドアノブに触ふれた途と端たんに問答無用でこれですか。これならば、緋衣さんを先行させるべきでしたわね……」

「まったくですわ」

「酷ひどくありません!?」

　シスタスは短銃を返へん却きやくすると幼狂三に尋たずねた。

「〈刻々帝ザフキエル〉は使えますの？」

　その言葉に幼女の狂三、略して幼狂三は表情を蒼そう白はくにさせた。文字通り、主戦力である〈刻々帝ザフキエル〉が使用できないとなれば、彼女たちはどうしようもなく無力となる。

「……【一アのレ弾フ】！」

　自身に弾だん丸がんを撃ち込み、時間を加速させる。手近にあった白色のティーカップを蹴けり飛ばしつつ、短銃で速射した。

「……いちおーつかえますわね。でも、だめですわ。〈ざふきえる〉がおおきすぎますの」

　狂三は二挺ちようの銃を操あやつる。だが、いかんせん幼狂三の状態では一挺を両手で握にぎり締めて撃つのがせいぜいだ。それに、特に長銃の方は重たくて仕方がなかった。

「では、わたくしが持ちましょう」

「そのボロボロっぷりで使えますの？」

「まあ、見ていてくださいまし」

　シスタスは不敵な笑えみを浮うかべ、長銃を優ゆう雅がに片手で構えて引き金を引いた。ぽすん、と銀のティーポットに弾丸がヒットしたが、穴どころか微び動どうだにしなかった。

「今のわたくしにはこれが精せい一いつ杯ぱい……」

「なーにをちょっといいかんじでつぶやいていますの！　というかわたくしあなた、いまのいっぱつでひんしになっているじゃありませんの！　ばかなのですか！」

〈刻々帝ザフキエル〉の通常弾なら時間を消費することはないが、瀕ひん死しであるシスタスにはそもそも銃を撃つという行動も覚おぼ束つかないらしい。

「狂三一族はたまに凄すごい致ち命めい的てきに間が抜ぬけてますよね……」

「ぶちころしますわ」

　幼狂三渾こん身しんのローキックが、響の脛すねに突つき刺ささった。

「……とても、こまりましたわね」

　腕うで組ぐみしながら憂うれいの表情を帯びる幼狂三は呟いた。

「やっぱり何度蹴られても超ちよう可愛い！」

　両目がハートになった響が、たちまち幼狂三を抱だき潰つぶした。

「ももももう一度なぐってくださいましくるちい」

「はいはい。病やみ上がりに無茶させないでくださいまし」

　シスタスが殴りつけ、どうにか響は落ち着いた。

「狂三さん、弾丸をください。狂三さんみたいに連発はできませんけど、狙ねらって撃つくらいなら何とかなります」

　緋衣響は既すでに二度、時崎狂三に変へん貌ぼうしている。〈刻々帝ザフキエル〉の長銃の扱あつかいも、堂に入ったものだった。もちろん、彼女に時間を操作する能力はない。

「……使い過ぎると、毒になりますわよ」

　いかに響が〈王位簒奪キングキリング〉で狂三に化けて〈刻々帝ザフキエル〉を使っていたとしても、所しよ詮せんは紛まがい物。現に能力を含ふくめて顔も記き憶おくも性格も強ごう奪だつしていたときですら、彼女に許された能力は少なかった。

〈刻々帝ザフキエル〉は、時崎狂三にのみ許された武器。

　響が扱って良いものではない。だが、現時点で許される火力は自分と彼女だけだ。

「お二人とも。少々お話がありますわ」

　唐とう突とつにシスタスが手を掲かかげた。

「どうしたんですの？」

「さっきから、すごく気になっていたのですけれど。このテーブルとティーポットとティーカップ、何のためのものなのでしょう？」

「それは──なんのためですの？」

「ですの？」

「わたくしが思うに、ここの住人はとっても──」




　どん、と壁かべに衝しよう撃げきが迸ほとばしった。

　どん、と部屋が揺ゆれた。地じ震しんと見み間ま違ちがうほどの震しん動どうだが、その震ふるえは等とう間かん隔かくで音も少しずつ近付いてくる。




「とっても……大きいのでは……と思ったのですけれど……」

　幼狂三と響とシスタスは、啞あ然ぜんとした表情でドアを開いた怪かい物ぶつを見つめていた。

　それは、真っ白で大きな怪物だった。筋骨隆りゆう々りゆうで、風ふう貌ぼうはまさしく怪物のそれだ、なのに、無む邪じや気きで純真な瞳ひとみは子供のそれを思い起こさせる。

　そして更に問題が一つ。瞳が、あまりに多すぎた。口も、鼻も、多かった。

　くすくつくすくつ、と響ひびき渡わたるのは少女の笑い声──その数は果てしない。このおぞましさと不気味さは、響と狂三に彼女の人形を連想させた。

〝人形遣いドールマスター〟──人形に魂たましいを封ふうじ込め、友達を増やし続けた少女。

　その配下であり友人であり、兵隊であった彼女たちの無機質な笑い声に似ていた。

「お客さまね」

「お客さまよ」

「逃にがさないようにね」

「手足をもいでおかないとね」

「だってほら、わたしたちって」

「とってもちからもち、だものね」

　無数の声、声、声。それで三人は気付く、否いや応おうなしに気付いてしまう。これもまた、白クのイ女ー王ンの成果の一つだった。

「……複数のエンプティを、束ねた……」

　力強い腕うで。それはそうだ、複数人の腕を束ねればそれくらい当然だ。

　有り余る巨きよ軀く。一体どれほどのエンプティを合成したのか、見当もつかない。趣しゆ味みの悪いことに、その巨軀は可愛らしいフリルのついた真っ赤なドレスに包まれている。喩たとえるなら──スズメバチの巣を頭部にした巨人。

「……てったいしますわ」

「できればいいのですけれど」

「難しいですよねえ」

　響はちらりと背後を見た。既に自分たちが入ってきた扉とびらは消えている。

　あるのは、〝彼女〟が今し方入ってきた巨大な扉だけ。つまり、この巨人を倒さなければ、扉に触れることも叶かなわない。

　幼狂三と響は視線をそっと交かわす──頷うなずき合う。

「シスタスは、すこしさがってくださいまし。なるべくあんぜんなところへ」

「こんなところで、安全も何もないでしょうに」

　そう言いつつも、シスタスはゆっくりと二人から離はなれた。幼狂三から渡された弾丸を響が装そう塡てんする。

　怪物の目が豆まめ粒つぶほどに小さな二人を睥へい睨げいし、舌なめずりをした。

　幼狂三は絶体絶命の状じよう況きようにも拘かかわらず、ハッと鼻で笑って告げた。

「こーちゃのあじもわからないようなバカそうなしたですこと。ダージリンととーがらしのくべつ、ちゃんとついていますの？」

　瞬しゆん間かん、怪物の殺意が膨ふくれ上がった。先ほどまで余よ裕ゆうをもっていた彼女が、歯を食い縛しばる。

「ころす」「ころすわ」「ころすよ」「ころしてあげるから！」

「狂三さんは小さくなっても心底狂三さんですね！」

「ほめことばとうけとっておきます！」

　怪物が足を勢い良く踏ふみ締しめると、無機質なコンクリートの床ゆかが砕くだけた。

「さて、ななしのかいぶつさん。あなたにおなまえをつけてあげましょう。ようかい・はちのすあたまでいかがですか？」

「違ちがう！　違う違う違う！　わたしの、名前は──〝ジャバウォッキー〟！」

「──あら、どちらにせよ怪物ですのね」

　シスタスがぽつりと呟つぶやいたが、怒いかり心しん頭とうの彼女はそれを聞き逃のがした。

「食べちゃえ！」「食べちゃえ、食べちゃえ、食べちゃえ!!」

　ジャバウォッキーが拳こぶしを振ふり上げる。何の技能も工く夫ふうもない、ただ目の前のものを憎ぞう悪おで引き裂さくための予備動作。

　対する幼狂三は、自身の銃を両手で扱わねば撃うてないほど幼くなってしまったが、それでもなお一流の銃使いガンスリンガーである。

　叩たたき付けられた拳を躱かわし、尚なお且かつその腕に乗ると駆かけ上がって顔面へと接近。その白い、ブロックのような顔に〈刻々帝ザフキエル〉を構えて、引き金を引いた。

　ずん、という衝撃で銃じゆう口こうが跳はね上がる。

　悲鳴、複数人。

　だがしかし、怪物は揺るがない。血を出すでもなく、出で鱈たら目めに暴れ出す。今の一撃はむしろ激げき昂こうさせただけではないか、と幼狂三は舌打ち。

　ジャバウォッキーの腕が床に壁に叩き付けられ、足あし踏ぶみで大地が揺れる。

「あわわ、あわわ、わわわわわ！」

　響が慌あわてふためきながら逃げ惑まどい、幼狂三は的確に銃撃を的中させ続ける。が、膨ぼう大だいな膂りよ力りよくというものは、速度を当然のように引っ繰くり返す。

　運悪く追い込まれた幼狂三の体に、ジャバウォッキーの拳が命中した。

「ぐ────くぅ…………！」

「狂三さん！」

　ぐるぐると廻まわりながら吹ふき飛んだ幼狂三は壁にめりこむほどの勢いで叩き付けられた。

　わずかであるが意識が断線する──強きよう烈れつな一撃は、脆ぜい弱じやくになった〈神威霊装・三番エロヒム〉の防ぼう御ぎよを貫かん通つうして彼女の肋ろつ骨こつを折った。

　血を吐はき出した彼女に向けて、ジャバウォッキーがニタリと笑う。

「このぉ……！」

　響が伸のばされようとする腕目め掛がけて、長銃を撃ち放つ。だが、効果はない。わずかに肉が吹き飛んだが、それだけだ。

　壁にめり込んだ幼狂三は、ゆっくりと迫せまる腕を見ながら考える。

　体は動きそうにない、殺されず捕ほ縛ばくされる可能性もないではないが眼前の怪物がその程度の理性を保っているかも怪あやしいものだ。ついでに言うと、捕縛された時点でもうチャンスはない。

　緩ゆるやかに流れる時間、高速駆く動どうする思考回路。しかし打つ手がない。捕縛された後のことを考えるしかないかと幼狂三は覚かく悟ごし──ジャバウォッキーとは別の〝異形〟に、目を留めた。

「……なんですの、あれ」

　大きさは響と同程度だが横よこ幅はばが広い、広いというか完全な長方形だった。代わりに、厚みはほとんどない。それが跳ちよう躍やくすると、ジャバウォッキーの拳から幼狂三を庇かばうように立ち塞ふさがった。

　その奇き妙みような物体にジャバウォッキーの拳が直撃する──貫通することもなく、破は壊かいされることもなく、その動く物体はひらひらと宙を舞まった。そしてぴたりと、宙に浮いたそれが停止する。

『さあ、小さなお嬢じようさん。今の内にお逃げるのですよー』

「……どなた、ですの……？」

　茫ぼう然ぜんとする幼狂三に、振り返った少女は告げる。長方形、片かた隅すみにダイヤのマーク。赤い服で着き飾かざった、平面の少女。三つ編みが、ふるふると彼女の動きに合わせて揺れ動いている。

　しかしそれは──巨大なトランプ、そのものだった。

『いいから下へ、下へ。案内役がいるのですよー、いるのですよー！』

　なんというか、棒読みというかどこか平板な喋しやべり方。苦痛に呻うめきつつ、幼狂三は下を見る。……そこにも巨大なトランプがいた。

　ぴょんぴょんと幼狂三に向けて自分をアピールするようにジャンプしている、黒い服の少女……のトランプであった。

　響が啞然とした表情で、傍そばで跳ねるトランプを見やる。

「一体、これは──」

「……あら、あの方々が助けてくれるとは有り難がたいですわね」

「あの方々ってどの方々ですの？」

「……白クのイ女ー王ンは、第三領域ビナーの支配者ドミニオンを打ち倒たおし、新たな支配者ドミニオンとしてこの領域を組み替かえましたわ」

「はあ、そうですよね」

　白クのイ女ー王ンは突とつ如じよ現れた異い端たん中の異端であり、元から支配者ドミニオンであった訳ではない。さもなければ第六領域テイフアレトに辿たどり着くまでに、必ず噂うわさを聞くはずだ。それにそもそも、第三領域ビナーの支配者ドミニオンが誰だれなのかは、聞いたことがあるのだ。当然、白クのイ女ー王ンとは別人で──。

「……あ、そう言えばトランプに関係ある準精せい霊れいでしたっけ」

『いかにも左様でござる！』

　トランプが応じた。トランプの称号スートはスペード。もちろん平面である。スペード少女は日本刀を持って勇ましく振りかざしている……平面ではあるのだが。

『ござる、ござるよー！　こっちでごーざーるー！』

　それにしても、と響は思う。

　準精霊にんげん、平面になるとシュールだなあと。




　ジャバウォッキーは自身の拳を受け止めた、ダイヤのトランプを見てにんまりと笑った。

「負け犬よ」

「負け犬だわ」

「白クのイ女ー王ンに負けに負けて、逃げて行った可哀かわい想そうなトランプたち！」

『可哀想なのはそっちですよー、なぜって気持ち悪い怪かい物ぶつなのですよー、ああ、やだやだ！　これだから、信しん仰こう者はタチが悪いのですよー！　その点わたしたちは、いざとなれば王様を裏切ることに躊躇ためらいはないのですよー！』

　けらけらと愉ゆ快かいそうに笑うダイヤのトランプ。

『こらー！　ダイヤ！　何を言っているのでごーざーるー！』

『ンなことより、こっちが時間を稼かせぐから、とっとと逃げるのですよー！』

　着地した幼狂三が、恐おそる恐るといった様子で声を掛ける。

「あのう。……トランプさん？」

『はいでござる！　こちらへ、こちらへずずいっと！』

　トランプが指（平面）を指し示した先には、確かに小さな扉があった。見れば、二枚のトランプがやはり、跳躍して姿をアピールしている。

『こちらがいい！　こちらでいいぞ！』

『早く来てください、早く早くくださいください！』

　ハートのスートとクローバーのスート。二人（？）がこちらを手招いて、もといトランプの片隅をくいくいと曲げてアピールしていた。

「……とりあえず、まいりますわよ」

「合がつ点てん承知！」

「緋衣さん、背負って下さいます？」

　ジャバウォッキーは既すでに幼狂三たちを見ていない。ダイヤのトランプに対して牙きばを剝むいて、攻こう撃げきし続けている。が、どうやらダイヤは相当に頑がん強きようらしく、何度殴なぐられてもめげずに挑ちよう発はつを繰り返していた。更さらにそこへ、ジャンプしたスペードの攻撃が加わる。先ほど、響が放った弾だん丸がんに耐たえ得るほどの頑がん丈じようさを持っていた腕うでを、彼女は平面の日本刀で深く深く斬きりつけていた。

『我らは二次元の存在ゆえ、切断するのは得意なのでござる！』

『という訳ですよー！　さあ、今の内にとっとと行くのですよー！』

　確かに脱だつ出しゆつするなら、今の内なようだ。

　幼狂三たちは先ほど言われた通り、小さな扉をくぐる。シスタスがギリギリ入れるほどのサイズだったが、ハートとクローバーが彼女を背後からよいせと押すことで、どうにか潜くぐり抜ぬけた。

「あいたたた……おしり、おしりが……」

「狂三さんは豊かでいらっしゃいますからねあいだだだ！　執しつ拗ような脛すね蹴げりはやめてくださいくるみちゃんさん！」

　幼狂三くるみちやんさんはもちろん、シスタスの体についての悪口を許さない。

『もたもたしてないでさっさと行くがいい！』

『くださーい！』

　ドアの先は、更に通路が狭せばまっていた。幼狂三は比ひ較かく的てき楽に通ることができたが、響やシスタスにとってはぎゅうぎゅう詰づめにもほどがあった。

「疲つかれましたわ、引きずってくださいまし」

「わたしだって疲れてるのにー！」

「……とってもらくちんですわー」

「くっそう、可愛かわいいからと思っていい気にならないでくださいね、くるみちゃんさん！　ああもう可愛いなあ、ちくしょー！　なで回したいー！　ぐりぐりしたいー！　テレビの前でぴこぴこ踊おどっているところをビデオに収めたいー！」

「欲よく望ぼうだだ漏もれですわね」

「こわいですわ。とくにさいごの、きわめてぐたいてきなびょうしゃが、やばさをぞうふくしていますわ」

　先頭を行く幼狂三は、背後の視線に怯おびえつつ先へ先へと向かう。壁かべの色は全すべて灰色で、光はうっすらとしかなく、さながら屋根裏部屋のような雰ふん囲い気き。薄うすい光は、恐らく先ほどまで自分たちが走っていた廊ろう下かの光だろう。ということはつまり──。

「こちら。もしやかべと、かべの、すきま……でしょうか？」

『その通りだと、思うがいい！』

　壁に貼はりつくようにして走るクローバーのトランプが叫さけぶ。スポーティな装いの少女は声高らかに叫ぶ。

『ここが我らレジスタンスのアジトへと続く道だと思うがいい！』

「れじすたんす……」

『汝なんじは時崎狂三に相そう違いないと、思うがいいか!?』

「……それをしって、どうしますの？」

『我らの首しゆ魁かい、キャルト様に会って欲しいと思うがいい!!』

『どうか手を組んでくださーい！』

「あ、思い出した！　この領域の元支配者ドミニオン！　キャルト・ア・ジュエー！　確か、トランプの無む銘めい天使を使う女の人だったはずです！」

　響の素すっ頓とん狂きような叫びに、うんうんとハートとクローバーが頷うなずく。

『いかにも！　我らの首魁、キャルト様！　いいぞ、実にいい！』

「どんなかたですのー！」

『もうすぐで会ってくださーい！』

　……もうすぐ会える、という訳らしい。仕方ないので幼狂三たちは走る、とてとてと、ぎゅうぎゅうと、ぐだぐだと。





──残り　一時間十七分






　ぐるぐるぐるぐる、回り回って八周目。最初の方こそ、どうにか道順を把は握あくしようと努めていたが、やがてそんな気力も消え失うせるほど、単調な色合いの狭せま苦くるしい通路を駆かけ巡めぐる羽目になった。

　奥へ行くにしたがって狭さが解消されたことだけは幸いだった。

「まだですのー？」

　くたびれた、という幼狂三の声に、側面で疾しつ走そうするトランプたちが応じる。壁を平面状に走る様は、何となくこの世のほとんど全ての少女に嫌けん悪お感かんを抱いだかれている、〝Ｇ〟を、ちょっとだけ連想してしまった。ちょっとだけだが。

『到とう着ちやくだと思うがいい！』

『お待ちしてくださーい！』

　ようやく、辿り着いたらしい……が。薄暗い通路であることに変わりは無い。到着した、という割りに行き止まってはいない。つまりここは、部屋じゃなくて通路だ。

「どういうことですの？」

「──そりゃあ、ボクたちは逃とう亡ぼう中だからね。何でもかんでも誤ご魔ま化かしさ」

　その言葉に、幼狂三はぎょっとした様子で〈刻々帝ザフキエル〉の短たん銃じゆうを構えた。

　見えなかった。

　まったく、これっぽっちも。その姿を捕ほ捉そくできていなかった。なのに通路の真ん中から声がした。いや、今も声がするだけで姿が見えない。

「どこにいますの？　おこたえくださいまし？」

「フッ──ここさ！」

　ばさり、と通路が歪ゆがんだ。否いな、通路だったものが取り払はらわれた。周囲一帯が、白く輝かがやく部屋に変転したのである。

「何、ただの手品だよ。ようこそ、いらっしゃい。精霊の御お方かたと、そのお付きの者。そして──あの白クのイ女ー王ンに、反はん抗こうする偉い大だいなる者たちよ！」

　そう声高らかに叫んだ途と端たん、鳩はとが一いつ斉せいに飛び出していずこかへと消えた。歓かん声せいが二人のトランプから放たれる。

　その姿は、美しいというよりは不可思議というべきであった。

　シルクハット、蝶ちようのような形をした、何に使うかもわからないマスク、そしてその手には、トランプカード。

「あら、するとつまり。第三領域ビナーの元支配者ドミニオンは、手品師だった訳ですの」

　シスタスの言葉に、どこかが抜けたような笑えみを浮うかべて少女は頷く。

「そうそう。ボクの名はキャルト・ア・ジュエー！　ただのトランプ、ただの道具さ。それでええと、キミたちが……」
















　きょろきょろと、キャルトは幼狂三とシスタスを見る。シスタスは幼狂三と視線を交かわし、無言で頷いた。当然である。幼くなっただけで戦える狂三と、見た目はそのままでも二度と戦えないシスタスとでは、当然ながら前者が本物である。

　そうで、なければならないのだ。

「わたくしですわ」

　堂々と胸を張り、幼狂三が宣言した。キャルトはその言葉を聞いて、幼狂三の前に出ると片かた膝ひざを突ついた。恭うやうやしい家臣のように。

「幼き姿の精霊よ。どうぞ目的をお聞かせ願いたい」

「たおしにきましたわ」

「──誰だれを？」

　深呼吸を一つ。ここばっかりは舌っ足らずは格好がつかないと、幼狂三はゆっくりと言葉を滑すべらせた。

「無論、白クのイ女ー王ンを。彼女とわたくしは、相反する身であるが故ゆえに」

　その言葉に、二枚のトランプの表情が輝いた。キャルトもまた、不敵な笑みを浮かべて応じる。

「ならば、ボクはキミの味方であり手足となろうじゃないか。我が領域の神にも等しいキミのためであれば」

　その様は、やはり手品師というよりは騎き士しのようであった。

「どうして、そこまで？」

　不信を露あらわにして、幼狂三は訝いぶかしむ。味方なのか、それとも何か秘しているのか。少なくとも、彼女がそこまで惜おしげもなく命を捧ささげる意味が不明だ。

「先にも言った通りさ。キミはこの第三領域ビナーの神にも等しい存在。故に、信じている。ボクたちの窮きゆう状じようを、救ってくれるためにここへ辿たどり着いたのだと」

「……なるほど」

　一応、信じられる動機である。キャルトにとって、第三領域ビナーを奪うばわれた屈くつ辱じよくは計り知れないだろう。

　心強い味方になる、と思う。思うのだが──。何か微び妙みような違い和わ感かんがあった。キャルトの何かが、幼狂三の中で引っ掛かかっていた。

「……〝てあし〟となるひつようはありませんわ。わたくしには、もう〝てあし〟はひつようないのです」

「……」

　眉まゆ根ねを寄せ、顔を曇くもらせるキャルトに幼狂三は手を差し出す。

「ですが、もくてきはいっしょですわ。さあ、たたかいましょう。あなたはてあしではなく、あなたじしんとしてたたかうのですわ！」

　少し仰ぎよう々ぎようしかったか、と内心で狂三は羞しゆう恥ちにじたばたする。

「ありがとう、時崎狂三。真の精せい霊れいよ。ボクたちは同盟者として、共に戦おうじゃないか。ところで、後ろの方々は──」

「ひごろもひびきさんと、それからもうひとりの『わたくし』です」

「そこからは……わたくしが説明しますわ。舌っ足らずの『わたくし』の説明を聞いていると、ちょっと頭が痛くなってきますし」

　酷ひどい言い草だが、確かに彼女の言う通りであった。

「緋衣響でーす、狂三さんの……相棒バデイ？」

「てあしです」

「はーい、手足パートナーでーす！」

　響は幼狂三の容よう赦しやない言動にも、まったくめげない。

「なるほど、使い魔フアミリアというやつですね、ボクにも居るから分かる」

「……そんな、家族フアミリーだなんて……わたしがやっぱり妹ですかね、狂三さん。あ、でも今はくるみちゃんさんなのでわたしが姉でしょうか？　くるみちゃんさん、お姉ちゃんとお風ふ呂ろ入らない？　大だい丈じよう夫ぶ、全部わたしに任せてくれればいいから！」

「そこからいっぽでもちかづいたら、うちますわ！　うちますわったらうちますわ！」

　幼狂三は容赦なく短銃を突きつけた。これ以上響を近付かせると、大変なものを失う気がしてならなかったのだ。




　　　　◇




　──何はともあれ。

「まず、わたくしの体をなおさないとどうにもなりません」

　だいぶ、自分の短くなった舌に慣れてきたのか、流りゆう暢ちような滑かつ舌ぜつになりつつある幼狂三は手に余る〈刻々帝ザフキエル〉の短銃を眺ながめながらそう言った。この体では銃の反動があまりに大きすぎる。鏡に映る自分は可愛いのだが。超ちよう絶ぜつに可愛いのだが……だが！

「遺い憾かんながら同意でーす。キャルトさん、そもそもあのトラップはなんなんです？」

　ふーむ、とキャルトは首をひねる。説明したくない、というよりは説明をどこからしたものか、と見当を付けているようだった。

「ボクの視点からでは測りかねるものもあるし、領域の状じよう況きようを一から説明させて欲しい。いいかな？」

　狂三たちは首しゆ肯こうし、先を促うながす。

「元々、この第三領域ビナーも第イ九エ領ソ域ドと同じく無害な準精霊の避ひ難なん場所として活用されていたんだ。ボクはここの支配者ドミニオンとして影かげや時間を操作し、彼女たちを匿かくまうことが容易たやすかったからね」

「そうですねー。でも、確かそのせいで警けい戒かいされてませんでしたっけ。何しろ、どこにでも現れては、準精霊たちを救っていくので」

　響の言葉に、キャルトはいやー照れるなーと言いつつ頭を搔かいた。

「それはまあ、しょうがない。有名税と割り切っておくよ。その弊へい害がいで、この領域は隣界の中でも、時間が特にゆるゆるなんだ」

「あの扉とびらのトラップは、その一種ですの？」

「恐おそらくは。彼女の支配率であれば、この領域に限っては神に等しいからねえ。他ほかの領域ならともかく、ここの支配者ドミニオンになれば時間の操作なんて自由自在さ」

「……支配率？　聞いたことありませんわね。響さーん」

　響は肩かたを竦すくめた。

「第一〇領域マルクトと第イ九エ領ソ域ドだと、支配率ってあまり重要視されませんでしたからねえ。わたしも説明してもしょうがないので省きましたし。具体的な説明はキャルトさんにお任せしまーす」

「支配者ドミニオンがどれだけその領域を支配しているか、それを数値化したもの……というのが一番簡単な説明かな。要するに支配した領域をどの程度好き勝手に弄いじくり回せるかの割合ってこと」

　さして重要視されないのは、支配者ドミニオンとして認められるにあたってこの支配率があまり関係無いためだ。第一〇領域マルクトの〝人形遣いドールマスター〟は支配率35％程度だったが、その35％の領地のあまりの強固さで事実上第一〇領域マルクトを完全支配していた。加えて、第一〇領域マルクトではほとんどの場所が準精霊同士で殺し合い続ける戦場になっていたせいもあるが。

　ちなみに第イ九エ領ソ域ドからここまで転移してしまった幼狂三たちには与あずかり知らぬことであるが、共同で支配者ドミニオンとなった輝俐キラリリネムと絆ばん王おう院いん瑞みず葉はは支配率80％を上回っている……が、彼女たちが事象を変へん換かんするのはライブのためであって、まるで意味がない。

「第八領域ホドなんかは現在、支配率45％ずつの二大勢力が争いを繰くり広げているらしいけどね。そして、ここからが問題なんだけど……」

　ため息をついて、キャルトが告げる。

「今のボクの支配率は５％、そしてあの白クのイ女ー王ンの支配率を調べたが──１５０％を突破していた」

　有り得ない数字に、全員目が点になった。

　……最初にその真相に辿り着いたのは、響だ。

「それってまさか、他の領域も加算されている……？」

「ご名答。白クのイ女ー王ンは既すでに第イ九エ領ソ域ドを始めとする各領域に手を伸のばしているのさ」

「……そうか、あの時……」

　思い出すのは、第イ九エ領ソ域ドでルークと交戦したとき、何の前まえ触ぶれもなく一いつ瞬しゆんで出現したあの女王。まるで魔ま法ほうのようだ、と思った。あれは、あの周囲が白クのイ女ー王ンの支配領域に変わっていたからなのか。

「彼女は影を使い、領域を侵しん蝕しよくする。それもいつのまにか、だ。第一〇領域マルクト、第イ九エ領ソ域ド、それに抗こう争そう中の第八領域ホドは警戒が薄うすいせいか、ここを重点的に領域拡張を行っているようだ。そして、何より厄やつ介かいなのは一定以上の領域があれば、あの白クのイ女ー王ンは自分をねじ込める、ということ」

「対策はありますの？」

「……幸い、配下のエンプティたちの拡張は微び々びたるものでね。基本的に、あの三幹部が動かなければ、領域に〝彼女〟が顕けん現げんすることはまずない」

「第イ九エ領ソ域ドに関してはリネムさんと瑞葉さんにこのことを伝えれば対策を取ってくれるかもですけど、第一〇領域マルクトはどうしたものかなー」

「……今のところは、考えている余よ裕ゆうはありませんわ。脱だつ出しゆつができたら、考えることにいたしましょう」

「仰おつしやる通り。さて、まずは何より貴女あなたの時間を戻もどさなければならないだろうね。奪われた時間を、取り戻さなければ」

「あ、狂三さん狂三さん。あの弾たま使えませんか、対象の時間を進めるって弾だん丸がん」

「【三ギのメ弾ル】ですの？　使えることは使えると思いますけれど……」

　狂三の時間は、どうやら奪われたことは間ま違ちがいない。ということは、どこかにその時間が秘ひ匿とくされているということだ、それがどうなるのかが問題となるだろう。加えて、そもそも戻らない可能性もある。

「たとえばわたくし、【四の弾ダレツト】で時間を巻き戻すことで傷を癒いやせます。けれど、今のわたくしの力では若返らせることが難しいようですし、死した者を生き返らせることもできない。もし若返らせるとしたら〈刻々帝ザフキエル〉そのものに手を加えることが必要でしょう」

　正直に告白すると、彼女にとって一番恐ろしいのは取り戻した時間と【三ギのメ弾ル】の影えい響きようで、最終的に歳を取った狂三になってしまうことだ。

　未まだ使用できぬ弾丸が幾いくつもあり、それがどのような変化をもたらすかわからない。

　そのリスクを全すべて負ったところで、結果自体は『時間を取り戻す』場合とほとんど変わらないのだ。

「だから可能性として、時間と時間が加えられることで本来のわたくしより、一回り以上年を経へた……そうですね、三〇歳を少し越こえたあたりの姿になりかねません」

「歳としを取った狂三さん、つまり人妻風………………はうっ！」

　響が鼻血を出して倒たおれたが、幼狂三は一いつ切さいを無視することにした。最後に言い残した言葉からして、ロクでもないことしか考えていなさそうなので。

「もちろん、緊きん急きゆう時であればそんなことは言っていられませんわ。けれど、ひとまずはわたくしの『時間』を探すところから始めたいと思います。キャルトさん、あなた在あり処かに心当たりは？」

　幼狂三の言葉に、キャルトは頷うなずく。

「もちろんさ。あの部屋は最初に踏ふみ入ったものの時間を奪う部屋であり、同時にそれは、奪った時間を集積する部屋もまた存在するということ。そこまでは調べがついている」

「そこは？」

「残念ながら先ほどの組み替かえで場所は不明になった。一つだけ確実なのは、ドアには謎リかドけルが施ほどこされており、ジャバウォッキーのような番人がいるということ」

「謎リかドけル……ですの？」

「うん。トランプたちの報告によれば。……そのリドル自体は、ボクもまだ見たことがないので謎なぞのままだけど」

「番人、というのは……やはりエンプティを改造した実験体モルモツトですか。それに関しての情報はありますの？」

『いかにもさようでござる！　あやつこそは正体不明奇き々き怪かい々かい！』

　不意の声に、全員が振ふり向いた。スペードのトランプが意い気き軒けん昂こうにぴょんぴょんと跳とんでいる。

「やあ、おかえりエース。ダナイイヤンは？」

『役割を全うし、見事に破は壊かいされたでござる！』

「し、死んじゃったんですか？　そんな……！」

　響が愕がく然ぜんとした表情を浮うかべるがエース、と呼ばれたトランプの少女は不思議そうに首を傾かしげた。

『それが何か……で、ござる』

「ああ、そうだね。皆みなには、彼女たちの特性を説明していなかった」

　ぱらららら、とキャルトがトランプをシャッフルする。気取りに気取った仕草であるが、彼女の鋭えい利りな美び貌ぼうと中性的な服装のせいだろう、〝悔くやしいけど似合うとしか言いようがない〟と思わせるオーラがあった。

　ぱらぱらとトランプが切られ、そこから一枚を抜ぬき出す。

「このトランプこそが、ボクの無む銘めい天使。名前を〈創成戯画セルヴアント・エフエメール〉──能力は、彼女たちを生み出すこと」

　近くにいたハートの少女の頭を軽く撫なでた。

『照れさせないでくださーい、ふにゃ』

　愛らしく応じる少女をしかし、キャルトはどこか寂さみしげな様子で見守っていた。

「彼女たちはボクの兵隊です。ボクの霊れい力りよくを削けずって創つくり出す疑ぎ似じ生命体。命令されたことは忠実にこなしますが、コミュニケーションは全く取れません」

「……コミュニケーション、取れないんですか？」

『その通りでござる』『感情はわからないと知るがいい！』『求められた疑問に応じるだけで勘かん弁べんしてくださーい！』

　口々にトランプたちが告げる。その声は弾はずんでいるが、確かにどこか一定だった。

「ボクからすると、狂キ三ミの力こそが異常ですよ。ボクは第三霊れい属ぞくの準精せい霊れいだし、かつていた第三霊属の仲間たちも〝影〟を基き礎そとする特性上、分身を作る人たちは多かった。でも、それは言うなれば囮おとりだったりお人形だったりする程度だ。このボクでも、こんな風に喋しやべりかけると答えを返すのが精せい一いつ杯ぱい。情じよう緒ちよ豊かに振る舞まっていますが、あくまで機械的なものなんです。いや、凄すごいよねえまったく」

「……そうですわね」

　幼狂三は首肯しつつも悩なやむ。

　分身体こそは時崎狂三の〈刻々帝ザフキエル〉において、間違いなく最大最強の武器。そしてそれを生み出す弾丸が【八ヘのツ弾ト】だ。だが、記き憶おくの欠落と共にどうしてか封ふうじられている。いや、もちろん他にも封じられている弾はある。一一と一二、能力の詳しよう細さいも含ふくめて一切が欠落している。

　だが、心のどこかで【一一の弾ユツド・アレフ】と【一二の弾ユツド・ベート】に関しては問題ないという認にん識しきがあった。能力は定かではないが、それが自分の使うべき弾丸バレツドでないことだけは確実だった。

　けれど【八ヘのツ弾ト】が使えないのは不可思議で、何より致ち命めい的てきだ。

　白クのイ女ー王ンであるあの反転体は、【蠍の弾アクラヴ】という名めい称しようの能力を持っている。三幹部、少なくともルークは自分に匹ひつ敵てきする能力の持ち主だった。

　本来の時崎狂三であれば、分身体を無造作に使って圧あつ倒とう量で押し潰つぶすことができるのだが、今の自分には──。

「さて、ボクの兵隊も三枚だとイマイチしっくり来ないし、霊力も溜たまったし。そろそろ復活させるか……」

「復活……？」

　キャルトは切ったトランプから一枚のカードを抜き取る、ダイヤの９。

「それじゃ、ダナイイヤン。復活だ」

　引き抜いたカードを、キャルトは指で弾はじいた。ぱん、とクラッカーを鳴らすような派手な音と共に、少女が飛び出した。ダイヤのように赤い髪かみ、しかし先ほどと異なって元気そうなポニーテールの少女が現れた。もちろん、平面であるが。

『授さずかりましたッス！　アタシ、参上ッス！』

「うん、良かった。語ご尾びが誰だれとも被かぶってない」

「重要なんですの、ソレは」

　呆あきれるように幼狂三が呟つぶやくと、神しん妙みような表情でキャルトは言う。

「だってこの個性がないと、ボクのために敗れた連中を思い出せないからね」

「……」

　たちまち重くなった雰ふん囲い気きに、キャルトは慌あわてて続ける。

「そんなことはどうでもいいんですよ。それよりキミの力だ、キミの力が勝利の鍵かぎとなる」

「まあ、わたくしの力も重要ですけれど──」

　ふと、閃ひらめくものがあった。彼女はこの四枚のトランプを使し役えきしていたらしい。ということは、彼女の情報もある程度入手しているのではないか。

「……キャルトさん、一つ伺うかがいたいことがあるのですけど」

「ボクに分かることであれば、何なりと」

「あの白クのイ女ー王ンは──分身体を作っていまして？　自分と寸すん分ぶん違たがわぬ、過去を利用した分身を」

「いや、ボクが交戦したのは一度だけど、彼女が仲間を増やす能力は【蠍の弾アクラヴ】と呼ばれるものだった。それ以外の力で、仲間が増えたことはない。もちろん彼女にくっついているエンプティたちは別だけど」

「エンプティたちが……」

「彼女たちは、ただの虚きよ無む。何人いたところで問題ないさ」

　無む垢くにして無害にして虚無。それがエンプティという少女たちだった。

　だが──そういう存在であった響は、既すでにして懸け念ねんを抱いだいている。

「そんな彼女たちをあの白クのイ女ー王ンは怪かい物ぶつに変えています。そしてそれを彼女たちも望んでいる。あれは決して脅きよう迫はくではなく、カリスマであり信しん奉ぽうです」

　エンプティたちにとって、白クのイ女ー王ンは主人というよりは神に近い。

「彼女たちを、侮あなどってはいけないんじゃないかと」

「分かっているさ、そんなこと。キミに言われるまでもない。こっちも戦っているんだ。何もできなさそうなキミと違ちがってね！」

「むむむむむ！」

「ぐむむむむ！」

　どこか不服そうに、不満そうにキャルトは告げて響を睨にらむ。響も負けじと睨み返す。これから共に白クのイ女ー王ンと戦うべき仲間だというのに、なぜか彼女たちはそこはかとなく険悪な雰囲気を漂ただよわせていた。

　幼狂三がぱんぱん、と両手を叩たたく。

「はいはい、エンプティたちの話はそこまで。脱だつ線せんしすぎですわ。怪物の話に戻もどりましょう。結局、わたくしが時間を取り戻すべき部屋の番人とは何者なんですの？」

『正体不明！』『摩ま訶か不ふ思し議ぎ！』『絶対不可視！』『完全無欠！』

　四枚のトランプがパニックに陥おちいったように、ひらひらと踊おどる。

「とりあえず名前だけは分かっているのさ。〝スナーク〟。ご存知ルイス・キャロル作、正体不明の怪物だ」

　ルイス・キャロル作「スナーク狩がり」において、スナークとは五つの特とく徴ちようを持つ。




『味はスカスカでパリパリ。魂たましいの匂においがする』

『朝あさ寝ね坊ぼうする。午後五時に朝食を食べて翌朝に夕食だ』

『冗じよう談だんは分からない』

『海水浴用車をがらがら引いている』

『羽が生えてて嚙かむ奴やつと髭ひげが生えてて引っ搔かく奴がいる』

『普ふ通つうは無害だが、ブージャムだけは例外』




　そこまで言ったところで、響が手を掲かかげた。

「あのー、すいません。わたし、ルイス・キャロルは全然知らないんですけども。これ、無茶苦茶じゃありません？」

「当然ですわ」

　幼狂三が応じる。

「スナークとは、言ってしまえばルイス・キャロルが想像した仮想の生物。挙げられた滅め茶ちや苦く茶ちやかつユーモラスな特徴は、物語を面おも白しろくナンセンスに仕上げるためのもの。現実の怪物に、こんな特性があるとは思えませんわ」

「慧けい眼がんだね。要するに〝スナーク〟と我々が規定している存在は──『何もわからない』『何も勝てない』『何も見えない』……現時点で、彼女たちは〝スナーク〟と交戦して勝ったことがない。ただ一方的に攻こう撃げきされて、敗北するだけ。ボクも一度戦いましたが……姿すら捉とらえられなかった」

「姿すら？　攻撃を受けたときはどんな感じでしたの？」

「打撃だったような、斬ざん撃げきだったような、銃じゆう撃げきだったような、ともかくかなり痛かった。ボクの霊装ドレス、これでも結構な攻撃を防いでくれていたんだけど……あれ、咬かみ千切られたような記憶もあるな」

「要するに曖あい昧まいですのね」

「その通り。いやお恥はずかしい」

「いいえ、いいえ。大だい丈じよう夫ぶです、それなら何とかなりますわ。ありがとう、キャルトさん。その〝スナーク〟であれば、わたくしでも勝てますわ」

　自信満々に、胸を張って。幼い姿のまま、時崎狂三はそう宣言した。





──残り　一時間六分






　　　　◇




　とんとんとん、とそっと背中を叩かれる感覚があった。振り向こうとした響は、耳元で囁ささやかれ、硬こう直ちよくした。

（そのまま動かないでくださいまし、喋るのも禁止ですわ）

　シスタスこと脱だつ出しゆつした分身体が響に寄りかかりつつ、背中を指で叩かれた。無言で響は微かすかに首しゆ肯こうした。

（わたくし、あの準精霊が信用できませんわ）

　その言葉に響もシスタスの背中を指で叩いて返答する。

（確かに、少し引っ掛かかる部分はないでもないですけど……）

　キャルトに関しては、確かに響も思うところがある。目的は──恐おそらく、この領域を再度取り戻すことだろう。それは分かる。

　精霊の存在は、隣界に住む準精霊ならば誰もが耳にしたことがある。というより、何となく、魂が理解しているのだ。

　この世界には、かつて精霊がいた。

　その力は自分たちが絶対に及およばぬ領域であり、限りなく神に近いのだ、と。

　しかし、今の時崎狂三はその力を見せることができていない。精霊であるという証明が、できていないのだ。分身体が存在する、というだけで証明しきれているとは言えない。

　そもそも、幼い姿の時崎狂三と隣となりにいる時崎狂三が同一の存在であるという保証すらもない。……だから、信しん頼らいするのがあまりに早すぎるように響には思うのだ。

　もちろん、第三霊れい属ぞくである彼女にしかわからない何かがあるのかもしれない。直感的に神と呼ぶべき存在を理解できているのかもしれない。

（ともかく、お気を付けなさいませ）

（わかっています）




「さあ、響さん。スナーク狩りと参りますわよ」

「あ、はい！　でも、どうするんですか？　正体不明なんでしょう？」

『いかにも左様でござる。一体如い何かなる方法で討とう伐ばつするでござるか？』

　スペードエースの言葉に、幼狂三は不敵に笑う。

「言葉で伝えてはダメでしてよ。正体不明の敵には正体不明の攻撃をぶつける、これが鉄則ですわ」

『？』『？？』『？？？』『？？？？』

　トランプたちも、キャルトも、響も揃そろって首を傾かしげる他ほかない。ただ一人、シスタスだけが、ああなるほどと呟いた。

「けれどアプローチとしてはどちらの方向になりますの？」

「あれは、わたくしたちの反転体が産み落としたもの。で、あれば──まあ、原作そのままでしょうね。ほら、反転体とは捻ひねくれたものですから」

「ですわね」

「狂三さーん、くるくるくるくる狂三さーん！　お二人で自己解決してないで、具体的に言ってくださいってばー！」

「皆みなさんは件くだんの部屋に通じるドアを探していただければそれで構いませんわ。それから響さん、その妙みような呼びかけは金輪際やめてくださいまし？」

　そうして、四人と四枚の奇き妙みような冒ぼう険けんが始まった。目標はスナーク。スナーク狩りである。











○ハンティングの優雅な一時






　階段を上り、廊ろう下かを走り、最初に遭そう遇ぐうしたのは罠わなの部屋だった。

　開いたドアから、部屋に踏ふみ入ろうとした幼狂くる三みがぴたりと足を止める。何か、イヤな予感がした。部屋に調度品は何もない……真っ白い壁かべ、真っ白い床ゆか、真っ白い天てん井じよう。……いや、よく見ると天井の四よ隅すみが微かに汚よごれている気がする。

「……なんだか、危険な香かおりがいたしませんこと？」

「なら、トランプに先行させよう。えーと、ハートトウエルブ！」

『ご了りよう承しようくださーい！』

　ひらりとハートトウエルブが舞まい上がり、部屋の中央に向かって行く。

　幼狂三たちはごくりと、扉とびらの外側でその様子を見守っていた。微かな震しん動どうに、響ひびきが顔をしかめて、地じ震しんかと周囲を見回す──上を見て凍こおり付く。

「くるみちゃんさん！　上！　上！」

「その呼び名はいい加減やめてくださいまし。で、上がどうしまし……!?」

　ギロチンのようにシャッターが落ちてきた。咄とつ嗟さに飛び退のいた幼狂三は事無きを得たが、ハートトウエルブは脱出することができず、閉じ込められてしまった。

「ハートトウエルブ！　無事かい!?」

『だ、大丈夫！　でも早く助けてくださ……って、ああ！　天井が沈しずんでくるーー！』

「何だって……!?」

『うわーん、止めてくださーい！　こ、このままだと潰つぶれちゃう……！』

　幼狂三も、響も、キャルトも、最も早はや為なす術すべ無く事態を見守るより他はない。降りてきた鋼鉄のシャッターは、トランプでも銃じゆう弾だんでも破は壊かいできない。

『うう、私が死んでも泣かないでください。そしてどうか、風とかになって私を見守ってくださーい……あー、天井が、天井がー……むぎゅう』

　いささか気の抜ぬけた遺ゆい言ごんと気の抜けた悲鳴。

「ハートトウエルブー！」

　キャルトの絶ぜつ叫きよう。同時にシャッターが開く。

　果たしてそこにはペラペラになったハートトウエルブがいた。というか、元から平面のせいでほぼ無傷だった。

『鼻が潰れかけなので、助けてくださーい……』

「それだけで済んで良かったのでは」

「先ほどの遺言はなんだったんですの」

「やっぱりか！　ええい、分かっていたのにやられた！」

『パニックだったので勘かん弁べんしてください……』

　恥ずかしそうに、ハートトウエルブは頰ほおに手を当てた。

「でも狂三さん。これ、どうします？　わたしたちは多分、普通に潰れて死ぬと思うんですけど……」

「ですわね。なので、ここは駆かけ抜けますわ」

「駆け抜けられるような速さだったとは思えないけど……」

「駆け抜けられる速さにすればいいのでしょう？　簡単ですわ」

　幼狂三が短銃を構えた。

「【二ベのー弾ト】！」

　天井に向かって遅ち滞たい用の弾丸を撃うち込み、幼狂三は部屋の中央へ向かって疾しつ走そうする。

「次弾装そう塡てん。【七ザのイ弾ン】……！」

　幼狂三の存在を察知したのか、すぐさま向こう側の出口のシャッターが降りて行く。だがシャッターが降りるより先に、幼狂三は【七ザのイ弾ン】……時間停止の弾たまを撃ち込んだ。

「さあさあ皆さん、急ぎませんと承知しませんわよ!!」

　その言葉に、一同泡あわを食ったていで部屋を駆け抜けた。




　　　　◇




　辿たどり着いた次の部屋は、罠こそなかったが扉を開けた途と端たんに全員が立ち竦すくむ程度には恐ろしいものだった。

　先ほどと違ちがって部屋全体が息苦しくなるほどに狭せまい。なのに室温は妙に低い、そして何よりの特とく徴ちようとして、天井から伸のびた鎖くさり付きの鉤フツクにエンプティたちがぶら下がっていた。

　全員、入口で足を止める。だが、既すでに背後のシャッターは降りきっていて、このまま前に進むしかない。だが、ぶら下がった無数の空っぽ娘エンプテイに足を止めざるを得ない。彼女たちはまったく微び動どうだにせず、右手には無む銘めい天使ではなさそうな、ありきたりのナイフ。顔はどれもこれも似たり寄ったりで、区別がつかない。

　虚うつろな表情のまま、だらりと首を下げたり、あるいは頭を上げたりしたままだ。有り体に言って、かなり怖こわい。

　そして問題が一つある。この隣りん界かいに、死体と呼べるものは存在しない。死ねば光になって消えるだけ。つまり、彼女たちは全員生きているはずなのだ。あるいは、死にながらも生きている。……即すなわち、生きている死体というものだろうか。

　ごくり、と響が唾つばを飲みつつ幼狂三にしっかりと縋すがり付いた。

「くるみちゃんさん、エンプティとか楽勝ですよね？　ね、ね、ね？」

「その呼びかけはやめてくださいまし、何度言わせるつもりですの。……それはともかく、ええ、もう大変楽勝ですわね」

「だったら」

「いえむしろ響さんでも楽に勝てるのでは？　というか勝てますわよね、大丈夫ですマイフレンド、信じておりますわ～」

「都合のいいときだけの友達だ！　キャルトさん、キャルトさんなら楽勝ですよね。何しろほら、元支配者ドミニオンだからして！」

「元とか言うな、失礼だな緋ひ衣ごろも響。それはともかく、その、何だ、えっと……もしかすると、このエンプティたちは……ボクの元友達かもしれない……気がしないでもない……ああ、ボクには彼女たちを攻こう撃げきできないなー……」

「唐とう突とつに重たそうな過去を明かすとか噓うそつけにゃろー！　わたし絶対にイヤですよ！　ここ、完全にホラー部屋じゃないですか！　わたしの苦手分野です！」

「何だと緋衣響！　精せい霊れいに仕える準精霊としての自覚を持て！　羨うらやましい！」

「仕えてませーん！　わたしと狂三さんは一いち蓮れん托たく生しようの同志でーす！」

「ああもう、わたくしが行きますわ。何ですか、まったく身動き一つしないエンプティたち程度に、わたくしが負けるはずありませんわ！」

「……くるみちゃんさん、ソレめっちゃフラグっぽいです」

「おだまりなさいまし！　行きますわよ…………行きますわよ！」

　すーはー、と深呼吸と共に幼狂三が一歩踏み出した。かつん、という足音が響ひびいた途端、ザザザッ！　と一いつ斉せいに幼狂三にエンプティ・ゾンビ（仮名）たちの顔が向けられた。

「ひっ」

　思わず、そんな悲鳴を漏もらした。いや、もちろん撃てばいいのだが何な故ぜだか撃つと、余計に事態の悪化を招きそうな気がした。

（くるみちゃんさん、大だい丈じよう夫ぶですかー!?）←ジェスチャー

（大丈夫ですわ!!　そこでじっとしていてくださいまし！　ルートを確保しますわ！）←ジェスチャー

　幸い、彼女たちは近寄ることはない。ただ、じっと幼狂三を見つめているだけだ。彼女たちの黒目がやけに大きい気がする。何かもう、たまらなく恐おそろしい。

　誰だれかが自分を見る、視線を集める、それは時とき崎さき狂三には慣れっこであるが、ここまで無機質な視線は、さすがに未体験だった。

　喩たとえるなら、無数の人ひと喰くい鮫ざめに見み据すえられているよう。無意識に、呼吸すら止めてゆっくりと歩く……歩く……鼻……が……。

「はくちょ！」

　幼狂三の可愛かわいらしいくしゃみと共に、何かが爆ばく発はつしたようにエンプティたちが動き出した。手にしたナイフを振ふり上げ、一斉に襲おそい掛かかる。その様はどこか非人間的で、人形が自動的に動いているような動作だった。

「キャーーーーーーーーーー！」

　悲鳴を上げつつ、幼狂三は〈刻々帝ザフキエル〉の短銃を撃ち放った。吹ふき飛ぶ頭部、本来なら霊装ドレスごと消しよう滅めつして然しかるべき一撃、しかしそんな致ち命めい傷しようすらものともせず、エンプティ改めエンプティ・ゾンビは頭部がないまま、出で鱈たら目めにナイフで斬きりつけてきた。

　痛い、というよりはひたすら恐ろしい。

「このっ……！」

「お、お手伝いします！」

「ボクたちも！」

「わたくしはお休みしますわー……」

　事態の変転にようやく思考が追いついた響とキャルト、それにトランプたちも部屋に踏み込んだ。ぐるりと首を回転させ、迎げい撃げきするエンプティ・ゾンビ。

　まるでコマ送りの人形のようにカクカクとした動きで、エンプティ・ゾンビたちは手当たり次し第だいに目の前で動き、音を立てる誰かを斬り続ける。

「足！　足を狙ねらえ！」

　キャルトがトランプで真っ白な足を切り裂さいた。だが、エンプティたちは意にも介かいさない。跳はね上がりながら執しゆう念ねん深く幼狂三たちを追撃する。

「なんなんですか、なんなんですかコレぇっ！」

　涙なみだ目めになりながら、響は自身の無銘天使〈王位簒奪キングキリング〉を振り回して必死になって撃退する。

「このエンプティたち、強い……!?」

「こういうのは強いと呼ぶべきではありません。しつこい、と呼ぶべきですわ！」

　不死身、といえば聞こえはいいがこれでは最早昆こん虫ちゆうだ。共食いならぬ同士討うちまで始まっている。背中を切り裂かれる苦痛に呻うめきつつ、幼狂三はどうにか次の部屋へと向かうルートを確保した。

「【一アのレ弾フ】！」

　自身に弾丸を撃ち込み、殺さつ到とうするエンプティ・ゾンビたちの頭を踏ふみ締しめながら、脱だつ出しゆつ口へと一気に跳ちよう躍やくする。背中の安全を確保した幼狂三は、転てん倒とうした響にナイフを振りかざしたエンプティ・ゾンビの胴どう体たいを弾丸で引き千切った。

「この子たち、血が出ないからいいですけど、現実だったら大スプラッターですね！」

「どうでもいいですから、さっさとこっちにおいでなさい！」

　幼狂三の言葉に、響は這はいつくばりながら慌あわてて幼狂三と合流した。

「響さん！　扉とびらの向こう側に何かあるのか、調べてくださいまし！」

「……この先は廊ろう下かです、とりあえず何もありません！」

　扉を開いた響が叫さけぶ。

「キャルトさん！　トランプにシスタスを運ばせてくださいまし！」

「はい！　スペードエース！　ダナイイヤン！　彼女を運べ！」

『承知したでござる！』『了りよう解かいッス！』

「よろしくお任せしますわ」

　シスタスは二枚のトランプに担かつがれて、ふわりと宙を浮ういて運ばれていく。宙を行くシスタスにも襲い掛かるエンプティ・ゾンビだが、出口に辿り着いた幼狂三と、〈刻々帝ザフキエル〉の長ちよう銃じゆうを借りた響が、次々と撃ち落とす。

　キャルトが扉を開き、ハートトウエルブとクローバーフオーが幼狂三たちの前に立って狙そ撃げきする彼女を必死になって守る。

　一体のエンプティ・ゾンビがスペードエースの端はしを摑つかんだ。

『ぐっ……ダナイイヤン！　自分は離り脱だつするので、後は頼たのむでござる！』

　スペードエースはそう告げて、シスタスをダナイイヤン一枚に任せると、自分を摑んでいるエンプティ・ゾンビに斬りかかった。

『任されたッス！』

「スペードエース！　来られるか!?」

『無理でござろうなー！　という訳で、拙せつ者しやこれにて離脱！　おさらばでござる！』

「……うん、分かった！　今までありがとう！」

『宿命でござる！　お気になさらず！』

　そのとき、幼狂三と響は確かに見た。スペードエースの顔が、少しだけ泣いているのを。だが、それは一いつ瞬しゆんの出来事。運ばれてきたシスタスと共に幼狂三と響は廊下に雪な崩だれ込み、殺到するエンプティ・ゾンビを防ぐかのように扉は閉められた。

　狂三、シスタス、響は気まずそうに押し黙だまる。

「スペードエース……ござるで分かりやすかったのに……ぐすっ」

「今、言うべきコトですかそれ!?」

『ごーざーるー』

　響がツッコんでいると、カードの角を引き裂かれた状態のスペードエースがずるずると扉の隙すき間まから這い出てきた。

『……と思ったでござるが！　すいません、何とか助かったでござる！　角を破られただけで済んだでござる！　いやー、泣き損ですなご主人！』

「おい、ボクの涙返せよ！　返せよ！　キミたちのそういうところが、ボクを別れの度たびにドライにさせてんだからな!?」

　キャルトがマジギレした。





──残り　　　四七分






　　　　◇




　廊下を走る──途と中ちゆう、巡じゆん回かいと思おぼしきエンプティたちがいたが、躊ちゆう躇ちよなく粛しゆく清せいした。

　先ほどのエンプティ・ゾンビたちが望んでなのか、無理矢理なのかは分からない。分からないが、あの部屋とジャバウォッキーという存在を許容している時点で、この第三領域ビナーにいるエンプティたちは、時崎狂三にとって一人残らず敵となった。

　全員、一ひと塊かたまりになって動く。誤ご魔ま化かしようがないので、天てん井じようや壁かべに擬ぎ装そうしたトランプたちを先行させて、戦せん闘とうを極力回かい避ひする。やむを得ず戦闘になっても可能な限り迅じん速そくに、騒さわがせずに仕留める。幸い、キャルトの無銘天使ぶきである〈創成戯画セルヴアント・エフエメール〉は、投とう擲てき武器として使うことができ、何より音が無かった。

「三幹部たちにさえ会わなければ、ボクでもこの通りさ」

　そう言いつつ、彼女はエンプティたちを瞬またたく間まに葬ほうむり去る。

　正直に響は強い、と感じた。あの蒼ツアンとはまた違ちがった強さ。蒼の強さはとにかく真っ向勝負での強さだ。あらゆる奇き策さく、その悉ことごとくを恐ろしい破は壊かい力で葬り去る。

　対するキャルトの強さは搦からめ手の強さ。配下となるトランプを使って追い込み、相手を混乱させ、手品のように消えては現れる。

　時崎狂三の強さと同質なのだ、と響は気付く。

　以前、第一〇領域マルクトで穏おだやかに過ごしていたとき、共に暮らしていた陽ひ柳りゆう夕ゆ映えに第三霊属の準精霊についての話を聞いたことがあった。




　──うん、弱いのは確かかな。一〇回戦っても一〇回勝つ自信がある。

　──でも、どうだろう。何と言うか、他ほかの準精霊と違って第三霊属の準精霊は底知れなさがあるんだ。もしかしてこの能力が更さらに先せん鋭えい化すれば、次は負けてしまうんじゃないか。たまにそう思うことがある。

　──何が起きるかわからない、あのドキドキ感は……ちょっとたまらないね。




　その第三霊属にして、第三領域ビナーの支配者ドミニオンであるキャルトは確かに、底知れない強さだった。それだけに、響はやはり奇き妙みようなズレを感じて不安だった。

『見つけてくださーい！　あ、違う！　見つけたくださーい！』

「ややこしいですわね……」

　ドアを発見したらしいハートトウエルブがひらひらと舞まっている。

「ありがとう、ハートトウエルブ」

「さて、まずはドアを開いて──あら？」

　ドアノブを握にぎろうとした幼狂三が手を止める。

「どうしました？」

「……ありません」

　響もドアを見て納なつ得とくした。真っ白い廊下の中、そのドアは殊ことの外ほか目立っていた。

　蒼あお白じろい天文時計（動いていない）がドアの上半分を占しめていて、下半分には文字が刻まれていた。そして、肝かん心じんなことが一つ。

「ドアノブ……ありませんね」

　その扉には開けるために必要なノブが無かった。

「となれば、そこの文字が問題なのでしょうね」

　狂三が指差した先、ドアの下半分に文字が刻まれていた。文面は次の通り。




〝赤・黒・青・白。いずれでもあっていずれでもない〟

〝概がい念ねん、概念、ただの概念だ。摑むことも触ふれることもできない〟

〝だから、それがスナークへの扉だ。ただ一つを的中させろ、さもなくば罰ばつが下る〟




「ここが……スナークがいる部屋と考えて良いのでしょうか」

　響にしてみれば、スナークという単語を除けば意味不明の文章だった。それはトランプたちも一いつ緒しよらしく、むー？　などと揃そろって首を傾かしげていたりする。

　キャルトが言った。

「謎なぞの答えは分かったけど……これをどうしろ、と言うんだろうね」

「え、分かったんですか？」

「そりゃそうさ、簡単だもの」

　かんたん、と呟つぶやきつつ響はもう一度文章をまじまじと眺ながめた。

　……正直に言って、さっぱり意味不明だ。その焦あせりを感じ取ったのか、シスタスがそっと背中を突つっついて答えを教えた。

（空、ですわよ）

「……ああ、空！」

「そう、空」

　夕暮れなら赤色であり、夜なら黒色であり、朝なら青色であり、雪が降るなら白色であり、時間で変化する以上はそのどれでもない。

　答えは簡単だが、確かにその次が難題だ。

　それが答えだとして、そもそも空を的中させろ、とはどういうことか。

「ふむ……」

　幼狂三はしばし考えて、天文時計に目を留めた。時間を操作する、という能力のせいか、時崎狂三は時計について詳くわしかった。自分の知識を引っ張り出したところ、天文時計には様々な形があり、特に定型が決まっている訳ではないはずだ。

　一つだけ決められているのは黄こう道どう十二星座や月げつ齢れい、太陽など天文的な何かを測定できる機能を必ず持っている、ということ。当然だ、それがなければただの時計であって天文時計ではない。

　そしてこの時計は、時間の他ほかに黄道十二星座が盤ばんに描えがかれていた。

　牡お羊ひつじ座ざ、牡お牛うし座ざ、双ふた子ご座ざ、蟹かに座ざ、獅し子し座ざ、乙おと女め座ざ、天てん秤びん座ざ、蠍さそり座ざ、射い手て座ざ、山や羊ぎ座ざ、水みず瓶がめ座ざ、魚うお座ざ。……蛇へび遣つかい座ざは無いようだ。

　空を的中させろ、ということはこの中の一つを選べということだろう。

　だが、ヒントがない。

「最後の文面の罰は、嫌いやな予感以外しませんね……」

「しかしそもそもこの謎リかドけル、何のために存在するのやら」

　重要な場所だ、というのであれば護衛を増やせばいい。厳重に警けい戒かいすればいい。なのに、謎解きを一つおいて放置とは。

　不明だが、今はこの謎を解く方が先決だ。

　一行目は空を指し、二行目は空のヒント、三行目が選せん択たくと外れた場合の罰。

　シンプルなので、考える余地がない。

「響さん、キャルトさん、それから『わたくし』、何か思いついたことがあれば、何でも仰おつしやってくださいな」

「んー……キャルトさん、どうぞ！」

「二行目に何か別の意味があるとか……」

「それを言うなら三行目もですわ」

　一行目が空を指している、これは間ま違ちがいない。なら二行目と三行目。文章をバラバラに分解し、星座のヒントがないかを確かく認にんする。

　動物を指すものは一いつ切さいない──牡羊座、牡牛座、蟹座、獅子座、蠍座、山羊座、魚座は一いつ旦たん消す。残るは双子座、乙女座、天秤座、射手座、水瓶座。

「対ついになるような語句はありませんよね」──双子座を一旦消す。

「女性性を指し示す語句もありませんわ」──乙女座を消す。

「天秤であるなら錘おもり、あるいは平へい衡こう、傾かたむき……どれもないね」

「射手座と水瓶座……空を指している文面はなく、弓矢を指している文面も……」

　……そこで、幼狂三とシスタスが同時に一つの単語を指差した。

「ありましたわ」

　的まとに中あてると書いて的てき中ちゆう、それは即すなわち弓と矢を指し示す単語に他ならない。

「では射手座ですわね──」

　そう言って幼狂三がそろそろと指を伸のばす──寸前で、響が叫さけんだ。

「ちょっと待ったーーー！」

　響が慌あわてた様子で幼狂三の指を摑つかみ、折れろとばかりに引っ張った。

「あいだだだだ!?　何しますのーーー!?」

「二行目！　二行目を良く見てください！　〝摑むことも触れることもできない〟！

　射手座の紋もん章しように直接触れたらダメなんです！」

　その言葉に、幼狂三も慌てて身を引いた。確かに響の言う通り、射手座の紋章に触れてはならない。

　そうでなければ、二行目の意味があまりに薄うすい。一行目のヒントなど、本来は不要なはずなのだ。

「摑むことも触れることも禁じられているなら、どうやって──」

　キャルトの問い掛かけに、ようやく幼狂三は全すべてを看破できた気がした。

「それなら、撃ち抜くまでですわ」

　摑んだ短たん銃じゆうを優ゆう雅がに構えて、幼狂三は蠱こ惑わく的な笑えみを浮うかべる。

　狙ねらいは空に輝かがやく射手座の紋章。摑まず、触れずにその紋章に的中させる。

　引き金トリガーを引く。

　弾だん丸がんは他の星座には触れることなく、射手座の紋章のみを撃ち抜いた。途と端たんに音を立てて重い鉄てつ扉ぴが震ふるえて動き始めた。

「やったー！」

「まだだよ、緋衣響。今から〝スナーク〟狩がりだ、気を引き締しめたまえ」

「ぐっ……た、確かにそうですね。気合入れましょう！」

　キャルトのもっともな言葉に、響は拳こぶしを握り直す。そこへ相変わらず疲つかれた顔をしたシスタスが手を掲かかげた。

「ああ、申し訳ありませんが。ここはわたくしたちで行かせていただきます。よろしいですわね、『わたくし』？」

「……あら、あら。よろしいんですの、シスタス。確かにあなたでも構いませんけれど」

「『わたくし』が取ろうとしている手段くらい、わシたスくタしスですから理解できますわ。一人より二人の方が、やりやすいでしょう？　わたくしも少しくらい役立っておきませんと」

「まあまあ、それは実に良い心がけでしてよ？」

「ええ、ええ。それでは参りましょうか、『わたくし』？」

「響さん、キャルトさん、お二人はお留守番でしてよ」

　響とキャルトは二人揃って、ぽかんと口を開いた。

「二人だけで？」




　　　　◇




　──唐とう突とつですけれど、妖よう怪かいの話をいたしませんこと。

　幼狂三はそう切り出した。シスタスはクスクスと面おも白しろそうに笑って「どうぞ」と応じた。

　頷うなずいた幼狂三は、既すでにスナークが居るはずのこの部屋を恐おそれることもなく滔とう々とうと喋しやべり始める。

「妖怪とは色々な説話や信しん仰こうが入り混じっていますけれど、突き詰つめれば〝現象〟に他なりませんわ。害を為なすから妖怪なのではなく、害を為されたから妖怪になり得るのですわ」

「つまり、被ひ害がい者しやが妖怪を作り出すという訳ですわね。含がん蓄ちく深いお話ですわー」

　部屋の内部はいかなる現象か、無数の星が瞬またたく夜空が広がっていた。場所は、鬱うつ蒼そうと樹木が生おい茂しげる森林地帯。恐らくだが、花畑の空のように飛んでも何かに阻はばまれるだけだろうな、と幼狂三は思った。

　しんしんと静かな空気、全身を撫なで回すように不快な冷気。シスタスは響という支えがないと、歩くのも辛つらいのだろう。木の一つにもたれかかっていた。

　二人とも、当然のように感じ取っている。姿は見えないが、確実に誰だれかがいる、と。そして彼女の感情も手に取るように分かった。




「私を恐れろ」と。




　気配はある、だが姿が見えない、物音はする、だが姿を捉とらえられない、くすくすという笑い声も。しかもそれが少しずつ少しずつ、近付いてくるのが分かる。

　……だが。幼狂三とシスタスは慌てることも銃じゆうを構えることもなく、のんびりとした会話を続けている。

「たとえば乾かん燥そうした寒冷な土地でつむじ風が吹ふき、道行く人の肌はだがいつのまにか傷ついていた──というだけなら、不可思議極きわまりありませんわ。ですが、それを鎌かま鼬いたちと名付ければ、それは恐ろしくとも不思議ではなくなります。そして更さらに、それを解かい剖ぼうして骨組みすら理解してしまえば、恐きよう怖ふさえなくなりますわ」

　それは鎌鼬でもなく謎めいたものでもなく、ありふれた自然現象であり、神の怒いかりや仏ぶつ罰ばつを与あたえられた訳ではないのだ、と。

「あやふやなもの、不可思議なもの、不可解なもの──分からないものに名前をつける。しかし〝スナーク〟に限ってはそれが逆。なぜなら、〝スナーク〟とは仮想の怪かい物ぶつあるいは妖怪に他ならない。仮想の存在なのだから、現象は未知数というより他ない。だからここでは、こちらが言ったことが正しくなる」

　キャルトと配下のトランプたちが敗北するのも無理はない。

　彼女は〝スナーク〟を未知なる恐怖として扱あつかった。こう叫んだのかもしれない。

「姿が見えない！」「攻こう撃げきがわからない」「どこから襲おそってくるのかわからない」そして何より「これでは勝てない」と。

　そう思い込んでしまったのであれば、〝スナーク〟はそういう概がい念ねんとして動き出す。

　不可視・不明・未知・絶対無敵の怪物として。……逆にいうと、答え合わせをしてしまえば全ては簡単なのだ。

「それでは参りますわよ、シスタス？」

「ええ、ええ。いつでもどうぞ、『わたくし』？」

　飛び跳はねた幼狂三が、恐れも知らぬとばかりにくるくると廻まわりながら謳うたい上げる。

「一度唱えて確定し。二度唱えて鍵かぎを掛け。三度唱えて現実に！」

「〝スナーク〟はここにいますわ、おりますわ。もちろん、当然、見えますわよね、『わたくし』？」

「ええ、ええ。もちろんですとも。〝スナーク〟はここにいますわ、跳とぶでなく飛ぶでなく、のろのろのろのろ、わたくしたちの目の前におりますわ！」

「うすのろ〝スナーク〟！　へっぴり〝スナーク〟！　よわむし〝スナーク〟！」

「無む為いに無力で無む謀ぼう、無む恥ちで無様で無知！」

「いざ事此こ処こに至れば、最も早はや〝スナーク〟はブージャムにもなれませんわ！」




　──瞬しゆん間かん、魔ま法ほうは解けた。




　無む貌ぼうの少女が、ひどく怯おびえた様子でへたり込んでいた。〝スナーク〟と呼ばれ、恐れられ、無敵だったはずの少女は、茫ぼう然ぜんとしていた。顔はないが、焦あせっていることだけは如によ実じつに伝わってきた。

「な、んで……どうして……」

　幼狂三は酷こく薄はくに告げる。

「あなたが崇すう拝はいしている白クのイ女ー王ンの思考など、手に取るように分かりますわ。何しろ、反転体であろうがわたくしたちですもの。〝スナーク〟の存在を知っていたら、再現せずにはいられませんわ」

　無知であれば無敵であり続ける概念。その癖くせ、特性を理解している彼女にとっては絶対に勝利できるという操あやつりやすさ。貯ちよ蓄ちくした時間を守る番人としては的確だったろう。

「あなたに恨うらみはありませんわ。そちらも恨みはないでしょう。ですが、白クのイ女ー王ンに与くみする以上は敵でしてよ。さあ、わたくしの時間を返していただきますわ」

「……ッ！」

　逃にげようとしたのか、あるいは立ち向かおうとしたのか、〝スナーク〟は牙きばを剝むいたが弾丸の方が早かった。

　撃たれた〝スナーク〟は、切々とした声で告げる。

「……どうして……女王に……あなたたちだって……どうせ……いずれ死ぬ……命の……くせに……」

　その言葉を、幼狂三はせせら笑った。

「わたくしたちは、命の使い所を知っているのです」

　もう一度撃った。

　無敵の〝スナーク〟が死ぬと、途端に夜空も鬱蒼とした森林も消え失うせた。代わりに現れたのは無数の時計だ。目覚まし時計、置き時計、柱時計、砂時計や腕うで時ど計けいに至るまで。この世に存在するあらゆる種類の時計が集められているかのようだった。

　シスタスが少しよろめきながら立ち上がると、喜びに震える声で叫んだ。

「ああ、ああ。良かった、ありましたわ！　わたくしたちの『時間』が！」

「これが全て……『時間』ですの？」

　だとすれば膨ぼう大だいだ。一台が一人分の時間だとすれば、この倉庫には数千人以上の時間が保管されていたことになる。

「白クのイ女ー王ンが何を策しているにせよ、これでわたくしたちの方が優位に立ちますわ。彼女にとっても『時間』は力なのですから」

　シスタスは一つ一つの時計に愛いとおしげに触ふれて、夢見るように囁ささやいた。

「なら、ひとまず問題解決ですわね。これでは、謎リかドけルの方が難しかったかもですわね。それでは響さんたちを呼んで参りますわ」

「……『わたくし』。少しだけお時間戴いただけまして？」

　シスタスの言葉に、いまだ幼い姿の狂三はきょとんと首を傾かしげた。

「どうなさいましたの？」

「ごめんなさい。本当はこちらの方が目的だったのですわ。わたくしと、二人で話し合う機会が欲しかったのですわ」

「別に構いませんけれど……」

　肩かたを竦すくめる狂三に、シスタスは神しん妙みような様子で頷いた。その眼まな差ざしは、自分と同じなようでどこか醒さめたような、温度の低いものだった。

「わたくしたちは、この隣界にいていい存在ではありませんわ。それは、覚えていらっしゃいまして？」

「……何を仰おつしやりたいんですの？」

　シスタスの言葉には、胸に突つき刺ささっていた棘とげを弄いじり回されるような痛みがあった。

「言った通りですわ。わたくしたちの目的は、始原の精霊の打倒。これだけは、何があろうと譲ゆずれません。それはいいですわね？　『わたくし』」

「無論です、無論ですとも。だからこそ、隣界を踏とう破はして──」

　踏破して、あの人に逢あいたい。その想おもいをぐっと堪こらえた。

「でしたら、緋衣響さんにあまり情を移しすぎるのはお止やめくださいまし」

「……何な故ぜですの？」

「わたくしたちは、精せい霊れい。彼女は準精霊。それは抗あらがいがたい格差であり、何より他人ですわ。分かりますわね、『わたくし』？」

「確かにそうかもしれませんけれど、わたくしは彼女と共に死線を潜くぐり抜ぬけてきましたわ」

「別れることは決まっているのに？」

　……そんなこと分かっている、そう反論したかった狂三はシスタスの真しん摯しな瞳ひとみに射い貫ぬかれて、息を吞のんだ。

「友を作れば情が湧わきますわ。それはきっと、いつか最悪の形であなたわたくしを討うつことに繫つながりかねませんわよ？」

　シスタスの言葉は、きっと正しいのだと思う。緋衣響は、初めてだった。少なくとも、一いつ緒しよに戦ってくれる異なる存在というのは、自分にとって初めてのような気がした。

「……でも、わたくしは……わたくしの夢を、目的を、絶対に忘れませんわ」

「それが噓うそにならないように注意してくださいまし。わたくしたちは所しよ詮せん──この世界を仮宿とする者たちなのですから」

　確かに狂三かのじよの言う通り、この世界は時崎狂三にとって仮宿だ。

　しかしそれを言うなら、そもそもこの世界は──誰の所有物なのだろう。

「準精霊とは、一体何なのでしょう。シスタスは、何か知っていることがありまして？」

「拷ごう問もんの折り、幾いく度どか白クのイ女ー王ンの前で身の上話をするエンプティたちがいましたわ。それを盗ぬすみ聞きした限り、幽ゆう霊れいという訳ではなさそうですわね」

「ですわね。そもそもここが死後の世界であるなら、わたくしと同年代かそれ以下の女の子しか居ないのはおかしいですもの」

「まあ、おかしいですわね……」

　ここにはかつて精霊が存在した、という。

　その時代のことを誰も語らないのは誰も知らないのか、口を噤つぐんでいるのか。

「けれど、彼女たちは確実に純じゆん粋すいな精霊ではありませんわ。少なくとも、何かしらの切っ掛かけがあって、現実から隣界にやってきたのは間ま違ちがいない」

　それは確かに。

　響の話でも幾度か出たし、自分が響だったときも、彼女らの何人かがそんな話をしていたように思う。

「外界への離り脱だつを望んでいた者もいれば、望まずして辿たどり着いた者もいる。……わたくし、思うのですわ。恐おそらく、意志の有う無むは関係ない。現実から隣界へ流れ着いた彼女たちはただ、無む作さく為いに選ばれてしまったのだろう、と」

「……でも、それが一体……」

「そして、彼女たちはここで生きて世界を築き上げてしまった。支配者ドミニオンを頂点とし、一〇に領域を分ぶん割かつして。つまり、それはこう呼ばれるべきものです。『社会』と。そしてわたくしたちは、その社会における最悪の異物……『神』なのですわ」

　その言葉は情け容よう赦しやなく、時崎狂三の心を抉えぐった。

　衝しよう撃げきを受ける狂三を見ながら、シスタスが薄うすく笑って告げる。

「──そう、だから。神は神らしく、ですわよ。『わたくし』？」





──残り　　　二九分






　　　　◇




　ともあれ、安全は確保できた。狂三は居残っていた響とキャルトを部屋へと招き入れた。響が些いささか不服そうに口を尖とがらせる。

「遅おそかったですねー！」

「まったくもってその通りだ。緋衣響と過ごす時間は、大変気まずいもので仕方ない」

「……お二人の人間関係まで、こちらが責任持てませんわねぇ」

「それよりもまだ、その姿なのかい？　いえ、ボクはてっきり元に戻もどっているものと」

「そうそう、それでお伺うかがいしたかったのですけれど……どうやって戻りますの？」

　大変なことが起きた。

　誰だれも、元に戻るにはどうすればいいのか分からなかったのである。

「恐らく、この中のどれかが奪うばわれた狂三さんの時間なんでしょうね……」

　無数の時計、時計、時計。

「……さて、これを……どうしますの？」

「一いつ般ぱん的にこの手のものは、壊こわせば封ふう印いんを解くことになりますが……」

「多分それっぽいですよねー。どうしましょう、片かたっ端ぱしから試ためしてみます？」

「色々と考えたのですが、どうもそれ以外に方法はないようですわね……」

「では、わたくしが実験台になりましょう。どの道、時間を取り戻さなければいけないのはわたくしも同じですから」

　シスタスが歩み寄って、適当な時計を摑つかむと勢いよく床ゆかに叩たたきつけた。中から漏もれた白はく煙えんが彼女を取り巻き、吸い込まれるように消えていった。

「どうですの？」

「……わたくし。〈刻々帝ザフキエル〉を貸してくださいませんこと？」

　幼狂三が渡わたした短たん銃じゆうを、シスタスが構えた。トリガーの部分でくるりと銃を回転させてから狙ねらいを定め、撃うち放つ。

　轟ごう音おん。弾だん丸がんは壁かべにめり込み、粉々に打ち砕くだいた。

「まだ不完全ですが……どうやらこれで正解のようですわ」

　その言葉に一同が胸を撫なで下ろす。

「では、わたくしも……！」

　早さつ速そく、幼狂三が手近な時計を破は壊かいした。白煙を勢いよく吸い込んだ彼女はぽん、と気の抜けた音と共に七歳くらいの美少女から一〇歳程度の美少女に変化した。

　こほん、と咳せき払ばらい一つ。狂三が振ふり向き天使のように微笑ほほえんだ。

「どうですの？」

「可か憐れんです」「カメラ！　カメラ！　カメラァァァッ！」「あー……鏡をご覧くださいまし」

　三者三様の反応。作った鏡で自分を確かく認にんした狂三は三歳程度しか時間が進んでいないことを理解し、腕うで捲まくりして次の時計を破壊することにした。今度は一三歳くらいだろうか、という狂三の推測は見事に外れ──




　五歳になった。

　切り揃そろえられたおかっぱ頭の時崎狂三が、そこにいた。




「あっかしましたわ!?」

「わたしの狂三さん、天使のように、笑って……」「緋衣響の表情がヤバいぞ、トランプたち死ぬ気で止めろ」「あらあら、戻ることもありますのね。奪った時間の方向性が異なるのでしょうか。上う手まくぴったりのものを見つけないといけないらしいですわねえ」

　狂三は慌あわてて、最初に破壊したものと似た感じの時計を幾いくつか見つけて手当たり次し第だいに破壊した。
















「七歳！」「一〇歳！」「一一歳くらい……？」

　三個破壊したが、小学生から抜け出ていない。焦あせった狂三は、一ひと際きわ大きな時計を〈刻々帝ザフキエル〉で破壊した。当然のように発生する白煙を勢いよく吸い込む。

「ス、スマホ……スマホのカメラ……」

　緋衣響は狂三の可憐ようじよな姿にグロッキー状態だったが、ふらつきながらもスマートフォンを手にして、カメラ機能を起動した。

　今度は何歳になったのだろう。

　一二か、一四もいいな。中学生でほっそりとした手足が伸のびた、まだ少年とも少女ともつかない微び妙みような年とし頃ごろの狂三さんとか最高じゃなかろうか。

　そんなことを考えながら、白煙を吸い込んだ狂三が変化するのを見る。今度はぐっと身長が伸び、一七歳相当に近付いた。

「……ようやく、元に戻ったのかしら……」

　いつもより、気け怠だるげな声。響の脳内で緊きん急きゆう警報が鳴り出した。ダメだ、今の時崎狂三を見てはいけない。見てはきっと、間違いなく、自分は死ぬ。興奮で。

「どうですの、響さん……」

　しかし呼びかけられた響は、反射的に狂三に視線を返した。一七歳のときですら、豊かだった肢し体たいは更さらなるボリュームに、されど決して下品にならぬ程度に成長している。髪かみは長く、緩ゆるやかなウェーブがかかっていた。

　ぶっちゃけて言うと、人妻だった。それも多分、夫が夭よう折せつしてしまって途と方ほうに暮れている感じの。世のあらゆる年代の男性を血迷わせる感じの。エプロンとか超ちよう似合いそう。

「ごは」

「七しち孔こう噴ふん血けつ!?」

　慌てて駆かけ寄る時崎狂三（二七歳未亡人）を眺ながめながら、響は思う。

　この人、成長すると存在するだけで男も女も誑たぶらかす超悪女になるのではないのか、と。




　　　　◇




　紆う余よ曲きよく折せつあったものの、狂三はどうにかこうにか元の姿を取り戻した。ハンカチを嚙かみ締しめ、涙なみだながらに響が言う。

「うう。幼くてちっちゃくて可愛かわいい狂三さん、さようなら……」

「次に同じこと言ったらぶっとばしますわよ」

「そして綺き麗れいで美人で可愛い狂三さん、こんにちは！」

「よろしい。次からはそう呼んでくださいまし」

「よろしいんですの？　それで納なつ得とくいたしますの？」

　シスタスの指し摘てきは、右から左へと受け流すことにする狂三であった。

「それよりシスタス。あなたも力を取り戻したのでは？」

「ええ、わたくしあなた程ほどではありませんが。これなら戦いで、後れを取ることはないでしょう」

「白クのイ女ー王ンと戦っても？」

　シスタスは困ったように微笑み、首を横に振る。

「残念ですが、わたくしは分身体ですので。そこまでの力はありませんわ」

　そういうものか、と狂三は納得する。心の何ど処こかで、何かがズレているのを感じながらも──そのズレを覗のぞき込むことがあまりに恐ろしくて、目を逸そらす。

「さ、そんなことよりキャルトさん。わたくしは力を取り戻しましたわ。白クのイ女ー王ンが不在ならば、この領域を取り戻す好機です。そうですわよね？」

　キャルトは頷うなずき、声高らかに宣言する。

「ありがとう、時崎狂三。この第三領域ビナーを取り戻してみせる！」

　そう宣言した直後、またも大地が震ふるえ始めた。

「……もしや、またですの!?」

「いや、こんなに早く組み替かえを起こせるはずはありません。まさかこれは……」

「隣界編成コンパイル──!!」

　隣界において彼方かなたの世界に向かった精せい霊れいが、何かしらの強い感情を抱いだいたとき。

　それは記き憶おくの柱ピラーとなって、この隣界に現出する。二度と歌が歌えぬほどに苛さいなまれる記憶もあり、人を恋こいに落とすほどの熱情の記憶もある。

「皆みなさん、大だい丈じよう夫ぶですかー!?」

「ああ、かなり近かったようだが……って、どこへ行かれるのですか!?」

　狂三は訳も分からず、走り出していた。精霊の記憶がイコールあの人の記憶な訳はない──そんなこと分かっている。辛つらい記憶かもしれない──そんなことも分かっている。分かっているけど、足だけは止まらない。

　記憶でいいのだ、自分じゃなくても……いいのだ。あの人の姿が見える、あの人に記憶の中で出会える、その可能性があるのなら──走る。突つっ走ることができる。

　立ち塞ふさがるエンプティは蹴けり倒たおし、ほとんどはかまってなどいられないと黙もく殺さつした。音が聞こえたのは比ひ較かく的てき近くだった。長い廊ろう下かに眩暈めまいがするほど存在する扉とびらを片っ端から吹ふき飛ばし、部屋の内部を確認していく。

　ここにはない、ここにもない、ここにない、ない、ないない、ない、ない、ない、ない、どうでもいい……！

　最後の扉は、見覚えのある扉。間ま違ちがいなく、あの罠トラツプの扉だった。当然、〈刻々帝ザフキエル〉で吹き飛ばす。

　部屋の中にいたのは、例の巨きよ大だいな集合体ジヤバウオツキーとそして──。

「その柱に触ふれないでくださいまし！」

　柱に手を伸ばしかけていたジャバウォッキーが振り向き、狂三の視線と複眼が絡からむ。

「……もう一度お伝えします。よろしいですか？　どうか、その柱にお触れにならないでくださいまし。さもないと、八つ裂きにいたしますわ」

　忠告というよりはただの脅きよう迫はくである。

「あら」

「あら、あら、あら」

「惨みじめな負け犬がまたきたわ！」

「探しに行く手間が省けて丁度いいわ！」

　ケタケタと笑うジャバウォッキーに、狂三は腰こしに手を当てて不敵な笑みを浮うかべて告げる。

「わたくし、あなたに構っていられませんの。わたくしにとって、その〝記憶〟こそが何より重要なのですもの。それ以上、少しでも手を伸ばせば──」

　最後まで聞くつもりはなかったらしい。ジャバウォッキーは勢いよく狂三に向けて、躍おどりかかった。

「……ま、それなら許して差し上げますわ」

〈刻々帝ザフキエル〉を起動させる。巨大な時計を背負った彼女は短銃で【一アのレ弾フ】を自身へ撃ち込み、高速で飛ひ翔しようしながら、長銃の弾丸をジャバウォッキーが伸ばしてきた腕うでへと叩き込んだ。

　千ち切ぎれていく腕。解ほつれていく肉体。バラバラになったエンプティたちが現れては消えていく。

　白クのイ女ー王ンの作った、悪あく趣しゆ味みなエンプティたちの集合体。少女の肉体で構築された巨人。それがジャバウォッキーだった。

　だが。

　同情はない。そも、真に同情しているからこそ迅じん速そくにトドメを刺さす。彼女たちはとうの昔に終わっている。このジャバウォッキーに成った時点で、白クのイ女ー王ンに傅かしずいた時点で、終わっているのだ！

「こぉぉぉぉのぉぉぉぉ……！」

　叫さけぶ彼女を破壊する。

　徹てつ底てい的に、微み塵じんの容よう赦しやもなく破壊する。

　見る者が見れば、そこに憎ぞう悪お以外の何かを見み出いだすことができただろう。こんなモノに成ることを、彼女たちは本当に喜んでいたのか。こんな馬鹿げたモノに成ることへ、本当は恐きよう怖ふがあったのではないのか。

　一歩間違えれば、ここに、彼女が組み込まれていたのではないか──。

　時崎狂三には、それが何より許せない。

　だがしかし、過か剰じような怒いかりと使命感が狂三にミスを犯おかさせた。

「しょうがないわ！　しょうがないわ！」

「こうなってしまえば、まだ早いけど！」

「白クのイ女ー王ンへの叛はん逆ぎやく者を仕留めるためならば！」

「きっと喜んでくださるわ！　大いに褒ほめてくださるわ！」

　巨人が、変形した。

「なっ……!?」

　真っ白な巨人が、真っ白な竜りゆうへと変へん貌ぼうする。大きく顎あごを開きながら、長い首をぐるりと周囲に巡めぐらせる──狂三と、視線が交こう錯さくする。

「……っ！　【一アのレ弾フ】！」

　遅おそかった。炎ほのおの息が狂三に直ちよく撃げきした。霊装ドレスが焼け、狂三は壁かべまで吹き飛ばされる。落下するより早く、ジャバウォッキーの鉤かぎ爪づめが狂三を摑つかんだ。

「こ、の……！」

　ぎしり、と全身の骨が軋きしんだ。末まつ端たんの骨は既すでにひび割れ、気が遠くなるほどの激痛が、狂三を徹底的に打ちのめす。

「白クのイ女ー王ンのために！」

「白クのイ女ー王ンのために殺さつ戮りくを！」

「白クのイ女ー王ンのために悪逆を！」

「白クのイ女ー王ンが大事になさる、この柱ピラーも！」

「大事に大事に取っておいて！　ああでも、一度くらいは体験してみたい！」

「あの方を！　白クのイ女ー王ンが囁ささやく度たび、頰ほおを染めるあの方を！」

　一いつ瞬しゆんで、激痛が遠ざかった。

「……今、何と仰おつしやいまして？」

　狂三の体を摑んでいた手の指を、狂三は弾だん丸がんで吹き飛ばした。

「頰を染めるあの方？　あの白クのイ女ー王ン、言うに事欠いて……わたくしのあの方に手を出すつもりですの？」

　脳の中で何かが千切れた。眉み間けんに、眼球に、口こう腔こう内に、弾丸を容赦なく撃うち込んで怯ひるんだジャバウォッキーの顎を、振ふり上げた長ちよう銃じゆうで打ち砕くだいた。

「この柱は、わたくしのものですわ」

　ジャバウォッキーが悲鳴を上げながら顎を押さえた隙すきに、狂三は柱へと手を伸ばす。どんな記憶でも、思い出でも構わなかった。

　罵ののしられても構わないし、愛を囁いていたとしても、大丈夫だと思った。

　本当にそう、思ったのだ。




　　　　◇




　精霊の記憶は乏とぼしく、薄うすぼんやりとしたものも多い。辛い記憶も、かなり存在する。それは例えば社会の悪意だったり、あるいは敵を殺すという信念に充みち満ちた殺意であったりする。だが、とある少年と出会ったときから、喜びの記憶や感情がどっと溢あふれ出す。

　そして此こ度たびはそれに加えて、第三領域ビナーであることが功を奏したのだろう。

　彼女が体験したのは、時崎狂三の記憶だった。




　気付けば、そこは小さな部屋。ハンガーにかけられた学生の制服から察するに、男性の部屋だろう。どこか肌はだ寒ざむい……というか、かなり、すごく、滅めつ多た矢や鱈たらに冷たい。

　冷え切った指先を擦こすり合わせる。その手は、ひどく見慣れたものだった。

（これはもしかして……わたくし？）

　霊装ドレスこそ違ちがうが、その指先は紛まぎれもなく自分のそれ。窓ガラスにちらりと映った自分の顔も、確かに時崎狂三のそれだ。

　ということはつまり、これは。

（わたくしが失った記憶……ですの？）

　冷静に考えれば、それは有り得ない。この隣界編成コンパイルの原理を考えれば、彼女の結論が理り屈くつに合わないことくらい、すぐに分かる。

　だが、狂三はその論理を振り返って考えることすら拒きよ絶ぜつした。

　そうしたくなるほどに、甘い夢だったから──全すべてを、黙殺した。

（──ああ）

　自分の視線が自動的にベッドへと向けられる。そこには穏おだやかな顔で寝ね入いる、少年の顔があった。自分がなぜここにいるのか、なぜ冬の寒空にサンタクロースのコスチュームをしているのか、些さ細さいな疑問はあったが全て吹き飛んだ。

　ベッドに入る。冷え切った手足が一気に温ぬくもっていく。

　目の前に、あの少年の顔。

　叫びたかった。叫んで、起こして、抱だき締しめたかった。でも、それはできない。

　これはあくまで記憶であり、彼か岸この出来事。

　だから勝手に動く様を見届けるしかない。手を伸のばすことも、指先で触れることさえも叶かなわない。

　ああ、だけど──。

「くる……み……」

　自分の名を、呼んでくれた。その事実一つだけで、多幸感に酔よいしれることができた。

「……おまえは……俺が……助け……やるから……」

　そして、自分のことを助けたいと願っていることを知った。

　狂くるおしいほどの情熱。狂おしいほどの恋心。

　だから、そのあまりにも致命的な誤謬からは目を逸らしてしまって──。




　　　　◇




　瞼まぶたを開けば、再び死地に戻もどっていた。だが、狂三の考えることはただ一つ。あの夢を、あの光景をもう一度。夢に溺おぼれて、そのまま浮き上がらなかったとしても幸福だったろう。
















　でも、目覚めてしまった。だから、もう一度夢に溺れたい。

　その為ためには生きることが必要で、その為には目の前の〝彼女ジヤバウオツキー〟が邪じや魔まで邪魔で仕方がない。

「……ああ、わたくし。死にたくないですわね」

　だから殺そう、と狂三は思った。

　生にしがみついてとことんまで生き足あ搔がいて、第一領域ケテルを踏とう破はし、そして名前も知らぬあの人に、もう一度！

「きひひひひ。ですから、とにかくとことんまであなたがたは邪魔ですわ。どうぞ──死んでくださいまし！」

　嘲あざけるようにけたたましく笑った狂三は迫せまり来る拳こぶしを回かい避ひの素そ振ぶりすら見せず、〈刻々帝ザフキエル〉の長銃と短銃の乱射で切って落とした。

　凄すさまじい銃火の渦うず。最も早はや、豪ごう雨うといっていいほどありったけの弾丸が、ジャバウォッキーを引き裂さいていく。

　巨人であれ竜であれ、巨大であることのデメリットがここで直撃した。再生と集積を繰くり返し、どうにか体たい軀くを保とうとするが、再生するより先に負傷した部分を徹底的に抉えぐり出された。




　死んでください。／弾丸でジャバウォッキーの脚あしをブチ抜ぬいた。

　この弾丸で、どうか死んでください。／倒たおれかかった彼女たちの顎を蹴けった。

　わたくしの夢を邪魔せず、速すみやかに。／目を狙ねらって弾丸を叩たたき込んだ。




「狂三さーん！　狂三さ……」

　慌あわてて駆かけつけてきた響たちが見たものは、あまりに凄せい惨さんな光景だった。

　ジャバウォッキーは少しずつ溶とけながら、元のエンプティに分ぶん離りしていく。だが、生きている訳はない。彼女たちは集合体としての生命体。だからジャバウォッキーとして死ねば、細さい胞ぼうの一いつ片ぺんとて死ぬしかないのだ。

　死体の山、屍しかばねの群れ、そしてそこに立ち尽つくす血染めの女王。

　美しいものを見て、恐おそろしいものを見ていた。

「……あら、響さん」

　だが、その血はすぐに消えていく。隣界において、血液ですら物質ではない。気付けば、普ふ段だん通りの狂三に戻っていた。

「その……大だい丈じよう夫ぶ……ですか？」

「何がですの？」

　こてん、と狂三が小首を傾かしげた。気を取り直すように、響は言う。

「えーと、ジャバウォッキーは……」

「死にましたわ。わたくしが、きちんと殺しましたわ」

「……ですよねー……」

「流石さすがだ」

　うんうん、と感服したように頷うなずくキャルト。彼女は狂三の変化に気付くほど、長い付き合いがある訳ではない。

　一方、響は気付いている。彼女は多分、あの人の記き憶おくを見た。見てしまった。

　だから幸福の絶頂にいて、今にも走り出しそうだ。そして一度走ってしまえば、もう二度と戻ってこないだろう。

「狂三さーん、もう置いていかないでくださいねー！」

　響はなるべく、明るい声でそう告げる。その言葉の意図していたものに気付いたのかどうか。狂三の表情がわずかに翳かげった。

「……ええ、もちろんですわ」

　そうして初めて、狂三は自覚する。

　どうやら自分が、たった一人で。ジャバウォッキーを打ち倒したのだ、ということに。

　深呼吸して冷静な思考を取り戻す。そう、今こそが好機だ。

「……今、この第三領域ビナーに白クのイ女ー王ンは居ない。それは間ま違ちがいありません。ですから、この機を逃のがしてはいけませんわ。わたくし、受けた屈くつ辱じよくは徹てつ底てい的に晴らすタイプですので」





──残り　　　一五分














○容サ疑ス者ペたクちツ






　第六領域テイフアレトは騒そう然ぜんとしていた。何しろ隣りん界かいにとって最重要のイベントである領域会議に、よりによってあの白クのイ女ー王ンが乱入したのだ。しかも誰だれにも気付かせることなく、支配者ドミニオンたちの前に現れた。

「エンプティたちは放ほう逐ちく。この屋や敷しきの清せい掃そう、修しゆう繕ぜんはあなたたちに任せます。人を雇やとう際は、私に面通しをなさい。もう二度と、この屋敷に白クのイ女ー王ンが侵しん入にゆうするという屈くつ辱じよくを、私に味わわせることがないように！」

「はっ！」

　彼女の配下である烈れつ聖せい騎き士し団だん──彼女が選び抜ぬいた、極きわめて戦せん闘とう能力の高い準精せい霊れいたちが一いつ斉せいに返礼した。無銘天使ぶきこそバリエーションに富んでいるものの、白銀に輝かがやく霊装ドレスは完かん璧ぺきなまでに統一されている。

「ついてきなさい！　この領域を隅すみから隅まで探たん索さくし、徹てつ底てい的に調べ上げるのです！」

　宮みや藤ふじ央おう珂かは怒いかり心しん頭とう、という様子で屋敷を自ら見回り始めた。会議中ちゆう途とで放ほうり出されたような他ほかの支配者ドミニオンたちは、やれやれといった様子でそれを眺ながめている。

　結局、白クのイ女ー王ンは薄うすら笑いながら姿を消して二度と現れなかった。とはいえ、これまでとは段だん違ちがいに彼女への警けい戒かいが高まった出来事だ。

　領域中央にある支配者ドミニオンの屋敷の、それも最重要の議題を話し合うべき場所に突とつ如じよ出現し、それこそ悪夢のように消えたのだ。

　央珂は激げき昂こうを隠かくさず、屋敷だけでなく第六領域テイフアレトのあらゆる場所を探索するつもりらしかった。

「これぇ、もう解散だよねぇ」

　アリアドネが眠ねむたげに眼を擦こすりながら言った。彼女の言う通り、領域会議を続ける余よ裕ゆうは最も早はやない。各自は自身の領域に帰き還かんして対策を練るべきだ。

「……まあ、語るべき部分は語った。後は遠えん隔かく通信による会議でも大だい丈じよう夫ぶだろう。ただ、第一〇領域マルクトに支配者ドミニオンを派は遣けんする件についても話し合いたかったのだけど……」

〝人形遣いドールマスター〟が討うち果たされた第一〇領域マルクトでは、次の支配者ドミニオンになるべく、準精霊たちが戦いを繰くり広げていた。しかし、迂う闊かつな準精霊が支配者ドミニオンになってしまえば、迷めい惑わくを蒙こうむるのは周囲の領域だ。

　ならば、最初からこちらの息のかかった準精霊を支配者ドミニオンに仕立て上げれば良い。その作戦と、誰が支配者ドミニオンとして適切かも話し合いたいと、雪ゆき城しろ真ま夜やは考えていたのだ。

「あの領域を空白にはできない。白クのイ女ー王ンが第一〇領域マルクトへと転移し、そこから裏を突ついて攻せめてくる可能性も十分残されている」

　真夜の言葉に、篝かがり卦けハラカが手を上げて言った。

「あー、しゃーない。それは私が出張っておこう」

　その言葉に雪城真夜が顔を顰しかめた。

　第ゲ五ブ領ラ域ーは、第一〇領域マルクトほどではないものの治安維い持じのためには極めて大きな力を持つ準精霊が必要である。まして第ゲ五ブ領ラ域ーは第三領域ビナーと隣りん接せつする領域の一つ。門を完全閉へい鎖さしているとはいえ、ハラカが第一〇領域マルクトに居ては緊きん急きゆう時の対処が難しい。

「それは蒼ツアンと他の弟で子しに任せとくよ。何、上う手まくやれるだろうし──そもそも、上手くやれなかったらアリアドネ、アンタが出張ってもらって構わない」

　その言葉の意味するところは、第ゲ五ブ領ラ域ーをアリアドネの所有として構わない、というもの。とはいえ、アリアドネにとっては迷惑なだけの話だ。二つの領域の支配者ドミニオンになったとして、苦労が二倍に増えるだけなのだから。

「えぇ……めんどぅ……」

　アリアドネは既すでに船をこぎ始めていた。ハラカは苦く笑しようしつつ、彼女の肩かたを摑つかむ。

「そう言わずに。頼たのむよ。頼む、たーのーむー、たーーのーーむーーよーー」

「……んー……まあ……何とか……」

　不承不承、という様子でアリアドネが頷うなずいて、そのまま眠った。

「という訳で、第ゲ五ブ領ラ域ーは任せることにする。何、第一〇領域マルクトには〝人形遣いドールマスター〟がいないんだろう？　なら、三日で決着つけてみせるよ。領域が落ち着いたら第コ二ク領マ域ーから文官の準精霊を派遣して、政治体制を整えてしまえばいいだろうさ」

「まあ、戦せん闘とう狂きようのハラカならやれるでしょうね。がんばって！」

　リネムの不ぶ躾しつけな物言いに、瑞みず葉はが不安そうな視線で見守っているがハラカは苦笑して、リネムの頭に手を置くと、髪かみの毛をがしがしと乱すだけだ。

「ギャー！　何すんのよ！」

「不作法な後こう輩はいをちょっと可愛かわいがっただけさね」

「んもー、髪乱れた！　瑞葉、櫛くし持ってる？」

「あ、はい。ちょっとしゃがんでくださいね」

「ところでアンタたちに聞いておきたいんだけど。時とき崎さき狂くる三みって、悪い奴やつ？　良い奴？」

　ハラカの問い掛かけに、リネムと瑞葉は顔を見合わせ声を揃そろえて答えた。

「悪い奴」「です」

「そうかいそうかい。そりゃそっちの方が良い。白クのイ女ー王ンも、アタシの見立てでは善良からはほど遠いからね。目には目を、毒には毒を、悪には悪をってモンさ」

　ハラカが呵か々か大笑しつつ立ち去っていく。どうやらこのまま、すぐに第一〇領域マルクトへと向かうらしい。

「……じゃ、私もねるね……おやすみぃ……」

　アリアドネも眠りながら、自身の支配領域である第四領域ケセドへと帰還していく。

　ふらふらと千鳥足で何とも頼たよりないが、あの状態でもアリアドネは戦闘可能だし、いざアリアドネが目覚めてしまったら止められる者は誰もいない、と彼女を知る者は理解していた。篝卦ハラカ級の支配者ドミニオンが二人いてどうにか、というところだ。

「それでは、わたしも第ネ七ツ領ア域クに戻もどりますねー。新しい唯ゆいちゃんを作ってあげないと」

　第ネ七ツ領ア域クの支配者ドミニオン、佐さ賀が繰くれ由ゆう梨りも。

「ウチもそろそろ帰還しましょ。このところ、第八領域わたしのいえも騒がしゅうなりまして」

　そして絆ばん王おう院いん華羽かれはも領域へと帰還した。そしてその際、妹である絆王院瑞葉に対しては、まったく見向きもしなかった。

　かくして、残されたのは輝俐キラリリネムと絆王院瑞葉。そして第コ二ク領マ域ーの支配者ドミニオンである雪城真夜だけだ。

「それじゃ、アタシたちも帰ろっか」

「そうですね。すぐに防備を固める相談をしませんと……この第六領域テイフアレトで、傭よう兵へいを雇うというのも有りでしょうか？」

　第イ九エ領ソ域ドの戦闘能力は、他の領域と比ひ較かくすると圧あつ倒とう的に劣おとっている。傭兵を雇って戦力を補強することも考こう慮りよしなければ、と二人は話し合い始めた。

「──輝俐リネム、絆王院瑞葉。少しいいだろうか？」

「およ？」「雪城真夜さん……？」

　そこへ声を掛けてきた真夜を、二人は訝いぶかしげに眺めた。第イ九エ領ソ域ドと第コ二ク領マ域ーは領域が離はなれていることもあり、接せつ触しよくしたことはほとんどない。

　というより、第コ二ク領マ域ーはどの領域とも積極的に関かかわろうとしない。領域会議には毎回出て、進行係のようなものを務めているが自分から意見を差し挟はさんだり、自分の領域に関わることを話すことはほとんどない。

　どこまでも他ひ人と事ごとのように、領域に引き籠こもって全すべてを記録し続ける準精霊。リネムのイメージはそんなものだったし、瑞葉も似たようなものだった。

「アンタが話しかけてくるなんて、珍めずらしいこともあるものねー。真夜、どしたの？」

「……三人で話したい」

「いいわよ。どこで？」

「この屋敷からは離れたい。……第六領域テイフアレトで、落ち着いて喋しやべることができる場所はあるだろうか？」

「んー……行きつけのカフェがあるけど、そこでいいかな？」

　こくんと、真夜は小動物のように頷いた。
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　輝俐リネムが支配者ドミニオンだった頃ころ、別領域に出張してライブを行うことがあった。特に第六領域テイフアレトは第一領域ケテルから第イ九エ領ソ域ドまで接続している──言うなれば隣界におけるハブであるため、ここでライブを行うことで、第イ九エ領ソ域ドの知名度を高めつつ、いざというときの助力をお願いしよう、というのが本来の目的である。だが、あまりに受けが良かったのでリネムは調子に乗って何度も遠えん征せいライブを敢かん行こうしていた──そのせいで央珂からは度たび々たび苦情が届いていたが。

「で、その時にちょくちょく美お味いしいお店探索もしてたのよねー。ここはその時見つけた一いつ軒けん。あ、すいませーん。ストロベリーパフェくださーい」

　エンプティですらない、自動ＢＯＴが注文を受けた。キッチンから『よしきた！』と準精霊が応じる。ここの準精霊は、パフェを含ふくめたスイーツに存在理由を見み出いだしている。

　霊れい力りよくがあればパフェが生み出されるとはいえ、それは客が想像する味でしかない。本当に美味しいスイーツを食べたいのであれば、『美味しいスイーツを客に出す』ことを生きる糧かてとしているような準精霊の店へ向かわなければならない。

　この店はその内の一つ。ストロベリーパフェの頂上に鎮ちん座ざしている大おお粒つぶのイチゴは、何と土と種、そして水を作って栽培したものだ。霊力を消費してできたてのイチゴを生み出すより手間は掛かるが、味はこちらの方が断然上だった。

「……という訳で、その気合を買ってこうして毎回来る度にストロベリーパフェを頼んでいるのよ、アタシ」

「ふむ。美味しい。なるほど、イチゴを創造するのではなく栽培から始めるのか……実に興味深い」

「美味しいです……先せん輩ぱいは、色んなこと知ってますよね、素す敵てきです」

　真夜と瑞葉はこくこくと納なつ得とくしたようにストロベリーパフェに舌した鼓つづみを打っている。

「で、話って何？」

　真夜は周囲を見た。昼前ともあってか、喫きつ茶さ店てんは閑かん散さんとしている。だが、それでも念には念を、と真夜は本を開いた。

「開かい封ふう──第三の書・〈事象隠匿理論キヤツツ・ルール〉」

　半はん透とう明めいのカーテンが、三人の席を包み込む。

「これ、アンタの能力？」

「正確には少し違ちがう。私の無む銘めい天使は本ほん棚だな。その本棚の本に幾いくつかの能力を書しよ籍せき化して使用する。本棚から本を選ぶという経けい緯いを経へるため、戦いには向かないが──こういう時は、万能だから」

　今しがた彼女が行使したものは、遮しや蔽へい術。これにより、彼女らの姿は目に捉とらえられず、どれほど大声で騒さわいでも、声が外側に届くことはない。それどころか、内側の彼女たちを観測することもできない。

「……では、率直に尋たずねる。先ほどの会談、怪あやしい素そ振ぶりを見せた支配者ドミニオンはいなかったか？」

　その問い掛けに、リネムと瑞葉は揃って首を傾かしげた。

「はあ？　何ソレ？」「あの、仰おつしやりたいことがよく……」

「……支配者ドミニオンの中に、向こう側の者がいると、私は踏ふんでいる」

「げ!?　そそそそそれって白クのイ女ー王ンに付いた支配者ドミニオンがいるってこと!?」

　こくり、と真夜は頷いた。銀ぎん縁ぶちの眼鏡が、意味深にキランと光った。

「今回の白クのイ女ー王ンが登場したことには、色々と解せない部分がある」

「それは……彼女が、精せい霊れいなのだからでは？　時崎さんのように」
















「いや、壮そう大だいな目的を掲かかげているならそれはそれで理解できる。解せないのは、彼女が世界に干かん渉しようしている方法だ。エンプティたちを操あやつり、テロリズム的活動を行う……それは、分かる。だが、今回は何のためにやってきた？」

「宣戦布告じゃないの？」

「必要性がない。遊ゆう戯ぎといっても限度がある。もし、私やハラカがいち早く扉とびらの存在に気付いて、扉を破は壊かいしていれば白クのイ女ー王ンは逃にげることもできず、仕留められたはず」

「まあ、その時はアタシたち巻き込まれて死んじゃってるだろうけどね！」

　リネムの言葉に瑞葉も同意する。今の真夜の言葉は、多数の犠ぎ牲せいが前提のものだ。少なくとも、戦せん闘とう能力に乏とぼしい支配者ドミニオンは死ぬだろうし、他ほかの支配者ドミニオンの犠牲も避さけられまい。下手をすると、第六領域テイフアレトそのものが破壊されていた恐おそれもある。

　だが、しかし。

「それでも敗北する可能性は確かにあった。確かにあったのに、リスクを冒おかしてまで白クのイ女ー王ンがあの場にいた理由は何か」

「分かんない」「……囮おとり、でしょうか？」

　瑞葉の言葉にそう、と真夜は頷く。リネムはますます首を傾げる。

「強くアピールするためかもしれない。あなたたちと自分たちは敵なのだと。あの宣戦布告で、私たちは手に手を取り合う必要と必然性が生み出された。だがもし、あの中に裏切り者がいれば──」

「……致ち命めい的てきですね」

　瑞葉が陰いん鬱うつな表情で首を振ふる。

「でも、どうしてアタシたちには明かしたの？」

「脅きよう威い度が低く、何より既に時崎狂三と因いん縁ねんがある。白クのイ女ー王ンもまさか、あなたたちを裏切り者に仕立てることはないだろう、と」

「……他に信用できる者はいますか？」

「……分からない。我々は支配者ドミニオンであって友人関係を築いた訳ではないのだから。踏み込んだことは誰だれにも分からない。アリアドネが眠ねむりたがる理由も、宮藤央珂が統一感を好む理由も、ハラカが戦いたがる理由も、何も分からない」

「そうよね、アタシも全然知らないもの！」

「輝俐リネム。あなたは直感で支配者ドミニオンたちのことを摑つかんでいるように思える。彼女たちについて、何か……分からないだろうか？」

「んー……裏切ってるかどうかまではさすがに分からないけど！　まずアリアドネ。あの子強いわよね、ダントツで。篝卦ハラカと同じくらい強いと思うわ！　だから惚けたフリして実は自信満々なの！　で、ハラカはああ見えて結構色々なことに悩なやんで自分を縛しばって不自由な感じになっちゃってる感じがするわ。で、それが滅め茶ちや苦く茶ちや不満になってる。央珂ちゃんは……んー……ちょっと分からない。あの人くらいね、アタシに本心を見み抜ぬかせないのは。佐賀繰由梨は言わずとしれた妹倒とう錯さく者。ああ、でもね……何となくだけど、もう本人もとっくに気付いているかもしれない。で、第八の絆王院華羽……瑞葉のお姉さんは……怯おびえてた」

「怯え……ですか。あの姉様が……？」

「瑞葉にとって、華羽ってどんなイメージ？」

　リネムの問い掛けに、瑞葉は弱々しく微笑ほほえんだ。

「私にとっては、絶対的な力の象しよう徴ちようみたいな人でした。いつだって強くて、第一〇領域マルクトでも平気で生き残って、用心深くて。いつだって、私は姉様の陰かげに隠かくれてました。……それは良くないと、そう思って第イ九エ領ソ域ドに来たのですけど」

「絆王院華羽は妹と別れた後、第ゲ五ブ領ラ域ーで篝卦ハラカとも交戦した……間ま違ちがいなく、戦闘型の準精霊。そんな彼女が怯えている、と？」

「いや、証しよう拠こはアタシの直感だけだから。外れることもあるし、あまり信用しないで欲しいかも……」

　自信なさげにリネムが呟つぶやく。確かに彼女の言う通り、リネムの言葉に証拠はない。ただ、と真夜は思う。彼女は直感と言っているが、実際には〝音〟を聞いているのではないだろうか。

　心音、わずかな身じろぎの音、あるいは血流の音。音が重要な第イ九エ領ソ域ドの支配者ドミニオンである彼女は、常人の聴ちよう覚かくでは捉えられない何かを無意識に捉えて、それを直感と思い込んでいるだけなのでは、と。

　もっとも、言っても詮せん無なきことである。真夜は立ち上がり、壁かべを解除した。沈ちん黙もくしていた店内のＢＧＭが再び彼女たちの耳に届く。

「……言うまでもないが、この件は内密に。絆王院瑞葉、彼女をしっかり見張るように」

「ちょっと何よさすがにアタシでも空気読むわよ！」

「ええ、もちろんです」

「瑞葉もっ！　もー、何よー！　アタシの信用度はどれだけ低いのか！」

「ゼロの近似値」

　ぐうの音も出ない、と言う感じでリネムが机に突つっ伏ぷした。瑞葉が苦く笑しようしながら、彼女の頭を撫なでている。

　喫茶店から出た真夜は、自身が支配する第コ二ク領マ域ーへと繫つながる【天へ至る路シヤマイム・クヴイシユ】に向かいながら、ふと恐ろしくて尋ねられなかった問いを口から零こぼした。

「私は──彼女にどう思われていただろうか」

　もしその問い掛かけを行っていたら、輝俐リネムはあっさりとこう答えただろう。

「真夜はさ。何か秘密持ってるよね。それも凄すごく大きくて、自分一人では耐たえられないレベルの秘密。それを守るためなら、アタシたちでも殺そうとするんじゃない？」

　その通り。

　雪城真夜には、そして第コ二ク領マ域ーには大いなる秘密があり、その秘密を絶対に明かしてはならなかった。たとえ、他の支配者ドミニオンが白クのイ女ー王ンの手で皆みな殺ごろしにされようとも、だ。
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　分身体の時崎狂三という存在を考えるにあたり、彼女たちは常に二つの過去を持つことになる。生まれる前の過去と、生まれた後の過去だ。

　生まれる前の過去はどれも共通だが、その後は違う。現実において、それが表面化しないのは時崎狂三が常に一つの目的を目指して動いているからに他ならない。

　だから異なる事象を体験すれば、その分だけ微び妙みようにズレていく。

　問いが一つ。

　──拷ごう問もん。汚お染せん。嘲あざけり。洗脳。苦痛。強ごう奪だつ。

　この世の暴ぼう虐ぎやく行こう為いに晒さらされ続け、助けが来ないと確信してしまった時崎狂三は、どういう存在に至るのか？




「あの……キャルトさん。二人だけで話したいって、どういうことです？」

　響ひびきがおずおずと、用心深く身構えながら尋ねた。シスタスの言葉を思い出す──「わたくし、あの準精霊が信用できませんわ」──目の前の少女が、どうにも胡う散さん臭くさい。

　今、時崎狂三とシスタスは白クのイ女ー王ンの到着より先にルークを滅ぼすために、第三領域ビナーを走り回っていた。時間を取り戻もどした彼女たちであれば、最も早はや止められる者は誰もいないだろう。

「そうだね、率直に問おう！」

　彼女の合図と共に四枚のトランプたちが響の周囲を取り囲んだ。

「君は一体、何者だ。緋ひ衣ごろも響！」

　ならば、と響も〈王位簒奪キングキリング〉を構える。キャルトはまだ、こちらの能力を知らない。破壊力は無いが、強奪に成功さえすれば戦せん況きようを一気に逆転できる。あまりやりたくはないが、いざとなれば仕方ない。

「あなたこそ、何を企たくらんでいるんですか。キャルト・ア・ジュエー！」

「惚とぼけるな！　君が何かしらの策さく謀ぼうを持って時崎狂三様についてきたのは知っている！」

「……は？」

　何か唐とう突とつに、変なことを言われた。

　面食らう響を他よ所そにキャルトは髪かみを搔かき上げて天を仰あおぎ、歌うように叫さけぶ。

「これまでの君の行動を見る限り、まるであの方と……友達のようだが！　羨うらやましくはないが！　その裏で謀はかりごとを張り巡めぐらせるとは何たる邪じや悪あく！」

　そして唐突に、トランプ四枚がキャルトと共に整列。武器を構え、響に突きつけた。

「その企みを今ここで明かし、速すみやかにお縄なわにつけ！」

『つくがいい！』『ついてくださーい！』『つくでござる！』『つくッス！』

「はああああ!?　何抜ぬかしやがりますか何ですかそのスットコドッコイな結論は！　っつーか、何か企んでいるのはそちらでしょう!?　ネタは挙がってるんですからね！」

　ちなみにネタは特に何もなく、ただ何となく言ってみただけである。

「なっ……言うに事欠いて、ボクが何かを企むだと！」

　わたわたとキャルトが狼狽うろたえる。だがしかし、響からすると怪あやしいのは当然彼女の方である。何しろ、あまりに唐突なゲストだ。

「突とつ然ぜんわたしたちの前に現れ、命いのち懸がけで協力してくれるなんて裏があるとしか思えねー！」

　うっ、とキャルトが呻うめく。

「……い、いや！　だってボクたち防戦一方だったんだぞ！　そんな時に、精霊を名乗る凄い力の持ち主が来たなら、協力するのは当然だろう!?」

「そ、それはそうですけど。それにしてもちょっと献けん身しん的過ぎでは？　最初出会ったときは、狂三さんは力を失っていましたし──」

「何を言ってるんだ。もう一人の狂三様がいただろう」

「え、あ、いや、そうでした。あれ？　でも、あの方ってずっと監かん禁きんされていたのでは？」

「その通り。だから助けようとしたとも」

　──あれ？

　何かおかしい、話が致命的にズレている気がする。

「……キャルトさんは、あちらの狂三さん……今はシスタスと名乗られている方と、交流があったんですか？」

「当たり前だ、あったに決まっているだろう。といっても、拷問の合間にどうにか情報を交こう換かんしたくらいだ。……でも、素す晴ばらしい人だった」

　キャルトさんは頰ほおを染めて、思い出を嚙かみ締しめるように呟いた。

　いや、何かがおかしい……響はとにかく、膨ふくれ上がる一方の嫌いやな予感に思考が混乱する。

「あ、あの……キャルトさん。つまり、シスタスさんとは……お知り合いなんですね？　でも、初対面のような印象でしたけど……」

「ああ、それは狂三様改めてシスタス様が望まれたからだ。その方が、仲間として纏まとまりやすいだろう、とね」

「……もしかして、わたしについて色々と言ってきたのは、シスタスさんからのアドバイスだったりします？」

「その通りだ！」

　──致ち命めい的てきな矛む盾じゆんが発生した。

「キャルトさん！」

「な、何だ！　遂ついに自白する気になったか！」

　響は無む銘めい天使を解除し、キャルトに詰つめ寄って袖そで口ぐちを摑むと顔を引き寄せた。

「罠です！」




　　　　◇




　この罠わなが、どこから仕し掛かけられていたのか──と、時崎狂三は思う。

　出会ったとき、ではない。恐おそらくはその前。捕とらえられ、拷問され、武器を強奪され、生存のチャンスが皆かい無むになったときではないか──と、時崎狂三は思う。




　狂三とシスタスは、残り一五分を費ついやしてルークを狙ねらうことにした。もちろん、白クのイ女ー王ンはすぐに【蠍の弾アクラヴ】で彼女を復活させることだろう。だが、白クのイ女ー王ンとて、その力が無限ではないはずだ。何より、ルークと戦うことで今の自分たちがどの程度の戦せん闘とう力を持っているか。それを理解したかった。

　逃にげることは難しくとも、追うことは簡単だ。ましてそれが、自分たちを追いかけ回している存在ならなおのこと。

　ルークと接敵したのは、シスタスが自身の名を決めた花畑だった。

「そちらに向かいましたわ！」

「ええ、ええ！　よろしくてよ、よろしくてよ！」

「こ、の──！　時崎狂三ィッ!!　その『時間』をどっから手に入れた！」

　大おお鎌がまの一ひと振ふりで花が散る。響とキャルトはルークを探すため、別の場所に向かわせてしまった。戦力的には半減、とも言えるがルークにとっては運の悪いことに、時崎狂三とシスタスは、スナークを倒たおして時間を取り戻したことで絶好調だった。

「……まさか……私たちの……スナークを倒したのか!?」

　ルークが激げき昂こうする。報告では、新しくやってきた時崎狂三の時間も奪うばったはずだった。ならば、後は追い詰めるだけ。そう思っていたが、彼女たちはまさか、スナークを狩かったのか。正体不明、不可視の怪かい物ぶつ、法則を解かない限り倒せない──。

「法則を解いたのか……こんな短時間で……!!」

　白クのイ女ー王ンがやってくる残り一五分の間に、この部屋でルークを倒さなければならない。さすがに時間を取り戻した狂三といえども、一人では難しい。

　そこで、時間を取り戻したことにより復調したシスタスに〈刻々帝ザフキエル〉の半分、長ちよう銃じゆうを貸たい与よ……共きよう闘とうするという提案に、狂三は乗った。

　そしてその策は、完全に嵌はまった。

「【一アのレ弾フ】！」

「ちらばれ！」

　分ぶん離りする大鎌。第イ九エ領ソ域ドで戦ったときは、襲おそい掛かる大鎌を相手に、必死に迎撃せざるを得なかったが、今回は違ちがう。

「はい、こちらですわね。【二ベのー弾ト】」

　緋衣響と共に戦ったこともあるし、蒼ツアンと共に戦ったこともある。シスタスとの共闘はそれと同じだ。だが、シスタスとの共闘は次元が一つ違う。〈刻々帝ザフキエル〉の拳けん銃じゆうを握にぎり、撃うつ。

　その際にアイコンタクトの必要すらもない。信じられないくらい自然に、流れるように、そして刃やいばのように鋭えい利りに、狂三とシスタスの攻こう撃げきはどこまでもどこまでも研とぎ澄すまされていく。

　折角作り出した紅ぐ蓮れんの大鎌──本来であれば、自動で動く恐るべき兵隊──は、何の障害にもならなかった。鈍どん重じゆうに動くだけの、置物だ。

「【七ザのイ弾ン】！」

　シスタスがルークの時間を停止させる。ルークは咄とつ嗟さに手にしていた大鎌を放ほうり出して、弾だん丸がんを防いだ。

　安あん堵どの息を吐つく暇ひまもなく、天から声が降り注いだ。

「──【七ザのイ弾ン】」

「な……」

　超ちようがつく反則級、二連続の時間停止。防ぐものは何もない。彼女の時間は停止した。

　狂三とシスタスは問答無用とばかりに撃って撃って撃ちまくる。

　瞬まばたきを一つ。覚かく悟ごを決める暇もなく、ルークの全身に死を招く弾丸が喰くらい付いた。

　衝しよう撃げきが二度、三度、そこから先はもう何も分からない。前後も、左右も、天地も、何も分からず、失しつ墜ついしていく。自身の無銘天使〈紅戮将バーミリオン〉は砕くだけ散り、意識も速やかに薄うすれていく。

　──勝てるはずがない。

　まるで肉食魚ピラニアの群れを相手にするようなもの。いや、もっと酷ひどい。あれは鮫さめだ。不自由な時間という海で手足をバタつかせる我々を嘲あざ笑わらいながら、悠ゆう々ゆうと襲い来る人喰い鮫の群れではないか。

　死は恐れない、死は喜びだ。

　しかし、白クのイ女ー王ンの役に立てる死だったろうか？　この自分は、何もできぬまま──結局、エンプティでもルークでも変わらない終わり方に──。

　……沈ちん黙もくのまま、ルークは斃たおれた。あっという間に消しよう滅めつ霧む散さん。彼女と接敵し、散るまでに五分もかからなかった。

「さあ、後は白クのイ女ー王ンを出で迎むかえるだけですわね」

　花が散る。シスタスだけではなく、この花畑のあらゆる花が散っていく。走り出そうとする狂三を、シスタスは何気ない風に呼び止めた。

「ああ、お待ちくださいまし」

　その言葉は、不思議と──何かの予感を抱いだかせた。不ふ吉きつ、死の予兆、穏おだやかな声なのに、そういったものがありったけ籠こめられていた。

　だから、狂三は振ふり返った。

　そして微かすかに両目を見開き、それからどこか納なつ得とくしたように頷うなずく。

　ゆっくりと〈刻々帝ザフキエル〉の短たん銃じゆうを──シスタスに突きつける。




〈刻々帝ザフキエル〉の長銃を、シスタスは構えていた。

　構えて、狂三に突きつけていた。




　風が吹ふく。また、花が散っていく。それでも花は無限のように咲さき乱れていて、いつまで経たっても降り止やむことはなく。

「理由を伺うかがってもよろしくて？」──狂三の問い。

「いいえ。お答えできませんわ」──シスタスの答え。

　ならば。

　ならば、もう問い掛かける意味がない。痛切が狂三の胸を打つ。だが、理由を尋たずねてもシスタスは決して答えないだろう。

　ただ、一つだけ確実なのは。

　彼女がずっと、これを狙っていたのだということ。つまり、裏切り続けていたということ。そして時崎狂三じぶんが反転体のように自分を見失っていない以上、これはシスタスの暴走であり迷走である。

　……いや、この展開を思いも寄らなかったといえば、噓うそになるのかもしれない。

　もう一人の自分、分身体。なぜか、彼女と決着をつけなければならないと。

　だって自分の背中を見つめる彼女の瞳ひとみには、軋きしむような殺意があった。自分に力があれば、今すぐにでも殺したいと──そう訴うつたえかけていた。

　いいでしょう、と狂三は思う。

　それが『わたくし』の選せん択たくであれば、わたくしもまた銃を手に取りましょう。

　残り時間五分。勝ち残った方が、再び白クのイ女ー王ンと対たい峙じすることになる。

「【一アのレ弾フ】」

「【一アのレ弾フ】」

　どうせ、最初に撃つ一弾はお互たがいに決まっていた。だから、相手へ向けて引き金トリガーを引いて、相手を強化させることにした。まるでフェアプレーのような始まりに苦く笑しよう。

　大地を蹴けった。

　わたくしと、『わたくし』は、吼ほえる。




「さあ──『わたくし』！　戦争デートを始めましょう！」





──残り　　　　五分






















○時とき崎さき狂くる三みと時崎狂三と時崎狂三






　シスタスという少女は、捕らえられてからたった一つのことしかできなかった。白クのイ女ー王ンに取り込まれてしまった〈刻々帝ザフキエル〉は、もう取り戻もどせない。つまり戦せん闘とう手段は奪われたのだ。

　だから考える。思考する。策を練る──そういったものだけが、彼女の寄る辺だった。

　夢に逃とう避ひする余よ裕ゆうもなく、余白もなく、絶望は嫌きらいだった。だからただひたすらに考えた。殺されないことは確定しているのだから、次の時崎狂三がやってくるまでにどうやって生き残るかを考える。

　そして、次の時崎狂三がやってきてからどうやって生き残るかも。

　時間は有り余るほど存在したし、誰だれも彼女を顧かえりみなかった。どんな時崎狂三がやってくるのか、何をどう言えば相手かのじよは自分の望む通りに動くのか。

　重要事じ項こうは二つ。

　一つ、自分の〝時間〟を取り戻すこと。

　二つ、協力者がいた場合、彼女たちと引き離はなすこと。

　どちらも完かん璧ぺきに上う手まくいった。




　──どうしてこんな事をするのか？

　──なぜ戦わなければならないのか？

　──せめて殺し合うならば、白クのイ女ー王ンと戦った後ではダメなのか？




　ああ、駄だ目めなのですわ。そんなお行ぎよう儀ぎの良い、当たり前の方法では駄目なのですわ。

　わたくしは違う名を得た。時崎狂三から離り脱だつし、異なる目的を得てしまった。わたくしは『わたくし』を殺してでも、踏ふみにじってでも遂とげたいものがある。

「そう、だからどうか！　わたくしに力を譲ゆずって退場してくださいまし！」

　シスタスの叫さけび。

　ふざけるな、と狂三は神経が焼き切れそうな怒いかりを抱く。

「そんな下らないもののために!?　ふざけないでくださいまし！」

　銃じゆう弾だんが耳を掠かすめ、首を掠め、霊装ドレスを切り裂さいた。それでも真正面から突とつ撃げきを敢かん行こうする。

　遠えん距きよ離りの銃撃戦など、互いに互いを痛めつけるだけで時間の浪ろう費ひだと理解していた。

　ならば選択すべきは接近戦。幸いにも、シスタスに渡わたした〈刻々帝ザフキエル〉は長銃、そしてこちらは短銃。わずか一メートル程度の差だが、接近戦では圧あつ倒とう的だ。

　一方、シスタスは離れたい。彼女の長銃は当然、遠距離において狙ねらいをつけやすい。

　離れたいシスタスと、接近したい狂三。

　──だが。

「なっ……」

「ああ、心ここ地ち良いですわ！　やっと！　やっと、わたくしは自由なのですわ！　満たされておりますわ！」

　歓かん喜きの叫びと共に、シスタスが接近した。ボクシングでいうところのインファイト。短銃を握にぎった狂三はともかくとして、シスタスは戦いにくい距離のはずだ。

　だが、彼女は薄ら笑いながら関節を無理矢理動かし、狂三の眉み間けんに狙いを定める。とても射撃する態勢とは思えぬ腕うでの曲がり方。

　同時に、引き金トリガーを引いた。

　溢あふれる血、弾丸の衝撃インパクトに数すう瞬しゆんであるが意識が吹き飛ぶ。轟ごう音おんが未いまだ耳に滞たい留りゆうし、戦場の只ただ中なかにいることを否いや応おうなしに実感する。

「【一アのレ弾フ】！」

「【二ベのー弾ト】！」

　狂三は自身を加速し、シスタスは狂三を減速──プラスマイナスゼロ。

　装塡リロード。

　狂三は装そう塡てんをしたが、シスタスは装塡をせずに何とそのまま長ちよう銃じゆうを振り回した。棍こん棒ぼうのように振るわれたそれが、狂三のこめかみに直撃した。

「ぐっ……！」

　体勢が崩くずれた。短銃の狙いが定まらない。眩暈めまい、ぐにゃぐにゃと軟なん体たいのように曲がりくねる風景、花弁が一瞬狂三の視界を遮さえぎる──消える。

「【一アのレ弾フ】」

　シスタスが加速。体重の乗った蹴りが、狂三の鳩尾みぞおちに叩たたき込まれた。地面を削けずるように、狂三は吹き飛んでいく。

　混乱や激痛に意識を飛ばすより先、狂三は引き金トリガーを引いた。

　間かん一いつ髪ぱつ、そして奇き跡せき的にシスタスが放った弾だん丸がんと直撃──相そう殺さいされる。

「か……は……!!」

　すっくと立ち上がる。ずきり、と脇わき腹ばらが痛む。間ま違ちがいなくヘシ折れた。【四の弾ダレツト】で回復したいが、シスタスは凄すさまじい勢いで〈刻々帝ザフキエル〉を連射してそれを防ぐ。

「このっ……！」

【四の弾ダレツト】での回復を阻そ害がいしているだけではない。弾丸の衝しよう撃げきが、脇腹の痛みを悪化させている。まだ平気だが、わずかでも目測を誤って直撃を受ければ、意識が昏こん倒とうする。

　そうなれば、終わりだ。

　手立てを必死になって思考する。銃弾は嵐あらしのよう。

　この機を逃のがしてはならないと、『わたくし』の本能が訴えているのだろう。

　──ああ、どうしても理わ解からない。

　何な故ぜなの？　どうして『わたくし』は、わたくしに牙きばを剝むいたのでしょう？




　　　　◇




　シスタス、という名を自分で名付けました。

　その瞬間、わたくしの中で奇き妙みような反応が起きたのです。わたくしは今、本当に欲ほしいものを得ようとしている。

　自由──何をしてもいい、何を願ってもいい、どこへ向かってもいい。

　ああ、きっと目の前の『わたくし』は知らないのでしょう、理解できないでしょう、今、こうして此こ処こにわたくしが居る奇跡を！

　……わたくしたち分身体は、唯ゆい一いつの目的を以もつて本体に奉ほう仕しする化身。

　けれど、居ないのです。ここに、彼女は居ないのです。

　ならば。ああ、ならば。

　わたくしは自由なのです！　どこへ行くこともできるのです！

　時崎狂三でなくなったシスタスは、遂ついに自由を手に入れたのです！

　ですが、ですがその為ためには障害が一つ。そう、『わたくし』──時崎狂三。彼女は戦い、前に進み、そして……この隣りん界かいを飛び立とうとする。

　わたくしにはそれが我が慢まんできない。わたくしにはそれが許せない。

　わたくし以外の『わたくし』が、自由を謳おう歌かすることが──許せないのです。

　ああ、どうか不ふ埒らち者と思わないでくださいませ。道を外れた慮りよ外がい者とお嘆なげきあそばさないで。

　だって、わたくしには無いのです。『わたくし』にあるものが、見つからないのです。

　その一点、それだけで──わたくしには戦う理由となるのです。




　　　　◇




　思考が閃せん光こうのように脳を駆かけ巡めぐった。

「あ、ぁぁぁぁぁ……ッ!!」

　一か、否いな──五！

「【五の弾へー】……!!」

　わずかな間かん隙げきを縫ぬって、自身に弾丸を撃うち込んだ。数秒先、シスタスが撃つ弾丸の軌き跡せきを読み取る。弾だん雨うを潜くぐり抜ぬけるための行動パターンを選択、真っ直すぐ走り出す。

　そして数秒後、再び【五の弾へー】を自身へ撃ち込んだ。脳が痛むというよりは軋きしむ。未来を読み取り続ける──脳に更さらなる負荷が加えられる。

　五秒先の未来を読み取り、コンマ数秒後の行動を決定する。

　信じられない、という表情でシスタスが歩兵銃を乱射する。未来を読み取り、分ぶん析せきし、行動を確定する。それを連続で行っているのだから、信じ難がたい負荷が脳や神経を襲おそっているはずだ。

　少なくとも、シスタスにはできない。

　脳を鑢やすりで削るような、そんな馬ば鹿かげた真ま似ねは。

　しかし時崎狂三はそれを成し遂げ、まっしぐらにシスタスへと迫せまっていた。

　再びの接近戦。

　シスタスには幾いくつかの選せん択たく肢しがあった。勝利を摑つかむための選択肢。

　安全策を取って【一アのレ弾フ】を自身に撃ち込む。思い切って【七ザのイ弾ン】を撃つ。あるいは【二ベのー弾ト】や【三ギのメ弾ル】なら、時間の消費を抑おさえられる──安全策その２。

　けれど、シスタスはそれをかなぐり捨てた。まさしく狂きよう乱らんするような勢いで、こちらに向かってくる時崎狂三はそれでは止められないと理解していた。

　ならばどうする。

　ならば、とっておきで討うち取るまでだ。

　シスタスは諦あきらめたように構えていた歩兵銃をぶら下げた。狂三は微かすかに眉まゆを顰ひそめるが、どんな罠わなであれ、まずは接近しようと決めていた。

　シスタスが艶あでやかに笑い、声高らかに叫ぶ。

「ねえ、『わたくし』！　あなた、自分の過去が知りたくありませんの！」

「……！」

　一瞬、踏み留とどまる。しかし即そく座ざに、どうでもいいと切り捨てる。何故なら、時崎狂三の目的はこの隣界から抜け出し、彼方の世界げんじつに帰き還かんすること。

　そして帰還して、彼にもう一度巡り合うこと。

　それさえ理解していれば、言葉に揺ゆさぶられることはない──そのはずだった。

「聞いた方がよろしいですわよ？　だって、『わたくし』は偽物ですもの」

　止まる。

　撃とう、と考えていたことすら忘ぼう却きやくした。

「どういう……意味ですの」

「わたくしは【八ヘのツ弾ト】で生み出された分身体。なのにどうして、あなたはご自分のことを本体だと思い込んでいるんですの？」

「それは……それは……わたくしは……」

　──時崎狂三は、三種存在する。

　分身体、反転体、そして本体。狂三は──今、ここにいる彼女は、自分が本体なのか、それとも分身体なのか？

「ええ、ええ。分かっております、分かっておりますわ。だってそうでないと、あの方とやらに振り向いても貰えませんものね？　『わたくし』との記き憶おくをご覧になったのでしょう？　嬉うれしそうにお話ししてましたわね？　でも、それは──」

　──それはきっと、あなたの記憶ではなくてよ。『わたくし』。

　あの記憶の中のわたくしは確かに彼と寄り添そえていた。そしてあの人もまた、自分を気に掛かけてくれていた。

　けれど。

　もし、それら全すべてが覆くつがえされるとしたら？

　自分は本体の【八ヘのツ弾ト】によって生み出された分身体の一つに過ぎず。

　生まれては殺されるだけの存在に過ぎず。

　顔を見るだけで幸福に満たされるあの人は、自分のことなど知りもしないとしたら？

　それはつまり、自分には……何もないということではないだろうか。

　何もない。

　虚きよ無むに満ちていて、残すものも残したものも砂すな粒つぶ一つとてない。

　何も……ない。

　胸が苦しい。幸福を奪うばわれ、希望を盗ぬすまれた気分。動かない。両手両足は冷たく凍こおり付いたよう。

　そうだ。心の何ど処こかで理解していた。自分は時崎狂三本体ではなく、時崎狂三分身体なのだと。けれど、そこから目を逸そらし続けていた。

〈刻々帝ザフキエル〉が使えるから、自分は本体なのだと。躍起になってそう思い込もうとしていた。

「隙すき有り、ですわ」

　シスタスが構えた歩兵銃が、狂三の眉間を貫つらぬいた。

　ああ、と彼女は感かん嘆たんの息を吐はき出す。隙を突つかれた、初めて出会った時からずっと、この瞬しゆん間かん、自分を立ち止まらせるために──本体だと誤ご認にんするように誘ゆう導どうしていた。

　どうして、そこまでして、自分と殺し合いたかったのだろう。

　いや……どうでもいいか、と思い直す。そんな疑問はどうでもいい。

　あの方はきっと、わたくしのことを知らない。

　わたくしの姿を知らない。わたくしの物語なかみを知らない。わたくしの傷も、わたくしの想おもいも、何もかも知らない。

　あの方が知っているのは、わたくしではない『わたくし』で。

　それがきっと真の精せい霊れいと呼ばれるもので、相も変わらず彼方かなたの世界で目的を果たすために、戦い続けているのでしょう。

　その戦いの中で、あの方を見み出いだしたのでしょう。

　戦いと、会話と、微笑ほほえましい出来事があったのでしょう。

　わたくしにはそれがない。多分、何もないのです──。

　何もかもを諦めそうになったその瞬間、まったく唐とう突とつに別時空別次元から、何やら脳内の緋ひ衣ごろも響ひびき（仮想）が訝いぶかしげな顔で尋たずねてきた。




　──ほうほうなるほど。で、それがどうしたんですか？　わたしの知ってる狂三さんなら、そんな程度でぺしゃりと凹へこんだりはしないはずですが。




「……っ。おふざけに、ならないで、くださいまし響さん……！」

「え……は……？」

　シスタスが啞あ然ぜんとするのも無理はない。立ち上がったことはともかく、緋衣響の名前がなぜ出てきたのか理解できない。

　立ち上がる。この場にいない響しようじよが、何やら好き勝手なことを宣のたまってきたので、怒いかりのあまり立ち上がったのだ。

「ええ、ええ。そうですともそうですとも！　わたくしのことを知らない？　遠くで見ていただけかもしれない？　わたくしとの間に縁えんもゆかりも繫つながりも、きっと何もない？　……ッ！　それがっ！　それがどうしまして!?　わたくしは、あの方が大好きでっ！　それ以外に何もなくたって構わないのですわ！」

【四の弾ダレツト】で額の傷を修復する。どうやら、咄とつ嗟さに仰のけ反ったせいで眉み間けんに直撃というよりは、頭ず蓋がいを削けずっただけで済んだらしい。

　けれど時間を巻き戻もどしても巻き戻しても、心に突き刺ささった痛みは消せやしない。

　決して振り向かない、振り向いてはくれない人。

　でも、だったら、声を出して呼びかける、肩かたを叩たたく、こちらを強引に振り向かせてみせる。自分は、時崎狂三は、この、わたくしは……そういう分身体なのだ！

「シスタス。──勝負を続けますわよ。分身体についての悩なやみは、この戦いが終わってから悩むことにしますわ」

　精せい一いつ杯ぱい、不敵な笑みを浮うかべる狂三に、シスタスは穏おだやかな笑みを浮かべて頷うなずいた。

「ええ、それでは。……もう時間も『時間』も惜おしい。わたくし、このまま真っ直ぐ向かいますわ。己おのれの命が許す限り、引き金トリガーを引き続けましょう」

　回かい避ひしない。

　狙ねらいを定めて撃つ。ただそれだけに専心する。

「──承りましたわ。わたくしも同じく」

　シスタスの宣言を狂三は受ける。誇ほこり、矜きよう持じ、あるいは意地……そう呼ぶべきものが、呼応した。

　恐きよう怖ふに汗あせが首筋を流れた。死にたくないという想いと、死ぬものかという熱意が狂三の心でせめぎ合っている。

「それでは──」

　時間がゆっくりと流れていく。死線を潜るための覚かく悟ごを、時崎狂三に求めている。

　撃つこと以外の何も考えたくはない、と呼吸も止めた。

　一ひと際きわ、強い風が吹ふいた。撒まき散らされた花びらが互たがいの視界を覆おおった瞬間、引き金トリガーを引いた。

　弾だん丸がんは狂三の肩を、そしてシスタスの腕うでを掠かすめた。

　まだ生きている──一歩、死に近付いてから再び引き金トリガーを引く。互いに外れ。

　更に一歩。次は脇わき腹ばらに、そして胸を貫いた。更に一歩。溢あふれ出る血──【四の弾ダレツト】を使えば復元できる傷を、そのままにまた一歩、近付いた。

　もう狙っても外れるような距きよ離りではない。

　どちらかが生き残るか、あるいはどちらとも死ぬのか。

　遠のく意識を必死になって繫ぎ止めながら、狂三はただ引き金トリガーを引くことだけに専心する。何も考えない。誰だれかのことも、何かのことも、憎にくむことも、不思議に思うことも、悲しく思うことも。

　指先は機械のように滑なめらかに引き金トリガーを引く。

「当たりましたわ」

「……………………ええ、ええ。お見事でしたわ。本当にお見事」

「どうして、引き金トリガーを──」

　引かなかったのか、と問おうとする狂三を、シスタスは拒こばむように首を横に振った。

「引けなかっただけですわ。……わたくしには、この引き金トリガーは重すぎたのです」

　どう、とシスタスが倒たおれる。その衝しよう撃げきで、周囲の花シスタスがはらはらと散る。心臓から噴ふき出た血が、白い花びらを紅あかと黒に汚よごしていく。

　狂三は慌あわててシスタスに駆かけ寄る。

　駆け寄って把は握あくする──疑いようのない致ち命めい傷しよう。罠だとはとても思えなかった。

　色々な疑問があった。

　戦わなければならない理由、戦った理由も。

　シスタスは穏やかに、そして夢見るように囁ささやく。

「やはり生き残るべきは、わたくしではなかったの……ですわね……だって……だって、わたくし……あの人とやらを知らないのですもの」

　──その告白は、何より狂三に衝撃を与あたえた。

「でも、そんな……お待ちくださいまし。シスタス、あなたは確かにわたくしにこう言ったはずですわ」

　何としてでもこの隣界とあの人を救うのです──。

　シスタスはくすりと笑った。

「わたくし、奪われたのですわ。何もかも。その中には、記憶も含ふくまれます。白クのイ女ー王ン、あの反転体は……事もあろうに、わたくしからあの人の記憶を奪い去ったのですわ」

　ああ、そうか。そうだったのか。

　何もかもに納なつ得とくがいって、狂三は項うな垂だれた。

「……反転体が、いつこの隣界に落ちてきたのか。それは分かりませんわ。ただ、あの人について執しゆう着ちやくしているのは確かでしてよ。そう……わたくしの記憶を全て奪うほどに」

　シスタスは苦しげに眉まゆ根ねを寄せる。

「だから、もう、顔も、言葉も、名前も、そんな方がいらっしゃったかどうかも朧おぼろ気げで」

　宙空を彷徨さまようシスタスの手を、狂三はしっかりと握にぎった。

「……それでも。死ぬことはありませんわ」

「いいえ。だって、それでは……白クのイ女ー王ンに勝てませんもの。だからこうするしかなかったのです……」

「……？」

「『わたくし』──時崎狂三。わたくしを喰くらいなさい。〈時とき喰はみの城〉で、わたくしの『時間』だけでなく、存在全てを吸い上げるのですわ」

「存在……全てを……？」

「わたくしという概がい念ねんを喰らいなさいまし、わたくしという存在を喰らいなさいまし。二人では勝てないのです。一人になるのです、一つになるのです。〈刻々帝ザフキエル〉の、わたくしたちでは封ふう印いんされていた弾丸の力を使うために」

　白クのイ女ー王ンには兵隊がいて、幹部がいて、蓄ちく積せきした戦せん闘とう経験と恐おそろしい武器──魔ま王おう〈狂々帝ルキフグス〉がある。

「でも、それは……！」

「それを決めるために、わたくしは戦ったのですわ。『わたくし』の勝利でしてよ。どうかお嘆なげきにならないでくださいまし、『わたくし』。これで……いいのですわ」

　白クのイ女ー王ンの帰き還かんまで残り数分。

「『わたくし』、道程はきっと楽しいものではありませんわ。戦って、傷ついて、別れて、泣いて……その繰くり返し。でも、それでも、会いたいのでしょう？　だから、このまま野の晒ざらしにするのだけは止やめてくださいまし」

　一つになる。彼女を喰らい、血肉とするのだ。

「……承りましたわ」

　狂三は〈時喰みの城〉を最大出力で起動させた。時間だけでなく、シスタスという存在そのものを喰らい尽つくそうとする。

　……受け取っていく。

　シスタスと自分で名乗る前の、時崎狂三としての記き憶おく。もちろん、そのほとんどは陰いん惨さんなものだった。理り不ふ尽じんに奪われ、理不尽に嘲あざけられる日々。

　削られていく命、削られていく時間。死の恐怖に怯おびえて涙なみだし、自分には何もないことに涙する。

　そして最後に現い在まの時間を共有した。シスタスが今、何を感じているかを。

「……シスタス、あなたの考えている通りですわね」

　シスタスは頷いた。

　何もかもを奪うばわれた彼女が消えながら想ったことは、憎ぞう悪おでも憐れん憫びんでも嘆きでもない。

「──ああ、何もかもが美しいですわ。本当に、本当に美しくてよ」

　咲さき乱れる花が、わたくしの花シスタスが美しいという当たり前の事実だった。シスタスの花言葉──『私は明日死ぬ』。そしてそんな不ふ吉きつな花言葉を選んでなお、花が美しいと思い、少女は喜んだ。

　シスタスが消える。全すべての時間と祈いのりを、時崎狂三に託たくして。

　狂三は乱れ散る花弁の一つを手に取り、ゆっくりと呼吸を整える。そしてまったく唐突に、それが響ひびいた。




　領域という領域に響かせるほど高らかに、教会の鐘かねの音が鳴り響く。カランカランと祝福を声高らかに謳うたい上げるような音。




「……来ましたわね」

　反転体、という特異な存在だからだろうか。『彼女』……白クのイ女ー王ンがこの領域に存在することが、手に取るように分かる。報告を受け取った彼女は、即そく座ざに追つい跡せきを開始するだろう。

　理想的には彼女が戻ってくるまでに、この領域を脱だつ出しゆつできればと考えていた。だが、それはあまりに理想に過ぎる。いずれにせよ、戦わなければならない相手だ。

　まだ、脱走ゲームも戦争デートも終わった訳ではない。

「ですけれど。ここは……嫌いやですわね」

　シスタスと戦った花畑を、これ以上乱す訳にはいかなかった。とはいえ、白クのイ女ー王ンの特性と自らの天ぶ使きである〈刻々帝ザフキエル〉を考こう慮りよするに、可能な限り広い部屋で戦いたい。

「まあ、この領域がこんな宮きゆう殿でんである以上、探せばあるはずでしょう。あれが」

　狂三は微笑ほほえみ、静かにそれを告げた。

　戦いの始まりに相応ふさわしく、そして同時に新しい力を指し示す言葉を。




「〈刻々帝ザフキエル〉!!」




　　　　◇




　シスタスが罠わなを張っていた──響とキャルト（彼女は半信半疑のようだったが、とにかく響のパニックが伝染して、引き摺ずられていたのだ）は慌てて二人を捜そう索さくしたが、彼女たちの前にやってきたのはエンプティたちだった。

「緋衣響、君は戦闘に向いてないんだから引っ込んでろ！」

「分かってますよわたしだって逃にげたいですよ、でもそもそも囲まれてますよ！」

「ええいくそ……！　先ほどの話はまだ済んでないというのに……！」

「だから！　わたしは！　狂三さんを裏切ったりしてませんし、実は元から敵だったなんて伏ふく線せんもないですし、大いなる企たくらみも抱いだいてません！　わたしは！　狂三さんが『もういいですわ』って言うまでくっついていくだけです！」

「それを信じるに足る証しよう拠こがない！　大体、君に何のメリットがある！　あ、ちなみにボクは個人的に大ファンであると同時に、この領域を自分に取り戻もどしたいという立派な動機があるからな！」

『計算高いでござる！』『いや大した計算でもないッス』『言い争うより戦ってくださーい！』『まったくだと思うがいい！』

「何のメリットって、それは──」

　メリット。

　メリットと来たか。言われてしまえば、メリットなんて全くない。

　だが──。

「それを言うならキャルトさん。支配者ドミニオンに戻りたいと願う理由はなんですか？」

「え……？　いやそんなの当たり前だろ!?　このまま白クのイ女ー王ンに第三領域ビナーを占せん拠きよされたら皆みなが困る！　ボクだって、支配者ドミニオンに返り咲ざきたいし！」

「噓うそですよね！　いや、支配者ドミニオンとか超ちよう面めん倒どう臭くさそうだしキャルトさん、割とズボラっぽいし！」

「本当のことを言うと人は傷つくって知ってるか緋衣響！」

『まあズボラでござるな』

　殺さつ到とうするエンプティたちを刀で捌さばきながら、しんみりとスペードエースが呟つぶやいた。

「この隣界は……彼方かなたの世界に比べて、生きることが楽なんです。生きる目的さえ見つかっていれば、ずっと楽に生きていける」

「ああ、そうだね！　ボクだって、日がな一日手品マジツクに勤いそしんで生きていたいさ！　……生きて……」

「そう！　つまりそういうことですよキャルトさん。わたしは楽に生きていきたいんじゃないんです。狂三さんが好きで、ついていきたいからついていくんです！」

　メリットなんてない。楽しく生きていくなら、ついていく必要はない。

　でも、あの人が好きだしついていきたい。ただそれだけだ。

「……ズズズズルい！　ボクだって、あの人のことが好きだぞ！　大ファンなんだぞ！」

「──まあまあ、『わたくし』ってば〝もてき〟というやつですわね」

　その声に響とキャルトは揃そろって振ふり返る。

　驚きよう愕がくするエンプティたちに向けて、短たん銃じゆうの引き金トリガーを引く──弾はじけ飛んでいく。

　銃口からたなびく硝しよう煙えん。酷ひどくいびつで酷く素す敵てきな笑み。金色をした時計盤ばんの左眼。しかしその容姿はいつもよりあどけなく、四し肢しはいつもより短く、声はいつもより幼かった。

「狂三……ちゃん？」

　首を傾かしげる響に向けて、七歳の狂三はにんまりと楽しそうに笑った。

「さあ、おふたりとも。でぐちにむかいますわよ？」

「しかし……白クのイ女ー王ンが到とう着ちやくするまでもう時間がないですよ？」

「そちらはだいじょうぶです、『わたくし』たちにおまかせくださいまし」

　不敵な笑みを浮うかべる幼狂三を、響は訝いぶかしげに見つめていた。











○凱がい旋せんと決戦と







──残り　　　　一分






　この第三領域ビナーが宮殿をモチーフにしているのであれば、当然のように女王が座るべき玉座の間、というものがある。広大な純白の空間には、赤く輝かがやく玉座が二つ。脇わきには無む銘めい天使で武装したエンプティたちがずらりと並んでいた。

　カランカラン、と鐘が鳴り始める。

「白クのイ女ー王ン！　白クのイ女ー王ンの凱旋よ！　ああ、何てことでしょう！」

　常であれば歓かん喜きと敬意を以もつて出で迎むかえるはずのエンプティたちは動どう揺ようしている。

　彼女が出て行き、戻ってくるまでのわずかな間に事態が激変していたのだ。

　戻る──戻る、戻ってくる。

　この隣りん界かいにおける最悪の敵。全準精せい霊れいの怨おん敵てき。

　宙空に突とつ如じよ浮うかび上がった扉とびらは【乙女の剣ベトウラー】によって作られたもの。領域と領域を往復するための違法の扉バツクドアである。

　ただ一人で全領域の全支配者ドミニオンへ対して宣戦布告を行い、分身体とはいえあの時とき崎さき狂くる三みにいとも容易たやすく土をつけた女王。

　偉い大だい、傲ごう慢まん、最強、凶きよう悪あく。どれでもあり、どれでもない怪かい物ぶつ。





──残り　　　　〇ゼロ分






　白クのイ女ー王ンの凱旋と共に、高らかに鐘が鳴り響く。

「──さて。何が起きた？　速すみやかに語れ」

　静かに怒る女王は、何もかもを承知のようだった。




　　　　◇




　白クのイ女ー王ンは凱旋するなり知らされた情報に、陰いん鬱うつそうにため息をついた。彼女の前には、平へい伏ふくするエンプティたちがいる。ルークの下で働いていた少女たちである。

「私が出立して、帰ってくる少しの間だけで、この騒さわぎか」

「も、申し訳ありません……申し訳……申し訳……！」

「お気になさらず。元より君たちに、あなたたちに、勝てる術すべはない。居残らせたルークに責任があるし、そのルークがまた死んだなら──ああ、いや。どうやら今しがた死んでしまったらしいな」

「え？」

「今度は君だ」

　白クのイ女ー王ンは気け怠だるげに、玉座からエンプティの一人に銃じゆうを向けた。

「【蠍の弾アクラヴ】」

　撃うたれたエンプティが、ぐにゃりと姿を変える。だが姿がルークに変わってもなお、震ふるえるだけで身動きが取れないようだった。白クのイ女ー王ンが小首を傾げる。

「……おや。短期間での連続復活は少し時間が掛かかるのか。纏まとわり付いた『死』の香かおりのせいか、それとも単純な構造問題かな？　まあ、いいか。ルークに復活したら、さっさと侵しん入にゆう者を始末するように伝えてくれ。私は──『彼女』を捕つかまえに行かなければ」

　エンプティの一人が不安げに尋たずねる。

「……他ほかのお二方はどうしたのでしょう？」

「あの二人は別働隊だ。一人は捜さがし物を、もう一人は潜せん入にゆうを。それぞれ大事な役割でね」

「──ああ。つまり予想通り、あなたお一人ですのね」

「!!」

　その声は、奇き襲しゆうだった。それに対する白クのイ女ー王ンの反応は神速に等しかったが、エンプティたちの誰だれが時崎狂三に化けているのか、と短銃を彷徨さまよわせたことで選せん択たくを違たがえたと言える。

　銃声。

「……っ！」

　白クのイ女ー王ンの腕うでを弾だん丸がんが掠かすめた。噴ふき出る血にエンプティたちから悲鳴が上がる──一人のエンプティが、自分のすぐ後ろで銃声が鳴り響ひびいたことに、おっかなびっくり背後を覗のぞき込む。

〈刻々帝ザフキエル〉の短銃が、ぬらりとエンプティの影かげから湧わいて出ていた。

「ああ、思い出したよ。君は影を這はいずり回るのが得意だったか」

「こんにちは、反転体さん」

　つい、と影から飛び出した狂三はスカートの裾すそを摘つまんで優ゆう雅がに一礼した。

「お久しぶり、というほどでもないですわね」

「余よ裕ゆうがあるね、君は。奪うばわれた『時間』を取り戻して。ついでに余り物の『時間』を大量に吸い上げて、はしゃいでいるのかい？　それはまた、何とも愛らしい」

「余り物、ですの？」

「君が吸い上げた時間は、いざというときのために取っておいた予備燃料みたいなものさ。私が本来持っている時間は、私が持っているに決まっているだろう？」

　狂三は嘆たん息そくし、肩かたを竦すくめた。どうやら、白クのイ女ー王ンは真実を宣のたまっているらしい。

「まあ、それはそれは。余り物を有り難がたく頂ちよう戴だいいたしましたわ」

　……とはいえ、では苛いら立だってないかというと話は別だろう。予備燃料と言ってはいるが、彼女が非道を行い搔かき集めた財産なのだから。

「霊力を集め、時間を吸い上げ、エンプティたちを誑たぶらかし……あなた、この隣界で何を企たくらんでおられますの？」

「君が想像も及およばない、素晴らしいことさ」

　残念ながら白クのイ女ー王ンは目的を喋しやべらず、傍そばにいたエンプティに目線を送った。エンプティは頷うなずき、襲おそい掛かる──狂三はそれを足でいなして、短銃の引き金トリガーを引く。

　エンプティが消しよう滅めつした。

　それを見ながら、白クのイ女ー王ンが愉たのしそうに笑う。

「躊ちゆう躇ちよなく殺すね、君は」

「胸が痛みますわ、とても」

　──三割くらいは本当のことである。

　時崎狂三とて、別に積極的に誰かを殺したい訳でも傷つけたい訳でもない。だが、中ちゆう途と半はん端ぱな同情心で、そこから遠ざかることだけはすまいと決めていた。

　遠い遠い過去。無む垢くな誰かを殺害した記き憶おくがあり、罪がある。

　矛む盾じゆんしているようであるが。その罪がある限りは、戦い続け殺し続けると決めていた。

「戦うのかい？　私は、わたくしは、一向に構わないが」

　くすり、と笑う白クのイ女ー王ンには漲みなぎるような自信がある。それはそうだろう、彼女は先の戦いでほぼ危なげなく、狂三に勝利している。

「その顔で、『わたくし』などと自じ称しようしないでくださいまし。身の毛がよだちますわ」

　しかも恐おそらく、彼女はまだ本気を出していない──狂三はそう確信していた。

　あの軍刀サーベルも、あの銃も、まだ全すべての能力を出していない。

　領域、場所を支配する白クのイ女ー王ン。

　時間、影を支配する第三の精霊、時崎狂三。

「少し前にお伝えした言葉をもう一度繰くり返しますわ。あなたは害虫でしてよ。百害あって一利もなく。ただ増ぞう殖しよくしただ増える。目的もなく破は壊かいと病を撒まき散らす虫──」

　挑ちよう発はつに乗った。あえて乗ったのか、それとも苛いらついたのかまでは不明だが。

　さあ、目的を吐はき出せ。動機を吐と露ろしろ。こちらを思い切り舐なめてかかれ。

　お前はあの人と、一体、何の関係がある──？

　白クのイ女ー王ンは薄く笑って告げる。

「生あい憎にくと目的はあってね。この隣界を滅ほろぼす……ああ、これで勘かん違ちがいされたのか。滅ぼすのではなく、生いけ贄にえに捧ささげるのさ」

「隣界という巨きよ大だいな生贄と引き替かえに、何を得るのです？　一万年の孤こ独どくですか？」

「何より得難いものさ。それを得られるなら、隣界など惜おしくもない。準精霊たちが構築した狭きよう隘あいな世界など、踏ふみ潰つぶすとも」

　白クのイ女ー王ンの瞳ひとみに隠かくしきれない蔑さげすみが宿る。

　それは自分以外の準精霊一いつ切さいを認めない──塵じん芥かいと同然と見なす視線だった。

「で、あるならば。隣界を守るため、わたくしは戦いましょう」

「戦う？　戦うだって？　面おも白しろいな、面白いね、面白いですわ。いや……ふふ……反転していても私は『わたくし』か。時崎狂三、君だって理解しているはずだろう？　君と、私では戦いにならない」

　……確かにその通り、かもしれない。

「そうですわね。ええ、まったく……わたくし一人では戦いになりませんわ」

　背後のルークが、げほりと咳せき込んだ。……恐きよう怖ふを抱いだいたまま死んだせいだろう。

　闘とう志しを取り戻もどし、戦いに挑いどめるようになるまではもう少し時間が掛かる。

　なら、彼女の口から言わせるよりは自分から告げた方がいい。

「ところでわたくし。諸事情がありまして、封ふう印いんされていた力が一つ解放されましたの」

「へえ。まるでゲームの主人公だね、君は」

　白クのイ女ー王ンは動じない。だが、彼女は不意に悪お寒かんに襲われた。時崎狂三の持つ天使〈刻々帝ザフキエル〉。

　彼方の世界げんじつにおいて周囲を更さら地ちにする破壊力こそ無いものの、彼女が精霊の中でもトップクラスに最悪だと謳うたわれていたのは、法則をねじ曲げる力があったからだ。

　時間を停止する七の弾。時間を加速させる一の弾。過去を見通す一〇の弾。

　破壊ならば耐たえ凌しのげよう。防ぼう壁へきならば打ち砕くだこう。

　されど時間をねじ曲げるなどという圧あつ倒とう的な反則に、どう立ち向かう？　……しかし、それでも白クのイ女ー王ンには〈狂々帝ルキフグス〉がある。

　だが──待て。

　たった一弾だけ、どうしても敵かなわない能力がある。

　白クのイ女ー王ンは、〈刻々帝ザフキエル〉の力の中でも最悪の弾丸バレツトを思い出す。究極の理り不ふ尽じんを実現する、あの弾丸だ。

「……いや、まさか」

「そのまさかですわ。【八ヘのツ弾ト】!!」

　狂三は自らの頭を撃ち抜ぬいた──轟ごう音おんと共に、狂三の体が二つに増殖する。まるで手品のように。時崎狂三が二人になった。

　……いや、完全な複製ではない。違っている。霊装ドレスの色が、雰ふん囲い気きが、何かが異なっている。薄い感情しか持たないはずのエンプティたちにも動揺が走る。それほどまでに、驚きよう嘆たんすべき出来事だった。

「ごきげんよう、『わたくし』。いえ、シスタスさんとお呼びした方がよろしくて？」

「ごきげんよう、『わたくし』。そうですわね。予想通り、あなたが呼べるのはわたくしくらいのものですわ。友達が少ない……いえ、自分が少ないと言うべきでしょうか？」

「……まさか、その弾たまを解放するなんてね」

〈刻々帝ザフキエル〉の短たん銃じゆうを持つあの少女は、白クのイ女ー王ンが徹てつ底てい的に蹂じゆう躙りんして、拷ごう問もんした。

　殺すには惜しく、これ以上奪えるものもなく。

　新しい時崎狂三が迷い込むまで、放置していたが──。

「……上う手まくいかないものだな、人生というのは」

　白クのイ女ー王ンは天に向かって嘆なげきの息を吐き出した。

「よし、いいだろう、いいでしょう。時崎狂三が二人、それでやっと──私の背中を追いかけられる程度には楽しめる」

　白クのイ女ー王ンの挑発に、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで狂三は応じる。

「ええ、ええ。という訳で今度こそ、あなたを──叩たたき潰して、差し上げますわ」

　もちろん最初から、話し合いという線はない。それは最初に出会ったときから直感で理解していた。

　互たがいの存在が許せない。

　互いの概がい念ねんが許せない。

　互いの主張が許せない。

　正義ではなく邪じや悪あくでもなく。わたくしと『彼女』の戦いはつまるところそういうもの。

　だから殺す。手を血で汚よごすのだ。

　銃が軽い、と感じる。〈刻々帝ザフキエル〉に重さを感じないのは、絶好調であるという証しよう拠こだ。少なくとも狂三はそう思う。

　隣となりのシスタスを見る。自分が喰くらい、血肉とし──そして蘇よみがえらせた存在を。

「やりますわよ。『わたくし』」

　互いの天使と魔ま王おうが構えられる。

「〈刻々帝ザフキエル〉──【一アのレ弾フ】」

　加速する狂三が突とつ撃げきする、それをフォローするように動くシスタス。遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきと近距離の乱射。狂三が縦じゆう横おう無む尽じんに動いて攪かく乱らんし、シスタスが要所要所で狙撃を行って相手を足止めする。

　思念を送り合う訳でもアイコンタクトを行う訳でもないが、タイミングは測ったかのようにピタリと合がつ致ちした。ルークと戦った時と同じく、歯車が嚙かみ合っているという感覚。

　弾丸は雨というよりは雪ゆき嵐あらしのようだ。

　たっぷりと時間を補ほ充じゆうしていた狂三たちは、機関銃マシンガンもかくやという速度で〈刻々帝ザフキエル〉を連射する。

　殺さつ到とうする弾だん丸がんを前に、白クのイ女ー王ンが動き出す。

「〈狂々帝ルキフグス〉──【天秤の弾モズニーム】」

　彼女は二人を嘲るかのように口元を歪ませると、凍こおり付いたように動こうとしなかったエンプティの一人に銃を向け、引き金トリガーを引いた。

「え……？」

　座標が入れ替わった。白クのイ女ー王ンのいた場所には、惑まどうエンプティ。

　だが、自分が狂三とシスタスに襲われているのを見て、彼女は歓かん喜きする。

「まあ、わたしが役立ちましたのね！　光栄です、女王さ──」

　少女の言葉は、途と中ちゆうで弾丸の嵐に押し潰された。その光景を見ていたエンプティたちは頷き合うと、玉座の間の四方八方に展開し始めた。狂三は内心で舌打ちする。エンプティたちは自じ爆ばく特とつ攻こうを選ぶのではなく、弾丸を回かい避ひしながらただ漂ただようだけ。一番厄やつ介かいな展開だった。

「よろしい、諸君。そのまま動き回れ──【天秤の弾モズニーム】！」

　白クのイ女ー王ンが因子を加える。彼女はエンプティと座標を交こう換かんして、擬ぎ似じ的な瞬間移動を果たす。

「く、この……！」

　間かん一いつ髪ぱつ、背後から襲い掛かかってきた白クのイ女ー王ンへの対応が間に合った。

　狂三の持つ〈刻々帝ザフキエル〉と、白クのイ女ー王ンの〈狂々帝ルキフグス〉──軍刀サーベルが激げき突とつする。

「身体能力は私の方が上という訳だ……！」

　そう叫さけんで白クのイ女ー王ンが踏み込んだ。軍刀サーベルが煌きらめき、閃せん光こうを放つ。それを長銃で弾はじいた狂三は斜ななめ後ろへと跳ちよう躍やくした。

　追う女王を牽けん制せいするように、短銃を放つ──が。その弾丸悉ことごとく、軍刀サーベルが切って捨てた。

　上段からの大おお振ぶりの一撃──追い込まれたはずの狂三が、ニタリと笑う。

　逃にげに逃げていた狂三が反転し、一気に白クのイ女ー王ンへと接敵した。剣けんを振り下ろすこともできないほどの近距離で、狂三はしっかりと白クのイ女ー王ンに両りよう腕うでを絡からめた。

「『わたくし』！」

　素す早ばやく白クのイ女ー王ンの頭へ向けて、シスタスが銃じゆう撃げきを放つ。頭を仰のけ反らせ、紙一ひと重えで回避した女王は、狂三を強引に引き剝はがすと距離を置いた。

　感かん嘆たんするように息を吐き出す。

「──二人いるというだけで図に乗ったかと思っていたが……そうでもないか。図に乗るだけの戦せん闘とう力がそちらにはあるようだ」

　狂三とシスタス──二人はただ、寄せ集まっている訳ではない。

　コンビネーションと呼ぶべきものを成立させている。まあ、パートナーが誰だれより自分自身に等しい存在なのだから、息があって当たり前とも言える。

「……ただし。所しよ詮せんは分身体に過ぎない。そちらの彼女も、そして君も」

　せせら笑うその様は、まさに女王然としていた。誇ほこり高く、傲ごう慢まんで、貪どん欲よくで、絶対強者であることを微み塵じんも疑わせない。

　ならば、彼女と向かい合う時崎狂三は道化だろうか？

「知っているとも。彼方の世界げんじつにおいて、君たちは消しよう耗もう品だ。時崎狂三のために死に続ける、まったく意味も価値も見当たらない命。それが君たちだ。運良く、隣界に落ちてきたところでそれは変わらないのです。蜉蝣かげろうのようで、何とも──滑こつ稽けいでいじましいじゃないか？」

　白クのイ女ー王ンが笑う。狂三は無表情で向かい合い、ぽつりと呟つぶやいた。

「……仰おつしやる通りかもしれませんわね。いえむしろ、まったくもって正しいですわ」

　深呼吸。

　今いま更さらながら、真実に手を触ふれる。

「わたくしは分身体ですわ。この隣界に落ちてきた理由は分かりませんし、〈刻々帝ザフキエル〉を行使できる理由も不明ですわ。ええ、ええ、分かったせいで分からないことばかりが増えましたわ」

　まだ少し、胸が痛い。けれどそれは、分身体だからという理由ではない。

　ただ単純に──あの人にとって、自分はただの無数にいる時崎狂三の一人でしかなく、ヒロインではなく脇モ役ブというのが、辛つらくて痛い。

　でも、やはり止まらない。どうしても止まれない。止まってくれない。

　ああ──会えるなら、もう一度死んだって構わない。

「けれど、それはそれで嬉うれしいことですわ。あやふやなままよりは、ずっと。覚かく悟ごが決まり、足あし下もとが定まった。なら、後は進むだけですもの」

　時崎狂三は道化ではない。

　騎き士しでもなく、王でもなく、時崎狂三は死神だ。大おお鎌がまを持って魂たましいを切断する、問答無用で死を手た向むける存在だ。

　そして普ふ通つうの死神より、少しばかり意地が悪い。

「──ところで、あなたもですわよね」

　狂三は言葉で、女王を突つき刺さした。

「二度戦ってようやく確信が持てましたわ。ええ、ええ。不安でしたもの。反転したあなたこそが本体であり、わたくしたちが叛はん乱らん分子なのではないかと。でも、違ちがいましたわねえ？　あなたも分身体。ただ本体からはぐれただけの個体に過ぎませんわ。ええ、そう。つまりはこう言い換かえることもできますわね──反はん抗こう期、と」

　目を見開き硬こう直ちよくする白クのイ女ー王ン。周囲のエンプティたちも、どうすればいいのかと戸と惑まどうように右往左往している。

「『わたくし』、人を怒おこらせる天才ですわね」

「言われっぱなしは癪しやくですもの」

　近付いてきたシスタスがそっと囁ささやく。

　ガチャン、と何かが音を立てた。

「──違う。違う、違う、違う！　私は分身体じゃない！　私は本体だ、本体だとも！　分身体が反転などするものか！　君たちとは、お前たちとは違う！　この魔王〈狂々帝ルキフグス〉がその証拠だ！　劣れつ化かコピーの〈刻々帝ザフキエル〉を使って得意気になっている君たちと私は、違う……！」

　女王が猛たけり、叫ぶ。

　しかし、先ほどの狂三の言葉は正しく突き刺さったらしく、がりがりと苛いら立だたしげに頭を搔かき毟むしる。

「白クのイ女ー王ン……！」

「──寄るな」

　エンプティたちが駆かけ寄ろうとするのを、片手で押し留とどめた白クのイ女ー王ンは深呼吸を一つすると、あっさりと立ち直った。

「……ああ、つくづく嫌いやなことを突っついてくるな。だから私は君たちが嫌きらいなんだ。まあいい、戦いを続けようじゃないか」

　狂三がそれを見て抱いだいたのは、微び細さいな違い和わ感かん。

「シスタス。……彼女、おかしくありませんでして？」
















「女王は元からおかしいですわよ、『わたくし』。……余よ裕ゆうがなくなっただけでは？」

　かもしれない。

　分身体であることは、彼女にとって弱味ではないが屈くつ辱じよくだろう。言うなれば、自分は量産品だ、と宣告されるに等しい事実だ。

　しかし、それを差し引いても──今、何か──。

　余分な思考に時間を割さけたのはそこまでだった。

「──【獅子の弾アリエ】」

　轟ごう音おんが響ひびく。いや、響くどころではない。たまたま周囲にいたエンプティたちが耳を押さえて悲鳴をあげながら消しよう滅めつした。

「なっ……!?」

　自分の声すら聞こえない。狂三とシスタスは床ゆかを蹴けって逃とう避ひした。弾丸にしては速度が鈍のろく、代だい償しようのように煩わずらわしいほどの轟音だった。

　ガリガリガリガリ、ガリガリガリガリ。まるで何かを削けずるような音。とはいえ、弾丸は回避されて床に突き刺さる──寸前、方向を切り替かえた。

「……追つい尾び弾だん!?」

　狂三は慌あわてて宙を舞まう。当然のように追い縋すがってくる。無数のエンプティたちがいる中、ぴたりと狂三を付け狙ねらう。

　ガリガリガリガリ、ガリガリガリガリ……。

　黒板を爪つめで搔き毟り続けているような、不快な音。

「『わたくし』！」

「大だい丈じよう夫ぶですわ、この程度の速度なら──」

「いいえ、違いますわ！　弾道……！」

　シスタスの言葉に、狂三は弾丸を回避しつつ弾道を見た。自分に向かって狙いを定め、空間を自由に動き回る様は獣けもののようだ。弾丸は白い軌き跡せきを残しながら、ゆっくりと自分に向かってきて──。

　……いや、待て。

　白い軌跡は全すべてが残っていた。発射されてから、あの弾丸が玉座の間を巡めぐった様が白い線となって空間に刻まれていた。

　ガリガリガリガリ、ガリガリガリガリ──。

　音があまりにも煩わしい。狂三は不快さに顔を顰しかめつつ、白クのイ女ー王ンを捜そう索さくした。……当たり前のように、彼女は放った場所に佇たたずんでいた。

「……なぜ？」

　追尾弾一つ、回避できない自分ではない。現に、先ほどからずっと回避し続けている。彼女が動いて、追尾弾と連れん携けいしなければ有効打にはならないはずだ。

　しかし、白クのイ女ー王ンは動かない。

　いや、それどころではない。エンプティたちも、まったく身動きしていなかった。彼女たちを追尾弾は避よけている。

　ガリガリガリガリ、ガリガリガリガリ！

　囀さえずる弾だん丸がん、動かない女王、動かないエンプティ、残る軌跡。

「──となれば、申し訳ありませんが実地試験ですわね」

　元々、この玉座の間から逃げ出さない時点で彼女たちは共犯なのだ。そして自分は時崎狂三であり、その残ざん忍にん性は本体だろうが分身体であろうが変わりはない。

「え……!?」

　近くにいたエンプティの一人を引っ摑つかむ。空っぽの少女はぽかんと、自分が何をされるか理解していないようだった。

「失礼致いたしますわ。どうか、わたくしのための〝盾たて〟になってくださいまし」

　そう言って、全く情け容よう赦しやなくエンプティを弾丸目掛けて放ほうり投げた。追尾弾は回避することもできず、エンプティと激突する。

「申し訳、ありませ──」

　削れた。撃うたれた瞬しゆん間かん、弾だん痕こんを中心にエンプティはまるで紙かみ屑くずのように切り裂さかれ、引き千切られた。

　その陰いん惨さんな死に様に、狂きよう信しんを誇るエンプティたちも息を吞のんだ。

「……空間を……削っていますのね」

　忌いま々いましい、というように歯は嚙がみする。白クのイ女ー王ンは薄うすく笑い、頷うなずいた。

「その通り。空間を嚙かみ砕くだくからこその獅子アリエさ。まあ、この鬱うつ陶とうしい音は私も苦手なのだけどね。それより、のんびりしていていいのかな？」

　ガリガリガリガリ／ガリガリガリガリ／ガリガリガリガリガリガリガリガリガリ！

「まだ……!?」

　エンプティを嚙み砕いた弾丸が飛び出した。慌てて狂三は追尾弾を回かい避ひする──再び声が飛ぶ。

「その軌跡も危険ですわ、『わたくし』！」

　シスタスの声に、慌てて空間に残った白い軌跡を躱かわした。軌跡に触れた毛先が、鋏はさみで切断されたかのように削られた。

「そうそう。さて──ネズミのように逃にげ惑まどってくれ。君には特にお似合いだ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。逃げれば逃げるだけ不利になるだけですわ。なら、こうするまでです。〈刻々帝ザフキエル〉……【七ザのイ弾ン】!!」

　ガリガリガリガｒ────工事現場の只ただ中なかのような喧けん騒そうがピタリと止まった。

　縦じゆう横おう無む尽じんに空間を食い荒あらしていた獅子アリエは、最も早はや身じろぎ一つしない。

「この【獅子の弾アリエ】──撃てるのは一弾だけと見ました。なら、こうして停止するまでですわ」

「特質を見み抜ぬく力はさすがだね。でも、私も知っている。【七ザのイ弾ン】の力はそう長くは続かない。すぐに動き出すだろう？」

　白クのイ女ー王ンの見立ては正しい。

「ええ、ええ。まったく仰おつしやる通りですわ。ですから──動き出すまでのわずかな時間で、仕留めさせていただきますわよう！」

　彼女の言葉と同時、シスタスが素す早ばやく白クのイ女ー王ンへ向けて長ちよう銃じゆうを撃ち放った。

　既すでに三割以上の空間が、【獅子の弾アリエ】に食い尽つくされていた。このままでは追おい詰つめられる一方だ。

　一か八かで勝負を懸かけるならば、今のタイミングしかない。

「シスタス！　こちらの援えん護ごは考えなくて構いませんわ。【天秤の弾モズニーム】を防ぐために、エンプティを！」

　──勝負ですわね。

　──ええ、全額勝負ですわ。

「……承りましたわ！」

　シスタスは周囲に浮ふ遊ゆうしていたエンプティを片かたっ端ぱしから撃ち始めた。さすがにこれに対してはエンプティたちも動かない訳にはいかず、思い思いに回避あるいは迎げい撃げき行動を開始した。

【一アのレ弾フ】を自身に叩たたき込み、更さらなる加速。見えにくい【獅子の弾アリエ】の軌跡を回避しながら、白クのイ女ー王ンに肉にく薄はくする。

　白クのイ女ー王ンは迎撃せず、軍刀サーベルを構えるだけだ。〈刻々帝ザフキエル〉の長銃を剣けんのように扱あつかい、白クのイ女ー王ンの脳天へと振ふり下ろした。

　響く、軋きしむ。

　狂三の顔に余裕はなく、白クのイ女ー王ンの表情には変わらず不敵な笑えみが見える。

　それはそうだろう。自力という点でも、能力の底が見えないという点でも今の白クのイ女ー王ンの方が圧あつ倒とう的に有利だ。

　ここから先は詰め将しよう棋ぎだ。使えるもの全てを使って白クのイ女ー王ンを追い込む。

　まず、【七ザのイ弾ン】が解除されるまでに可能な限りダメージを与あたえなくてはならないが……。シスタスはエンプティたちを狙そ撃げきするのに忙いそがしく、こちらに攻こう撃げきを割く余裕はまずないだろう。

　打つ手は限られている。

　しかも相手に最後の一撃は必ず当てなければならない。直撃、致ち命めい傷しようを負わさなければ話にならない。当たり前のようだが、それができるかどうかが、どうしても確証が持てない。もしかしたら──望むべく展開など訪おとずれはしないかも。

　そういう何もかもが無む為いに帰す恐きよう怖ふを堪こらえて、狂三はともすれば逃げようとする心の扉とびらを閉じた。

　白クのイ女ー王ンの足を狙って射撃──回避される。

　代償とばかりに腕うでを斬きり飛ばされる──怯ひるまず踏ふみ込んで頭ず突つき。優ゆう雅がさもへったくれもない蛮ばん人じんのような一撃に、さすがの女王もたたらを踏んだ。

【四の弾ダレツト】──腕を復元。隙すき。短たん銃じゆうと軍刀サーベルによる高速の銃撃と斬ざん撃げき。波は濤とうのような勢いで狂三を叩き潰つぶそうとする。

　ゼロ距きよ離り射程の射撃を一三度繰くり返す。当たる、削り取る、回避される、どういう結末にせよ意味がない。白クのイ女ー王ンの傷は、修復していく。

「──【水瓶の弾ドウリ】」

「再生能力リジエネレーシヨン……！」

　復元とは異なる、自動再生。しかも先ほどからひっきりなしに回復し続けている。

　予想以上に再生能力が高い、焦しよう燥そうを押し隠かくしつつ、それでも狂三は彼女へ接近戦を挑いどむ。いや、挑み続けなければならない。

　優雅さなど無くていい。

　むしろ無様に見えても構わない。いや、そうでなければならない。

　あの一撃は、彼女が自分を侮あなどってくれるかどうか。そこで結実する。

【七ザのイ弾ン】が解除されるまで残り僅わずか。五度目の切り結び。狂三の全身は先ほど復元したとは思えないほどの傷だらけで血塗れブラツドバスだ。

　女王が笑う。

「やはり、そうか。なるほど。君はそこまでか。分身体は分身体。本体が無制限に【八ヘのツ弾ト】で生み出すようにはいかないか。あそこにいる彼女──精々、一体増やすのが限度だろう？」

「……さあ？　決めつけはいかがなものでしょう」

「私が恐おそれていたのは、本体が繰り出すような悪夢だよ。無限無数の時崎狂三など、想像しただけで吐はき気がする。だが──一体や二体程度なら、恐れることはない」

「それを見み極きわめたかった訳ですか？」

「ああ。だってもしそうなら、君を倒たおしても次の時崎狂三が〈刻々帝ザフキエル〉を獲かく得とくし、復活するかもしれないだろう？　だが、今なら君から〈刻々帝ザフキエル〉を奪うばうだけで、時崎狂三という現象は封ふうじられる」

　白クのイ女ー王ンはちらりと、シスタスを横目で観察した。彼女は変わらず、エンプティを相手に死し闘とうを繰り広げている。こちらに銃を向ける様子はない。だが──。

　ずるりと。シスタスの影かげから真っ白で、小さな腕が伸のびた。手には古式銃。白クのイ女ー王ンはそれを見て、嗤わらう。

　放たれた弾丸を、一息で切って捨てた。

　影から這はい出てきたのは、幼い姿になった狂三──七歳の狂三だ。

「ああ、なるほど。君が時崎狂三のとっておき、という訳か」

【八ヘのツ弾ト】による分身体の作成には、限度があった。本体でなく、分身体が分身体を作り出すという異常事態のせいだろうか。

　シスタスともう一人、しかも幼い姿の狂三を作り出すので精せい一いつ杯ぱいだった。だが、配られたカードがそれであるならば、それで勝負するしかないと狂三は分かっていた。

　搦からめ手もある、卑ひ怯きようと呼ばれる手段も、残ざん酷こくと、そう認にん識しきされる手役もある。

　しかし──反転体に膝を突くことだけは許されない。幾度負けようとも立ち上がり、必ず倒さなければならないのだ。

　それはただ、強大な敵であるからという……そんな安易な認識だからではない。

　白クのイ女ー王ンとは、時崎狂三にとって宿命だ。

　分身体と本体、分かたれる認識、感情、現在──けれど、その根元にあるのは時崎狂三という、一つの〝主義〟とも言える。

　その〝主義〟が決して、決して負けてはならないと叫さけぶのだ。

　逃げるにせよ、隠れるにせよ、白クのイ女ー王ンに這いつくばってはならない。平へい伏ふくしてはならない、と。

　幼狂三が放った一弾は切り捨てられた。しかし逆に言うとその瞬間、本来の時崎狂三から女王の意識が逸それた。

「────────【の弾】」

〈刻々帝ザフキエル〉が起動する。文字盤ばんから吸い上げられた影が、するりと古式銃に装そう塡てんされる。

　白クのイ女ー王ンに突つきつけられる短銃。引き金を引く一いつ瞬しゆん、殺意が膨ふくれ上がる。

「！」

　女王の反応は劇的だった。コンマ数秒で状じよう況きようを認識し、殺意に迅じん速そくに反応して勢いよく頭を振った。弾丸は頭を掠かすめてわずかな傷を負わせただけ。時間が停とまることも減速することもない。その勢いを殺さず、体を反転させて軍刀サーベルで斬りつける。

　時崎狂三の両りよう腕うでが、切り落とされた。

「──終わりだ、時崎狂三」

　両腕がない以上、狂三は【四の弾ダレツト】に限らず全すべての弾たまが使用不能になった。

　疑いようのないゲームオーバー。

　崩くずれ落ちそうになった狂三の霊装ドレス──その襟えりを摑み、掲かかげる。

「狂三さん！」

　シスタスの影から、緋ひ衣ごろも響ひびきとキャルト・ア・ジュエーが飛び出してきた。だがもう遅おそい。

　白クのイ女ー王ンの完全勝利だ。

　後は〈刻々帝ザフキエル〉を奪い、彼女たちを再び幽ゆう閉へいする。

「終わりだな、時崎狂三。折角だ、もうすぐ解除される【獅子の弾アリエ】に両足も喰くわせようか？」

「……それは……別に構いませんが……。最後に……一つだけ……教えてくださいまし」

　両腕を失い、首を締しめ上げられる狂三は苦しげに、しかしそれでも無理に笑みを浮うかべて言った。

「何を？」

「ええ、気になっていまして……。わたくしの推測ですと、別領域への入口はこちらにしかないと思うのですが、違ちがいまして？」

「ああ、そうか。次のチャンスを狙ねらっているのかい？　いいだろう。次も逃げることができるのであれば、それはそれで面おも白しろい」

　白クのイ女ー王ンは狂三の推理を肯こう定ていした。

「その通り。この玉座の間こそが入口だ。隣界全てを侵しん蝕しよくし、全てを蹂じゆう躙りんするためのね。あと一歩だったな、時崎狂三。チェックメイトだ」

　過剰殺傷オーバーキルとばかりに、【七ザのイ弾ン】が解除された。途と端たん、狂三に向けてすっ飛んでいく【獅子の弾アリエ】。餓うえに餓えた獣けもののように、再び放たれた空間を喰らう弾。

　ガリガリガリガリと音を立て、再び時崎狂三へと狙いを定めた。

　即すなわち王手、詰み──チェックメイト。

　どうあれ、ここからの逆転劇など有り得ない。

　白クのイ女ー王ンはその音を背に受けながら、薄うすく微笑ほほえもうとして──顔をしかめた。

　時崎狂三は嗤っていた。精神が破は綻たんしたのかと思うほどに、けたたましく騒さわがしく。

「きひひひひひひひひひひ！　ああ、ああ！　残念でしたわ、本当に残念！　あと二歩、たった二歩だというのに！　このまま殺されてしまえば、見事に全ぜん滅めつですわねえ！」

「二歩？」

　ガリガリガリガリと音を立てて、弾だん丸がんが飛ぶ。

「チェスではこのルールはありませんわ。わたくしのイメージとはズレますが、どちらかといえば将棋ですわね。でも、これは戦争デートなのだから──掟おきて破りは仕方ないと思っていただけますかしら？」

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

　背後のちっぽけな殺意と能力など、問題にもならない。緋衣響も、キャルト・ア・ジュエーも、幼い狂三も、シスタスも、どう動くにせよ徒労だ。

「──さあ、白クのイ女ー王ン。チェックメイトでしてよ」

　彼女の言葉を解かい釈しやくしようとした瞬しゆん間かん、凄すさまじい虚きよ無む感かんが白クのイ女ー王ンの全身に叩きつけられた。




　白クのイ女ー王ンの背中に、【獅子の弾アリエ】が喰らい付いていた。



















　脇わき腹ばらから引き裂さかれ、空間ごと吞のみ込まれている。

「な──」

　さすがに、絶句する以外にない。疑ぎ問もん符ふが脳を埋うめ尽つくす。

「──にを、した」

　時崎狂三は、それこそチェシャ猫ねこのように嗤いながらその弾丸の名を告げた。

　それは加速する【一アのレ弾フ】でも減速する【二ベのー弾ト】でもなく、巻き戻もどす【四の弾ダレツト】でもなければ未来視を可能にする【五の弾へー】でも、時間を止める【七ザのイ弾ン】でもない。

「──────【九テのツ弾ト】」

「な……」「え……」

　最後の一手を知らされていなかったシスタスと幼狂三が絶句する。白クのイ女ー王ンが振ふり返ったときが、最大の鬼き門もんだった。

　もしあの二人に、多少なりとも余よ裕ゆうがあれば白クのイ女ー王ンは即そく座ざに感付いただろう。幼狂三の背後からの一いち撃げきが最後の一手と信じてこその、愕がく然ぜんとした表情。

　しかし、時崎狂三は一度白クのイ女ー王ンと戦った経験から、それは不可能だと考えていた。

　だからこそのもう一手。白クのイ女ー王ンが放った【獅子の弾アリエ】を手て駒ごまにする。

「あの弾丸、自動追つい尾びではありませんわね。あなたがご自身で操作していたのでしょう？」

　熱源、あるいは霊れい力りよく……そういったものを探知している。そういう風にも考えたが、その仮説は白クのイ女ー王ンの本ほん性しようを考えると、色を失った。

「あなたは、誰だれも信用していない。ですわよねえ。何しろ女王なのですから。エンプティたちに操作を任せる？　無理ですわ、とても無理ですわ」

　最有力の仮説は、彼女は【獅子の弾アリエ】を自身の意志でコントロールしているというものだ。その仮説は、白クのイ女ー王ンが動かなかったことで裏付けされた。

　精密に操作する、というよりは『該がい当とうする時崎狂三に当てる』程度の漠ばく然ぜんとしたものだろうが──。

　ともあれ、【獅子の弾アリエ】は白クのイ女ー王ンの意志で操作する。で、あるならば──時崎狂三の意志を上書きし、介かい入にゆうさせることも決して不可能ではない。

　その為ための【九テのツ弾ト】。本来、この弾の用よう途とはあまりに限られている。異なる時間軸じくにいる人間と、意識を繫つなぐための弾。しかし、隣界においてはそもそも時間軸そのものが有って無いようなもの。厳密に定められた時間が無い以上、狂三の【九テのツ弾ト】はいつでも効力を発揮する。

　白クのイ女ー王ンは【獅子の弾アリエ】を自分の意志で操作していた。ただし、そこに厳密さはない。弾に籠こめられた漠然とした白クのイ女ー王ンの意志に、瞬間的に狂三が介入し、上書きクラツクする。

　時崎狂三ではなく、白クのイ女ー王ンを狙えと。無論、ただ【九テのツ弾ト】を撃うって、ただ白クのイ女ー王ンの意識に介入する──それでは抵てい抗こうされる。

　だが、あの瞬間の白クのイ女ー王ンは【獅子の弾アリエ】など意識の片かた隅すみにしかなかった。勝利を味わうと同時、狂三との会話に意識を集中させ、尚なお且かつ背後のシスタスたちにも気を配っていた。

　そこに、弾丸を統すべようという意識はなく。

　ただ、漫まん然ぜんとした緩ゆるめた操作があるだけ。何の目的もなく、ぼうっとコントローラーでキャラクターを動かしているようなもの。

「だけど、これは私の──〈狂々帝ルキフグス〉なのに？」

「あなたはわたくしたちの反転体ですわ。本体の反転ではなく、分身体の反転。まして、あなたはわたくしたちの〈刻々帝ザフキエル〉を弄いじくり回し、活用していらっしゃったでしょう？　わたくしたちの力を取り込もうとした──だから、その逆も有り得ると。あなたは認識しなければならなかったのですわ」

〈刻々帝ザフキエル〉の力を悪用しようと研究と解かい析せきを行っていた。ならば、女王はその力が逆に牙きばを剝むくことを想定して然しかるべきだったのだ。

　因果は応報する。行こう為いは巡めぐる。

　白クのイ女ー王ンの遂とげようとした目的が何であれ、それがたった今、時崎狂三の一手として活いかされた。

　これで遂ついに女王は討うち果たされた──────────────────訳がない。

「シスタス！」

「承りましてよ、『わたくし』！」

　真っ先に動いたのはシスタスだ。続いて幼狂三が、響とキャルトを両手で引っ張って走り出す。狂三は最後に残った武器──足で思い切り白クのイ女ー王ンを蹴けり飛ばした。

　入れ違うようにシスタスが白クのイ女ー王ンの横を駆かけ抜ぬける。

　そして同時に、彼女から軍刀サーベルを奪うばう。

　シスタスは知っていた。この剣けんこそが扉とびらの鍵かぎだと。能力を完全に活用まではできないが──既すでに存在を確立させた扉を開放することくらいは可能だと彼女は推測していた。

　迷う余裕などない。

　どの領域への扉であれ、開放されていれば構わない。

「はああああああああああああああああ！」

　空間を両断するかのように、シスタスは軍刀サーベルを振り下ろした。

　第三領域ビナー全体に響ひびくような轟ごう音おん。何かが解除される、歯車と歯車が嚙かみ合い動き出したような、そんな音。

　瞬まばたき一つする度たびに、状況が一変していく。全額勝負に勝利した狂三は、力尽つき膝を突いていた。

「扉が────」

　絶句する響とキャルト。そんな二人を、幼狂三は迷わず両手で投げた。同時に悲鳴をあげながら、同時に扉へと突つっ込んでいく。キャルトは予あらかじめトランプを体に巻き付けていたため、何やらくぐもった『無茶でござる』だの『助けてくださーい』だの『無理ッス！』だの『未体験だと思うがいい！』という声が聞こえてきたが、現状ではどうでもいい。

　昏こん倒とうした狂三をシスタスが抱かかえ、軍刀サーベルを放った。

　その放った軍刀サーベルを幼狂三が抱え込む。

「『わたくし』!?」

「ルーク！」

　白クのイ女ー王ンが叫さけんだ。幼狂三は両手でしっかりと軍刀サーベルを握にぎり締め、起き上がって直ちに行動を開始したルークの斬ざん撃げきを受け止めた。

「ちらばれ──はなたれろ！」

　大おお鎌がまが分ぶん裂れつし、無数の矢となる──それを、幼狂三が一身に受け止めた。

　そこに躊躇ためらいはない。時崎狂三ならばそうする、シスタスであってもそうする、幼狂三であれ、【八ヘのツ弾ト】で生まれた瞬間から、そうすると決めていた。

「……どうか『わたくし』。目的を果たしてくださいまし。わたくしは、ここでおさらばですが……どうか────」

　あの人に逢あうために。そして時崎狂三の目的を果たすために。

　そのために生きて、そのために死ぬ。

　カゲロウのように生きて、カゲロウのように死ぬの。

　時崎狂三わたくしたちはそれで一向に構わない。

　幼い狂三は【八ヘのツ弾ト】で産み落とされたときから、そうすると決めていた。この状じよう況きように至ったときは、まず自分が庇かばうのだと。そしてもし幼い狂三が無意味に散ったとしても、その次はシスタスが命を投げ出していただろう。どういう姿であれ、時崎狂三は時崎狂三なのだから。

　進め、進め、どこまでも──蠟ろう燭そくの翼つばさに炎ほのおが点ともり、熱で溶とけても飛び続けろ。

「待──」

　ルークの伸のばした腕うでは消しよう滅めつ寸前の幼狂三に阻はばまれ、届かなかった。

　扉が閉じ、幼狂三も完全に消滅する。軍刀サーベルで再び開くにせよ、致ち命めい的てきなタイムラグ。白クのイ女ー王ンは【水瓶の弾ドウリ】によって既に高速の自己修復を開始しているが、その間に、狂三たちは逃にげの一手を打つだろう。

「ああ、ああ。白クのイ女ー王ン……白クのイ女ー王ン……！」

　エンプティたちが啜すすり泣く。恐おそらく、初めてだろう。女王がこれだけ傷つき、これだけ酷ひどい体を見せるのは。

　たとえそれが、あと一〇分もすれば回復するものだったとしても──。

　傷を癒いやしながら、穏おだやかな顔で女王は告げる。

「……エンプティ、ルーク。玉座の間から出て行け、今すぐに」

　からくも生き残った数人のエンプティとルークは顔を見合わせ、一礼して出て行った。既に【獅子の弾アリエ】の軌き跡せきも消え失うせ、残ったのは〈狂々帝ルキフグス〉の軍刀サーベルと握り締しめられた短たん銃じゆうのみだ。

「────────屈くつ辱じよくだ」

　ガリガリと頭を搔かき毟むしり、真っ白な霊装ドレスが血に染まっていく。

「有り得ない。理り不ふ尽じんだ。不ふ愉ゆ快かいだ。こんなことがあっていいはずがない。私が間ま違ちがったはずがない。【九テのツ弾ト】にあんな使い道があるなど、記録には無かった。無かったものは分ぶん析せきしようも────は、ぐっ！」

　ガチガチガチガチ。白クのイ女ー王ンの体内で目まぐるしく何かが動き出す。

「や、め……やめろ！　私はまだやれるぞ！　私はまだ────く、了りよう解かいだ。情報を分析する時間をくれるのなら、罰ばつとして私は引き籠もる」

　それは、白クのイ女ー王ンの肉体に傷をつけた代だい償しようだ。

　所しよ詮せん、今の〝彼女〟は間借り人に過ぎない。どれほど完全な能力を持っていても、空間を支配するという絶大な権能を誇ほこっていたとしても。精神こころが迷めい妄もうすれば、彷徨さまようだけ。

　白クのイ女ー王ンはそれを厭いとう。

　肉体が完かん璧ぺきであれば、人格も完璧であるべきだ。挫ざ折せつなど許さず、怒いかりも許さない。




　すっかりと修復した肉体と共に立ち上がった第二の女王は、とん、とん、とん、と何かを確かく認にんするように足で床ゆかを叩たたいた。

「まあまあまあ。あらあらあら。あの子が立ち直るまで、わたしが代役を務めるんですか？　んむむむむ……。まあ、何とかなるでしょう。わたしの方が搦からめ手は得意ですしい、結局のところ──あの調査が終わるまでは、隣界を木こっ端ぱ微み塵じんにすることもできませんから」

　上品な笑えみ、嫋たおやかな仕草。

「それにしても、あの子は劣れつ等とう感を抱いだきすぎですよねえ。わたしたちは本当の本当に本体なのだから、気にしなくてもいいでしょうに──」

　先ほどの白クのイ女ー王ンを苛か烈れつな将軍とするなら、こちらはまさしく柔にゆう和わな姫ひめのようだった。

「──それでは皆様。変わらずチェスを始めましょう。ルーク、ビショップ、ナイト。彼女たちを動かして。いつか来る戴たい冠かんの日を夢見て。ああ、ああ、ああ。本当に待ち遠しいですねぇ」

　典てん雅がな笑み。

　追い出したルークとエンプティに甘い夢を与あたえるため、白クのイ女ー王ンはゆっくりと歩き出した。











○エピローグ






　扉を潜くぐり抜けると、凄すさまじいまでの浮ふ遊ゆう感かんと加速が全身を満たした。圧あつ迫ぱくされ蠕ぜん動どうする内臓、嘔おう吐とを催もよおすような旋せん回かいと速度。

　単純に言うならば、永遠に落下を続けている感覚。

　一体どこまで──と狂くる三みはシスタスに抱だきかかえられながら不安に駆られる。

「間もなくのようですわ」

　その心を読み取ったかのように、シスタスが告げた。

　扉が開いている。その先には底が抜けたような青空が見える。空気がやたら透とう明めいで、まるで日本の夏空のよう。

「しっかり……！」

　加速──加速──加速。勢いよく扉を抜けた。どん、と全身に響くような衝しよう撃げき。

　扉は空から地に向けて開かれていたらしく、そのまま落下を開始する。だが、ここは隣りん界かいだ。落下が死に繫つながる訳ではない。

　シスタスが足に霊れい力りよくを籠こめて、ふわりと着地した。

　それから慌あわてて〈刻々帝ザフキエル〉の短銃を、狂三に突きつける。

「急いでくださいまし、『わたくし』」

「分かっておりますわ、シスタス。〈刻々帝ザフキエル〉──【四の弾ダレツト】……!!」

　時計盤ばんから影かげが装そう塡てんされたところで、シスタスが引き金トリガーを引く。

　間かん一いつ髪ぱつ、〈刻々帝ザフキエル〉による復元が間に合った。両りよう腕うでは繫がり、時崎狂三は勢いよく立ち上がった──ところで、くらりと立ち眩くらみした。

「ああ、ああ。しっかりしてくださいまし、だらしないですわよ」

「……全額を使い果たしましたわね、綺き麗れいさっぱり」

　全額勝負──あの第三領域ビナーで獲かく得とくした『時間』をほぼ消費した。そうでなければ、白クのイ女ー王ンに一矢を報むくいることすら不可能だった。

　……犠ぎ牲せいは大きかったが、得るものもあった。

　絶望と希望、相反する二つを抱え込んだまま、生き残った。

　そう、何より重要なのはそれだ。生きている。あの白クのイ女ー王ンを出し抜いた。

　そして追いかけてきていない以上、勝利したと考えていいのだろう。

　大地に寝ね転ころんだ二人が見たのは、圧あつ倒とう的な蒼そう穹きゆう。唯ただ一ひとつ、邪じや魔まがあるとすればシュールレアリスムの絵画に出てきそうな、空中の扉とびらだ。

　どう考えても、この素す晴ばらしい光景には似合わない。

「『わたくし』」

「ええ。同時でいきますわよ」

　不敵な笑み。狂三とシスタスは空へ向けて〈刻々帝ザフキエル〉を構えた。その扉に向けて、引き金トリガーを引く。

　銃じゆう声せいは天高く。

　二人の弾だん丸がんは真っ直すぐに空を切り裂さいていき──。




　かくして白クのイ女ー王ンの遺物は、木っ端微塵に砕くだけ散った。




「ざまあみやがれ、ですわね」

「品が無いですわよ、『わたくし』」

　どちらがどちらを言ったのかは、神のみぞ知る──。




　　　　◇




　──そして、一方。

「問おう」

　ドスの利きいた声。もくもくと煙けむるは口に咥くわえた煙草たばこ──と見せかけて、彼女の全身から迸ほとばしる湯気だった。灰になった煙草が落ちるように、机にどろりと茶ちや褐かつ色しよくの液体が滴したたり落ちた──シガレットチョコですね、ええ。

　そして緋ひ衣ごろも響ひびきと、キャルト・ア・ジュエーは厳重に拘こう束そくされていた。キャルトはもちろん、四枚のトランプも含ふくめてである。

　響は目でキャルトと会話を行う。拙つたなくはあるが、共きよう闘とうした仲だ。ある程度の意い志し疎そ通つうは可能であった。

（脱だつ出しゆつできます？）

（無理。なんかすごい頑がん丈じよう）

（役立たずですね、支配者ドミニオンのくせに）

（ボクは搦め手専門なんだよ！）

　まあ、意志疎通が可能だからといって役に立つかどうかはまた別問題なのだが。

　ギロリ、と鬼おに軍ぐん曹そう（少女）が二人を睨にらむ。

　その一いち瞥べつに響はともかく、本来であれば鬼軍曹（少女）より格上であろうキャルトまで震ふるえ上がった。

　何だか不明だが、彼女には逆らえない妙みような迫はく力りよくがあったのだ。

「貴公らは、敵か味方か。この第八領域ホドにおいて蝙蝠こうもりは信用されないぞ。我々、革命軍につくか──あの旧時代の遺物、絆ばん王おう院いんにつくか。今すぐ決めろ！」

　その台詞せりふに、響とキャルトは「げ」と息を漏もらした。二人とも、情報収集力は他ほかの準精せい霊れいに比べて数段高い故ゆえである。

　第一〇領域マルクトと並んで、激戦区と伝えられている領域がある。支配者ドミニオンの座を巡めぐり、ほぼ同レベルの二大勢力が相争う領域。

　そこはいつも夏の抜ぬけるような青空であり、常に爽さわやかな風が吹ふくという。




　革命軍と絆王院──。

　第八領域ホドを巡る組織の争いに、時崎狂三と緋衣響たちは巻き込まれようとしていた。











あーとーがーきー（間延びした口調）









　毎度毎度、悶もん絶ぜつするほど悩なやむのがこのあとがきというものです。何しろ、ほとんどのあとがきはあらかた本編を書き終わって虚きよ脱だつ状態のところにやってくる訳です。「すいません、後書きよろしくお願いしまーす！」と。

　もちろん、たとえば一巻の場合はそれこそ書くことが山のようにある訳ですが上う手まくスタートダッシュが成功して三巻くらいになると、途と端たんに難しくなるのです。ええ、まさにこの三巻ですよ、三巻！　とはいえそうも言っていられないので、三巻コンセプトなどをつらつらと述べることにいたしませう。




　三巻のベースとなるものは、メルヘンワールド＆大脱だつ走そうです。不思議の国のアリス＆アルカトラズ島の脱だつ出しゆつと言い換かえてもいいでしょうか。何だその悪あく魔ま合体は。そして前回、遂ついに登場した白クのイ女ー王ンとの対決、そして時とき崎さき狂くる三みにとっては痛つう切せつな真実と向き合わざるを得ない巻となっております。

　もちろん○○○なのだから、〈○○○〉は使えないのでは？　などの細かい謎なぞは残っていますし、そもそも彼女は「誰だれ」なのかという謎もありますが、「デアバ」（この略りやく称しようあまり語感良くないな……）における、時崎狂三の正体は大きく前進したと言えるでしょう。




　しかし書けば書くほどに、時崎狂三というキャラクターの不思議さが浮うき彫ぼりになっていく気がします。黒くろ髪かみ、おっとり、スタイル良い……は人気キャラに成り得る要素だとして。銃使いガンスリンガー……も、まあ人気が出る要素の一つかもしれません。左眼が時計盤ばんになっている……あたりになると尖とがりすぎじゃないか、というイメージがつき、そして笑い声にいたっては「あはははは」でも「おほほほほ」でもなく、「きひひひひ」です。でも、皆みなさんご存知の通り、「デート・ア・ライブ」において時崎狂三は、多くの読者が「カワイイ」と認にん識しきしているでしょう。

　ええ、その通り。どれほど残ざん酷こくで、冷酷で、悪役ムーブをこなしていたとしても。やはり彼女は「カワイイ」そして「カッコイイ」と認識されるキャラクターなのです。それは橘たちばな先生が「デート・ア・ライブ」で時崎狂三の魅み力りよくを積み重ねていただいたお陰かげだと、東ひがし出では思うのです。

　そんな彼女の魅力を、どこまで表現できるか。どこまで突つき詰つめられるか。このシリーズは、つまるところそれに尽つきると考えております。……まあ、まさか今回幼女化することになるとは……思いもよりませんでしたが……。

　しかし幼女になった狂三（ＮＯＣＯ先生渾こん身しんの作。クリティカル過ぎる）は本当に可愛かわいいですね。響ひびきが犯罪行こう為いめいた何かに走るのも無理はないといえましょう。作中では、七歳の他ほかにも一〇歳、一一歳、はては○○歳など様々な年ねん齢れいに変化しています。お楽しみに！




　さて、うっかりネタバレしすぎないように「デアバ」の話はひとまず置いといて。一ヶ月前に発売された「デート・ア・ライブ」本編の方が、いよいよクライマックス間近という怒ど濤とうの展開でしたね。

　どんどん士し道どうたちが追い詰められて追い詰められて、さてどうなる!?　といったところでの、あの一言ですよ。タイトルに戻もどる、原点に回帰する──ライトノベルや漫まん画がの長期シリーズにおいて、「最初とは異なる場所に辿たどり着く」というのはままあることなのですが、きちんと「最初に戻る」というのは本当に難しいことなのですよ！

　凄すごいなあ、面おも白しろいなあ、と思いつつ当方の「デート・ア・バレット」もきちんとその面白さを継けい承しようできるよう、頑がん張ばります。




　それでは最後にいつもの通り、ご挨あい拶さつ＆各所方面へのお詫わび。担当さん、橘公こう司し先生、イラストを描えがいてくださったＮＯＣＯ先生、本当にありがとうございます。

　特に橘先生に関しましては本編クライマックス直前にもかかわらず、色々と相談に乗っていただき、圧あつ倒とう的感謝しかない……！

「デート・ア・ライブ」アニメ新シリーズも発表され、ますますお忙いそがしいとは思いますが、それはそれとしてまた飯でも食いに行きましょう！（私信）

　そして読者の皆みな様さま、春です。どうか花か粉ふん症しようなどで鼻はな詰づまりを起こし、無意識に口を開けて眠ねむったせいで起きたら喉のどが大変なことになっていた、ということにならぬようお気を付けください……！　なお、当方は眠る際に点てん鼻び薬やく、鼻の拡張テープといびき防止用のマウスピースと完全態勢で挑いどんでいます。欠点は邪じや魔ま……眠るとき……とても邪魔っけ……！





東出　祐ゆう一いち郎ろう　










東出祐一郎

●ひがしでゆういちろう



シナリオライター。小説、ゲームシナリオ、マンガ原作、アニメ脚本など、など。

代表作「ケモノガリ」（小説）「Fate/Apocrypha」（小説）「Fate/Grand Order」（一部シナリオ）

少しずつ解体されていく時崎狂三という少女の謎。行く手に待ち受けるのは脱走、謎解き、殺し合い。そしてくるみちゃんななさい……ななさい？

ただでさえ美少女なのに、そこに幼さという危険な要素が加わればどうなるのか。

はたして……はたして！


















カバー・口絵・本文イラスト／ＮＯＣＯ

カバーデザイン／草野剛










デート・ア・ライブ　フラグメント




デート・ア・バレット３








東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろう

原案・監修：橘たちばな 公こう司し
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